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統
計
学

1
社
会
科
学
方
法
論
説
の
擁
護

l
l
i

ド
ゥ
ル
ジ

i
ニ
ン
批
判
の
吟
味

i
l

大

橋

隆

支

え

が

き

、
悶
川
崎
地
縄
問
綴
務
総
ル
仰
の
滋
抑
制

一
一
、
ド
ウ
ム
N
吋

J
i
ニ
ン
の
見
解
、
そ
の
批
判
と
皮
滋
判

去
、
オ
岨
抑
止
口
総
の
方
法
論
説
批
判

問
、
プ
明
シ
ユ
コ
の
見
解
と
私
問
加
の
婆
約

双、

4
4

抑
制
告
後
の
方
法
論
説
数
判
と
笑
気
科
学
説

必

ず

び

- 25-

ま

え

fJ~ 

き

の
基
礎
に
、

と
わ
か
っ
と
こ
ろ
の
そ
れ
白
-
身
の
基
礎
に
、
社
会
察
側
同
誌
を
揖
え
、
社
会
築
間
以
論
を
統

を
据
え
る
統
一
的
規
点
と
な
し
た
の

お
そ
ら
く
の
き
話

4
0
ロ
認
者
叶

(ZhpiHCMg
で
あ
ろ
う
。

マ
イ
ヤ
は
、
「
統

そ
の

の
対
象
と
し
て

ち
、
そ
の
独
自
の

と
し
て

を
も
っ
。
そ
れ
は

の

緩
済
学
研
究



統
計
学
H
社
会
科
学
方
法
論
説
の
擁
護

大
橋

会
追
求
す
る
一
個
独
立
の
社
会
学
科
で
る
る
」
と
す
る
。

、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
..
 

、
.
、
.
、
.

る
社
会
集
団
を
、
統
計
方
法
の
適
用
対
象
に
転
位
せ
し
め

、、、、

こ
の
統
計
学

1
実
質
社
会
科
学
説
の
見
地
が
、
統
計
学
の
対
象
と
規
定
し
て
い

、
、
ー
、
、
、
、
、
、

統
計
学
の
対
象
は
専
ら
統
計
方
法
で
あ
る
と
す
る
の
が
統
計
学
H
社
会
科
学

日
本
に
お
い
て
マ
イ
ヤ
の
社
会
集
団
論
に
基
づ
く
統
計
学

1
実
質
社
会
科
学
説
を
批
判
し
、
統
計
学

1
社
会

科
学
方
法
論
の
見
地
に
到
達
し
た
の
は
鮭
川
虎
三
博
士
で
あ
っ
た
。
私
も
こ
の
統
計
学
H
H
社
会
科
学
方
法
論
の
見
地
に
追
随
す
る
も
の
で

方
法
論
説
の
見
地
で
あ
る
。

あ
る
が
、
見
地
問
題
は
研
究
の
前
提
で
φ

め
る
と
共
に
帰
結
で
も
あ
る
。

し
た
が
っ
て
時
に
こ
の
問
題
に
立
ち
帰
り
、
反
省
を
重
ね
る
の
も

有
意
義
で
あ
ろ
う
。

私
見
は
現
在
の
と
こ
ろ
、

ソ
グ
エ
ト
統
計
学
論
争
の
公
式
的
結
論
が
、
統
計
学

1
社
会
科
学
論
の
見
地
を
正
し
い
と
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、

そ
れ
は
論
理
的
に
維
持
し
う
る
も
の
で
は
な
く
、

ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
で
支
配
的
な
、

い
わ
ば
す
で
に
伝
統
的
と
も
な
っ
て
い
る
統

- 26ー

計
学
H
H
社
会
科
学
方
法
論
の
見
地
を
正
し
い
、

と
考
え
て
い
る
。

本
稿
の
課
題
は
、

か
か
る
見
地
を
維
持
し
う
る
所
以
を
、

ソ
グ
エ
ト
統
計
学
論
争
の
経
過
と
そ
の
後
の
展
開
を
通
し
て
明
か
に
す
る
に

あ
る
。
私
見
は
結
局
、

ソ
グ
エ
ト
統
計
学
論
争
の
結
論
は
、
現
象
的
に
は
、
統
計
学
H
H
社
会
科
学
説
に
お
ち
つ
い
た
ご
と
く
尻
え
る
が
、

し
た
が
っ
て
私
と
し
て
の
今
後
の
課
題
は
、

と
す
る
。

か
か
る
見
地

本
質
的
に
は
、
統
計
学
』
社
会
科
学
方
法
論
説
の
確
認
で
あ
っ
た
、

に
関
す
る
抽
象
論
議
は
一
応
決
着
し
た
も
の
と
し
、

自
ら
の
見
地
に
お
い
て
、
具
体
的
な
問
題
と
取
り
組
む
こ
と
に
あ
る
、

と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
見
地
問
題
の
整
理
に
な
お
若
干
の
作
業
を
要
し
よ
う
。

註

(1) 

総
川
虎
一
二
、
統
計
利
用
に
お
け
る
基
本
問
題
、
一
九
一
三
一
、
一
三
六
頁
以
下
。
こ
れ
に
対
し
杉
栄
、
総
川
博
士
の
の
・
4
0
ロ
富
喜
一
一
司
批
判
の
批

判
、
ハ
杉
栄
、
理
論
統
計
学
研
究
、
一
九
四
O
、
一
ニ
一
九
頁
以
下
)
が
あ
る
。
な
ほ
、
同
地
川
博
士
の
統
計
学
U
社
会
科
学
説
批
判
の
論
点
は
、
総

川
虎
一
ニ
、
経
済
統
計
論
の
性
質
に
関
す
る
考
察
、
統
計
学
研
究
・
第
一
巻
・
一
九
三
一
、
一
l
l
九
五
真
。
総
川
虎
三
、
統
計
学
概
論
、
一
九
一
二
四
、

一一一一一一

l
=
二
四
頁
、
に
く
わ
し
い
。



一
、
見
地
問
題
明
確
化
の
意
義

戦
争
直
後
の
時
期
の
ソ
グ
エ
ト
統
計
学
界
が
当
面
し
た
理
論
上
の
主
要
課
題
は
、
統
計
理
論
に
お
け
る
形
式
数
理
主
義
的
傾
向
の
批
判

克
服
で
あ
っ
た
。
統
計
学
に
お
い
て
こ
の
傾
向
が
強
い
が
故
に
、
統
計
学
は
実
践
指
導
性
を
失
っ
て
い
る
と
さ
れ
た
。
こ
の
傾
向
批
判
の

ω統
計
学
の
対
象
は
、
集
団
現
象
一
般
か
、
そ
れ
と
も
集
団
的
社
会
現
象
に
か
ぶ
口
ら
る
べ
き
か
、

ω統
計
学
の
方
法
は
、
数
理

弘一酬ト口山は、

統
計
学
の
方
法
か
、

そ
れ
と
も
社
会
科
学
的
方
法
か
、

ゆ
統
計
学
の
基
礎
は
、

大
数
法
則
と
確
率
論
か
、

そ
れ
と
も
史
的
唯
物
論
と
経
済

川一寸か

と
い
う
三
点
で
あ
っ
た
。

一
九
五
二
年
を
中
心
に
右
の
論
点
に
つ
い
て
の
諸
家
の
見
解
が
定
式
化
さ
れ
、
見
地
は
ほ
ぼ
、
普
遍
科

学
の
見
地
、
社
会
科
学
方
法
論
の
見
地
、
実
質
社
会
科
学
の
見
地
の
三
つ
に
わ
か
れ
た
。

一
九
五
四
年
三
月
の
統
計
学
に
つ
い
て
の
学
術

会
議
と
そ
の
結
論
(
五
月
)
は
、
統
計
学
H
社
会
科
学
説
を
正
し
い
も
の
と
認
め
た
。

つ
ま
り
オ
ス
ト
ロ
グ
イ
チ
ヤ
ノ
フ
報
告
ハ
以
下
オ
報
・

守，.

グ
ル
ー
プ
わ
け
、
総
↓

告
と
略
称
)
は
、

ω統
計
学
の
対
象
は
集
団
的
社
会
現
象
の
量
的
側
面
で
あ
り
、

ω統
計
学
の
方
法
は
集
団
観
察
、

括
指
標
等
で
あ
る
と
し
、

ω統
計
学
の
基
礎
は
史
的
唯
物
論
と
経
済
学
で
あ
る
、
〔
必
〕
ハ
以
下
、
ヵ
ギ
、
カ
ツ
コ
の
番
号
は
稿
末
文
献
番
号
を

示
す
)
と
し
た
。
こ
の
見
地
が
科
学
性
を
も
ち
う
る
た
め
の
必
要
要
件
は
、

こ
の
見
地
の
理
論
が
、

ω実
践
指
導
性
、

日
現
実
反
映
性
、

ゆ
理
論
的
整
合
性
会
}
確
保
し
う
る
こ
と
で
あ
る
。

統
計
学

1
社
会
科
学
の
見
地
の
理
論
が
、

か
り
に

ωω
の
要
件
を
満
足
し
た
と
し
て
も
、

も
し
ゅ
の
理
論
的
笠
合
性
を
確
保
し
え
ぬ
な

ら
ば
、
科
学
性
は
そ
こ
に
お
い
て
破
れ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
統
計
学

1
社
会
科
学
説
は
問
題
を
残
し
て
い
る
、

と
私
は
考
え
る
。

そ

れ
は
、
統
計
学
を
独
立
の
実
質
社
会
科
学
と
し
た
場
合
、
経
済
学
と
質
的
に
、

い
か
な
る
点
に
お
い
て
区
別
し
う
る
か
で
あ
る
。
オ
報
告

後
の
統
計
学
H
H
実
質
社
会
科
学
説
が
、

理
論
的
に
解
決
を
せ
ま
ら
れ
て
い
る
点
は
、

ま
さ
に
こ
の
一
点
に
あ
る

と
私
は
考
え
て
い
る
。

統
計
学
H
笑
賀
社
会
科
学
説
は

オ
報
告
後
の
著
者
た
ち
に
よ
っ
て
、

そ
の
テ
キ
ス
ト
で
い
ろ
い
ろ
解
説
さ
れ
て
は
い
る
が
、
私
見
に

経
済
学
研
究



統
計
学
H
社
会
科
学
方
法
論
説
の
擁
護

大
橋

よ
れ
ば
、
統
計
学
と
経
済
学
の
対
象
の
質
的
区
別
の
問
題
の
理
論
的
解
決
に
未
だ
成
功
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
論
理
的
整
合
性
と
い
う
ま

こ
と
に
抽
象
的
次
元
に
お
け
る
問
題
で
あ
る
が
、

そ
の
次
元
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
科
学
性
保
持
の
必
要
要
件
で
あ
る
。
こ
の
一
ぃ
白
川

か
ら
私
は
、
統
計
学
H
H
笑
質
社
会
科
学
説
に
組
し
え
な
い
。

統
計
学
を
実
質
科
学
と
考
え
る
か
方
法
論
と
考
え
る
か

と
い
う
よ
う
な
考
え
方
の
確
定
は
、
何
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
か
。
こ
れ

は
統
計
学
自
体
の
具
体
的
内
容
の
問
題
と
い
う
よ
り
は

か
か
る
問
題
に
対
し
何
が
故
に
ソ
グ
エ
ト
統

ハ
I
V

あ
の
よ
う
な
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。

そ
の
前
段
階
的
な
問
題
で
あ
る
。

計
学
論
争
の
よ
う
な
、

オ
報
告
は
次
の
ご
と
く
の
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

「
統
計
理
論
が
共
産
主
義
建
設
の
諸
要
求
か
ら
立
ち
お
く
れ
て
い
る
が
、

そ
の
原

因
の
ひ
と
つ
は
、

ソ
グ
エ
ト
統
計
学
者
の
か
な
り
の
部
分
に
、
統
計
学
の
内
容
に
つ
い
て
、

と
り
わ
け
対
象
と
方
法
、

お
よ
び
、
そ
の
出

り
で
あ
り
有
害
で
あ
る
所
以
は

ば
、
統
計
学
の
対
象
を
私
見
の
ご
と
く
「
統
計
方
法
」
と
す
る
考
え
方
は
誤
っ
た
考
え
方
、
有
害
な
考
え
方
に
属
す
る
。
そ
し
て
そ
の
誤

「
理
論
統
計
の
領
域
で
の
科
学
活
動
が
、
社
会
主
義
建
設
の
現
実
的
問
題
と
無
関
係
な
、
抽
象
的
な
方

- 28ー

発
点
と
な
る
理
論
的
基
礎
に
つ
い
て
、
あ
や
ま
っ
た
考
え
方
が
ひ
ろ
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
」
〔
必
〕
(
五
七
頁
〕
と
。
こ
の
報
告
に
よ
れ

法
論
上
の
題
目
に
か
ぎ
ら
れ
る
」
〔
必
〕
ハ
五
七
頁
〉

か
ら
で
あ
る
と
す
る
。

ソ
グ
エ
ト
統
計
理
論
は
、
労
働
者
階
級
が
権
力
者
た
る
条
件
下
に
お
け
る
理
論
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
統
計
理
論
は
、
労
働
者
階
級
が

批
判
者
た
る
条
件
下
に
お
け
る
理
論
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
権
力
機
構
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
位
地
の
歴
史
的
社
会
的
変
化
は
、
統
計

理
論
の
目
標
・
方
向
を
転
倒
せ
し
め
は
す
る
が
、

い
ず
れ
の
統
計
理
論
に
せ
よ
、

実
践
的
課
題
か
ら
の
遊
離
は
、

誤
り
で
あ
り
有
害
で
あ

ろ
う
。
こ
の
点
に
か
ん
す
る
か
ぎ
り
オ
報
告
の
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
と
考
え
る
。

し
か
し
問
題
は
、
統
計
学
H
H
社
会
科
学
方
法
論
の
見

地
が
、
実
践
的

1
批
判
的
課
題
か
ら
の
遊
敵
と
い
う
誤
り
と
害
毒
を
、

必
然
と
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
あ
る
。

つ
ま
り
問
題
は
再
び
科
学

性
の
問
題
に
か
え
り
、
統
計
学
H
H
社
会
科
学
方
法
論
の
見
地
そ
の
も
の
は
、

ω理
論
的
整
合
性
、

ω現
実
反
映
性
、

ω実
践
指
導
性
、
一色

屯ど



確
保
し
え
な
い
の
か

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(1) 

ソ
ヴ
エ
ト
統
計
学
論
争
の
経
過
概
略
に
つ
い
て
は
、
内
海
庫
一
郎
、
ソ
連
統
計
学
の
動
向
、
「
統
計
」
一
九
五
六
、
八
月
号
、
を
み
よ
。
詳
し
く
は
、

統
計
研
究
会
訳
編
、
ソ
ヴ
エ
ト
の
統
計
理
論
工
(
一
九
五
二
¥
経
済
統
計
研
究
会
訳
編
、
ソ
ヴ
エ
ト
の
統
計
理
論
旺
(
一
九
五
一
ニ
)
、
有
沢
広
巳
編
、

統
計
学
の
対
象
と
方
法
(
一
九
五
六
)
、
オ
ス
ト
ロ
ヴ
イ
チ
ヤ
ノ
フ
、
統
計
学
に
か
ん
す
る
論
争
の
結
果
に
よ
せ
て
、
「
統
計
学
」
第
一
巻
第
ご
号
(
一

九
五
五
、
九
月
)
、
等
号
み
よ
。

ζ

の
問
題
は
単
に
ソ
ヴ
エ
ト
統
計
学
論
争
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
て
い
る
だ
け
で
な
い
。
歴
史
的
に
み
て
右
す
で
に
の

5
ロ
ロ
グ
句
ぬ
け
仲
間
同
の
理
論

自
体
の
中
に
、
「
自
然
的
」
と
「
政
治
的
」
の
対
立
の
契
機
を
含
み
、
一
九
世
紀
初
頭
の
ド
イ
ツ
で
は
「
数
字
」
と
「
言
楽
」
の
対
立
に
外
化
し
、

沼
田
同
円
自
体
も
自
ら
の
理
論
の
中
で
「
形
式
的
意
味
の
浮

E
U丘
W
」
と
「
実
質
的
意
味
の
∞

g立
与
野
」
に
な
や
み
、
沼
恒
三
と
旬
。
町
田
、
ロ
ロ
冊
目
露
出
回
B

F
F
N
日
刊
号
と
呂
田

2
d
g長
け
の
論
争
の
ご
と
き
、
自
由
田
FSSH)印
可
の
事
論
理
と
数
論
理
、
州
地
川
虎
一
ニ
博
士
の
大
量
と
解
析
的
集
団
の
ご
と
き
、
州
地

川
・
郡
両
民
の
論
争
の
ご
と
き
、
何
れ
も
統
計
学
の
本
質
観
の
問
題
で
あ
る
。

こ
の
点
の
若
一
十
の
分
析
は
、
拙
稿
「
商
と
東
の
統
計
学
」
ハ
京
都
市
統
計
月
報
、

一
九
五
三
、
六
・
七
月
号
〉
で
お
こ
な
っ
た
。
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(2) 

=
、
ド
ウ
ル
ジ

i
ニ
ン
の
見
解
・
そ
の
批
判
と
反
批
判

宣
告
す
る
u

ソ
同
盟
で
統
計
学

1
社
会
科
学
方
法
論
説
の
代
表
的
主
張
者
は
、

「
い
か
な
る
社
会
科
学
も
そ
の
個
有
の
対
象
を
も
つ
だ
け
で
な
く
、

ド
ゥ
ル
ジ

l
ニ
シ
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
方
報
告
は
、
次
の
ご
と
く

ま
た
そ
の
個
有
の
研
究
方
法
を
も
っ
て
い
る
」
と
。
先

ず
こ
の
よ
う
な
前
提
命
題
を
立
て
こ
れ
を
特
殊
に
適
用
す
る
と
い
う
形
で
三
段
論
法
的
に
押
し
切
り
、

「
こ
の
よ
う
な
主
張
に
同
意
で
き

な
い
」
〔
必
〕
(
六
一
一
一
頁
)

と
。
こ
の
論
理
が
正
し
く
あ
る
た
め
の
条
件
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
先
ず
第
一
に
そ
の
前
提
命
題
が
正
し
く
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
に
そ
の
思
考
過
程
が
正
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
対
象
は
対
象
で
あ
り
、
方
法
は
あ
く
ま
で
方
法
で
あ
っ
て
、

方
法
は
対
象
と
な
り
え

、
と
思
い
こ
ん
で
い
る
対
象
と
方
法
の
固
定
的
断
絶
観
は
、
非
弁
証
法
的
思
考
様
式
と
い
う
ほ
か
な
い
。
対

ハ
1
J〉

象
と
方
法
の
両
項
閣
に
否
定
を
媒
八
八
と
す
る
運
動
の
可
能
性
を
認
め
ぬ
オ
報
告
の
思
考
様
式
の
分
析
・
批
判
は
、
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
。

経
済
学
研
究



統
計
学
H
社
会
科
学
方
法
論
説
の
擁
護

大
橋

し
か
し
本
稿
で
は
こ
の
問
題
'
目
体
に
立
ち
入
る
余
裕
が
な
い
。

ド
ゥ
ル
ジ
}
ニ
ジ
批
判
の
展
開
を
み
る
に
と
ど
め
る
。

オ
報
告
に
至
る
ま
で
の
ド
ゥ
ル
ジ

l
ニ
シ
批
判
と
、

オ
報
告
後
に
お
け
る

お
そ
ら
く
一
九
五
二
年
の
「
経
済
学
の
諸
問
題
」

誌
(
以
下

4
・
目
・
と
略
記
)
(
一
九
五
ご
・
第
六
号
)
に
お
け
る
「
科
学
と
し
て
の
統
計
学
の
内
容
に
つ
い
て
」
〔
紅
〕
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ

ド
ゥ
ル
ジ

l
ニ
シ
の
統
計
学
H
社
会
科
学
方
法
論
説
が
明
確
に
定
式
化
さ
れ
た
の
は
、

て
こ
の
時
ま
で
の
ド
ゥ
ル
ジ

l
ニ
ン
批
判
の
論
点
は

こ
の
論
文
自
体
で
ド
ゥ
ル
ジ

l
ニ
ン
が
と
り
あ
げ
た
批
判
者
の
論
点
整
理
を
行
な

う
こ
と
で
足
り
る
。

ド
ゥ
ル
ジ

1
ニ
シ
に
よ
れ
ば
、

「
統
計
逓
報
」
誌
(
以
下
〈
-m-
と
略
記
)
の
諸
論
文
に
提
示
さ
れ
て
い
る
根
本
思
想
は
、
「
統
計
学
は
社

い
う
ま
で
も
な
く
、

と
。
こ
の
思
想
は
、

「
統
計
学
の
対
象
は

会
経
済
関
係
だ
け
を
研
究
す
る
社
会
科
学
で
あ
る
」
と
定
式
化
し
う
る
、

ド
ゥ
ル
ジ

l
ニ
シ
は
統
計
学
が
社
会
科
学
に
属
す
る
と
い
う
か
ぎ
り
に
お
い
て
肯
定
的
で
あ
る
が
そ
の
根
拠
は
、

ω統
計
学
成
立
当
初
の
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専
ら
集
団
現
象
で
あ
り
、
統
計
方
法
は
社
会
現
象
に
も
自
然
現
象
に
も
適
用
し
う
る
」
(
普
遍
科
学
説
)
と
す
る
見
解
と
対
立
し
て
い
る
。

そ
の
社
会
科
学
的
性
格
、

制
統
計
学
の
現
在
に
お
け
る
社
会
現
象
研
究
上
に
も
つ
重
要
意
義
、

か
ら
だ
け
で
な
く
、
ゆ
統
計
学
そ
れ
自
体

の
本
質
か
ら
社
会
科
学
で
あ
る

と
し
て
い
る
。

は
「
数
理
統
計
学
」
で
あ
る
、

そ
れ
自
体
の
本
質
か
ら
統
計
学
が
社
会
科
学
で
あ
る
と
い
う
意
味
は
、
普
遍
科
学
説
の
支
持
者
た
ち
の
念
頭
に
あ
る
「
統
計
学
」
は
実

、，、.

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
数
理
統
計
学
も
統
計
学
も
共
に
個
体
で
は
な
く
集
団
(
事
実
の
総
体
)
を
扱
う
点

に
お
い
て
は
共
通
で
ら
る
。

し
か
し
数
理
統
計
学
は
そ
の
集
団
の
構
成
要
素
が
単
純
で
単
一
の
標
識
を
も
っ
と
こ
ろ
の
集
団
(
集
合
と
呼

ぶ
に
適
す
る
)
を
、
偶
然
的
過
程
に
お
け
る
大
数
法
則
の
発
現
(
偶
然
誤
差
相
殺
)
を
、
前
提
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
統
計
学
は
そ

の
存
在
す
る
集
団
の
構
成
要
素
が
相
互
に
連
関
し
、
多
様
な
標
識
を
も
っ
と
こ
ろ
の
社
会
集
団
を
、
社
会
的
発
展
過
程
に
お
け
る
社
会
的

合
法
則
性
の
発
現
(
社
会
的
要
因
は
偶
然
誤
差
と
し
て
相
殺
除
去
さ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、

ま
さ
に
そ
の
逆
)
を
前
提
し
て
い
る
。
こ



の
意
味
に
お
い
て
、
統
計
学
は
数
理
統
計
学
と
明
確
に
区
別
さ
る
べ
き
で
あ
り
、

そ
の
基
礎
は
大
数
法
則
や
確
率
諭
で
な
く
、
史
的
唯
物

論
と
経
済
学
で
あ
る
。
以
上
の
か
ぎ
り
に
お
け
る
統
計
学
H
社
会
科
学
説
を
ド
ゥ
ル
ジ

l
ニ
シ
は
先
ず
肯
定
し
、
普
遍
科
学
論
者
の
「
社

会
・
経
済
概
念
」

の
混
乱
を
指
摘
す
る
。

要
す
る
に
ド
ゥ
ル
ジ

I
ニ
シ
は
、

に
つ
い
て
は
、

こ
れ
を
ぷ
認
す
る
。

ω統
計
学
は
社
会
科
学
で
あ
る
。
日
統
計
学
の
基
礎
は
史
的
唯
物
論
と
経
済
学
に
あ
る
、

し
か
し
な
が
ら
ド
ゥ
ル
ジ

l
ニ
シ
は
、
統
計
学

1
実
質
社
会
科
学
説
を
承
認
す
る
の
で
は
な
い
。
彼

と
い
う
点

は
そ
の
批
判
を
通
じ
て
自
己
の
統
計
学
H
H
社
会
科
学
方
法
論
説
を
提
示
す
る
。

そ
の
批
判
の
第
一
点
は
、
対
象
の
賀
と
量
と
の
関
係
の
考
方
に
あ
る
。

ド
ゥ
ル
ジ

l
ニ
シ
に
よ
れ
ば
対
象
た
る
社
会
の
質
的
規
定
を
経

済
学
に
、
量
的
規
定
を
統
計
学
に
分
割
配
分
す
る
こ
と
は
、
質
的
規
定
と
量
的
規
定
の
不
可
分
の
統
一
と
い
う
弁
証
法
的
唯
物
論
の
基
礎

命
題
の
一
つ
を
否
定
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
、
と
す
る
。
ド
ゥ
ル
ジ

l
ニ
シ
は
理
論
的
・
経
済
学
的
一
般
化
と
具
体
的
統
計
資
料
研
究
の

認
識
結
果
の
組
織
構
成

有
機
的
結
合

l
統
一
を
主
張
す
る
。
彼
は
賀
と
量
と
の
分
割
配
分
を
社
会
認
識
の
い
か
な
る
過
程
に
お
い
て
も
、
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に
お
い
て
も
、
承
認
し
な
い
。

批
判
の
第
二
点
は
、
他
の
科
学
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
た
法
則
の

で
あ
る
。
任
意
の
科
学
が
科
学
と
よ
ば
れ
る
ゆ
え
ん
は
客
観
世
界
の
法
則
発
見
に
つ
と
め
る
点
に
あ
る
。
科
学
の
実
質
独
立
性
は
そ
の
科

「
描
写
」

H
記
述
だ
け
を
事
と
す
る
独
立
科
学
の
存
在
を
否
定
す
る
点

学
が
固
有
な
法
則
を
も
っ
点
に
あ
る
。
統
計
学
が
独
立
科
学
で
あ
る
と
主
張
し
う
る
た
め
に
は
、
単
に
経
済
学
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
た
法

則
を
描
写
す
る
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
自
身
の
固
有
の
法
則
H
H
統
計
的
法
則
を
も
つ
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
統
計
学
は

社
会
発
展
の
合
法
則
性
と
は
別
個
な
、
統
計
的
合
法
則
性
を
認
め
る
か
、
そ
れ
と
も
独
立
科
学
た
る
こ
と
を
や
め
る
か
、

の
何
れ
か
で
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
〔
幻
〕
(
一
二
一
、
三
五
頁
)
。

ド
ゥ
ル
ジ

l
ニ
シ
は
後
者
を
と
る
。

と
量
的
分
析
の
完
全
な
統
一
を
主
張
し
て
い
る
か
ら
、
経
済
現
象
が
「
数
字
的
表
現
」
を
与
え
ら
れ
て
も
、

し
た
が
っ
て
ド
ゥ
ル
ジ

I
ニ
ン
は
、
現
象
の
質
的
分
析

そ
れ
は
や
は
り
経
済
学
の
対

経
済
学
研
究



統
計
学
H
社
会
科
学
方
法
論
説
の
擁
護

大
橋

象
と
し
て
と
ど
ま
り
、
統
計
学
の
資
産
に
な
ら
な
い
(
一
三
一
一
良
)
、

と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

か
く
し
て
ド
ゥ
ル
ジ

I
ニ
シ
は
、
研
究
対
象
の
質
的
規
定
性
と
量
的
規
定
性
の
統
一
を
破
ら
ず
、

か
つ
ま
た

社
会
の
発
展
法
則
と
は

「
統
計
学
を
無
条
件
に

、.、，、.、.、，

独
立
の
実
質
科
学
に
昇
格
せ
し
め
る
試
み
を
や
め
、
統
計
学
を
社
会
諸
科
学
が
具
体
的
問
題
の
研
究
に
際
し
て
用
い
る
方
法
の
科
学
と
見

別
個
な
特
別
な
統
計
的
合
法
則
性
を
定
立
せ
ず
、

な
お
か
つ
統
計
学
を
社
会
科
学
の
う
ち
に
位
置
づ
け
る
に
は
、

な
す
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
が
反
弁
証
法
的
な
誤
っ
た
構
想
か
ら
ぬ
け
出
す
た
だ
一
つ
の
途
だ
」
〔
創
〕
(
一
一
一
五
頁
〉
と
主
張
す
る
。

以
上
が
ド
ゥ
ル
ジ

l
ニ
シ
の
統
計
学
H
H
社
会
科
学
方
法
論
説
の
概
要
で
あ
る
。
以
下
、
ド
ゥ
ル
ジ

1
ニ
シ
自
身
が
こ
の
論
文
で
と
り
あ

げ
た
批
判
者
の
論
点
を
、
私
自
身
の
考
察
の
便
宜
に
従
っ
て
私
自
身
の
仕
方
に
お
い
て
整
理
す
る
。

統
計
学
U
社
会
科
学
方
法
論
説
は
普
遍
科
学
説
の
変
形
に
す
ぎ
ぬ
。
〈
・

ω・
一
九
五

O
年
第
二
号
の
巻
頭
論
文
「
マ
ル
ク

〔刊一一酬い白川一〕

ぬ
の
で
、
方
法
と
し
て
で
も
、

こ
の
テ
ー
ゼ
を
守
る
目
的
か
ら
、

カ
ク
プ
マ
シ
の
こ
の
誤
っ
た
見
解
に
合
流
す
る
傾
向
に
あ
る
」
〔
B
〕(一ニ
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ス
・
レ

l
ニ
γ
主
義
統
計
理
論
の
た
め
に
〔
8
〕
壮
、
「
現
在
若
干
の
ブ
グ
エ
ト
統
計
学
者
は
、
統
計
学
の
普
遍
性
の
テ
ー
ゼ
を
田
守
で
き

ム
ハ
頁
)
と
し
て
い
る
。

な
お
エ
ヌ
・
ミ
ハ
イ
ロ
ブ
も
「
統
計
理
論
の
二
、
三
の
問
題
に
つ
い
て
」
〔
9
〕
(
一
二
六
l
七
一
民
)
に
お
い
て
同
様
な
見

解
止
を
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
ド
ゥ
ル
ジ

l
ニ
シ
は
、
統
計
学
を
方
法
論
と
認
め
る
こ
と
が
、
普
遍
的
統
計
方
法
論
ハ
数
理
統
計
学
)
の
品
々
と
必
然
的
に

結
び
つ
く
と
は
か
よ
c
ら
な
い
、

と
反
論
す
る
。
社
会
科
学
方
法
論
と
し
て
の
本
来
の
統
計
学
と
、

自
然
科
学
で
利
用
さ
れ
る
数
理
統
計
学

と
の
聞
の
根
本
的
相
異
は
、
す
で
に
示
し
た
と
お
り
、
方
法
の
成
立
・
適
用
の
客
体
た
る
研
究
対
象
そ
の
も
の
の
本
質
の
相
異
か
ら
生
れ

て
い
る
の
だ
か
ら
〔
幻
〕
(
一
一
一
入
賞
)
と
反
論
す
る
。

私
見
に
よ
れ
ば
、

ド
ゥ
ル
ジ

I
ニ
シ
の
見
解
は
、

も
と
も
と
普
通
科
学
説
(
そ
の
見
地
に
お
け
る
方
法
論
説
が
数
理
統
計
学
)
の
否
定

の
上
に
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら

ド
ゥ
ル
ジ

l
ニ
γ
の
社
会
科
学
方
法
論
説
批
判
を
普
遍
科
学
説
批
判
を
以
っ
て
間
に
合
わ
せ
る
わ



け
に
い
か
な
い
。
も
っ
と
も
、
ド
ヶ
ル
ジ

I
-
一
γ
自
体
に
着
目
す
れ
ば
、

同
一
人
た
る
ド
ゥ
ル
ジ

1
ニ
シ
の
主
張
が
、
数
理
統
計
学
か
ら

社
会
科
学
方
法
論
説
に
形
態
変
化
し
た
に
と
ど
ま
る
。

と
く
に
ド
ゥ
ル
ジ

i
ニ
シ
の

「
統
計
学
講
義
」
〔
必
〕
の
内
容
か
ら
す
れ
ば

ド

ヮ
ル
ジ

1
ニ
ジ
に
対
ナ
ノ
る
か
う
し
た
批
判
は
当
然
で
あ
る
。
と
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

な
お
注
目
す
べ
き
は
、

ド
ゥ
ル
ジ

1
ニ
シ
が

論
敵
を
反
批
判
す
る
と
を
は
、
「
対
象
論
理
」
を
用
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

〔
仏
師
占
川
二
〕

統
計
学
H
H
社
会
科
学
方
法
論
説
は
具
体
的
な
社
会
経
済
的
内
容
を
抹
消
す
る
。

ス
ト
ル
ミ
リ
シ

「
科
学
と
し
て
の
統
計
学

の
定
義
に
か
ん
す
る
問
題
に
よ
せ
て
」
〔
初
〕
は
、
「
統
計
学
の
対
象
を
統
計
方
法
と
す
る
対
象
規
定
で
は
、

統
計
学
は
そ
の
具
体
的
社
会

経
済
的
内
容
と
そ
の
実
際
的
意
義
を
失
な
う
。
も
っ
と
惑
い
こ
と
に
は
、

こ
の
理
論
家
達
は
普
遍
主
義
に
夢
中
に
な
り
、

そ
の
方
法
は
数

る字
にに

歪(よ
るとつ
〔て

翌の
(み
三規
二二 ぞ宇

き E
1 れ
ごる
ヱZ
と

つ
J 主
よ張
L し
'九た
り

ま
た
、
事
実
上
そ
の
方
法
は
統
計
方
法
か
ら
純
数
理
的
方
法
に
な
っ
て
い
る
と
主
張
す

ド
ゥ
ル
ジ
I
ニ
シ
は
さ
き
に
、
経
済
現
象
が
「
数
字
的
表
現
」
を
与
え
ら
れ
て
も
、

そ
れ
は
や
は
り
経
済
学
の
対
象
と
し
て
と
ど
ま
り
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統
計
学
の
資
産
に
な
ら
な
い
。

と
の
べ
た
。

そ
れ
で
は
、
統
計
資
料
に
よ
る
現
実
の
社
会
科
学
的
分
析
を
実
質
社
会
科
学
の
側
に
引
き
わ

た
し
後
に
、
統
計
学
に
残
る
資
産
は
何
か
。
「
方
法
論
的
に
意
義
の
あ
る
も
の
」
だ
け
で
あ
る
。
ド
ゥ
ル
ジ

i
ニ
ン
に
よ
れ
ば
、
「
統
計
は

国
家
管
理
の
用
具
と
し
て
発
生
し
た
が
、

そ
の
発
展
過
程
に
お
い
て
、
き
わ
め
て
広
範
囲
な
複
雑
化
し
た
と
こ
ろ
の
、
社
会
経
済
現
象
の

数
字
情
報
の
蒐
集
と
加
工
の
学
問
に
転
化

L
た
。
統
計
学
は
、
計
測
器
具
の
使
用
規
則
と
比
べ
て
、
知
識
の
一
定
の
体
系
を
備
え
て
い
る

と
い
う
意
味
で

一
つ
の
事
実
上
の
学
聞
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
知
識
の
体
系
か
ら
ー
統
計
理
論
も
ま
た
生
長
し
た
の
で
あ
る
」
〔
幻
〕
(
一
一
一

九
頁
)
と
い
円
ノ
。

つ
ま
り
ド
ゥ
ル
ジ

I
ニ
シ
に
よ
れ
ば
股
史
的
事
情
か
ら
す
る
も
、

理
論
的
本
質
か
ら
す
る
も
統
計
学
は
統
計
方
法
過
程

と
す
る
。

の
分
析
論
に
と
ど
ま
る
べ
き
で
、
慾
ば
っ
て
経
済
学
の
内
容
を
侵
略
す
べ
ぎ
で
な
い
、

〔
論
点
一
二
〕

統
計
学
H
H
社
会
科
学
方
法
論
説
は
、
統
計
方
法
を
も
っ
て
ひ
そ
か
に
唯
物
弁
証
法
に
お
さ
か
え
る
。

コ
ズ
ロ
フ
は
「
統
計

経
済
学
研
究



統
計
学
E
社
会
科
学
万
法
論
説
の
擁
護

大
橋

の
対
家
と
方
法

φ 
.:0 

あ
る
句
と
す
る

、
正
し
い
と
は
認
め
え
な
い
。

に
よ
必
て
」
〔
m
副
)
で
云
xノ
¥

そ
の
潔
白
は
、

に
よ
っ
て
お
炎
、
か
え
る
こ
と

る
こ
と
に
な
る
ぐ

方
法
は
対
象
の

に
、
そ
れ
自
体
で
存
在
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
か
ら
出
発
し
て
い
る
が
、
実
際

に
よ
っ
て
定
ま
り
、
対
象
の
特
繋
に

が
対
象
と
は

あ
ろ
う
か
ら
。
こ
の
見
地
は

〔
却
〕
〈
問
問
一
良
)
と
。

こ
れ
に
対
し
ド
ゥ
ル
ジ

l
ニ
シ
は
、

「
唯
物
弁
証
法
は
す
べ
て
の

校二

あ
る

そ
れ

の

、
殺
物

弁
註
法
に
誌
づ
く
そ
れ
に
餌
有
な
諸
方
法
な
も
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
方
法

し
て
い
る
。

ゴ
ズ
ロ
ブ
の
よ
う
に
、
統
計
を

と

み

は
対
象
と
は

に
無
関
係
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う
考
え
か
ら
出
発
し
て
い
る
、

と
見
な
す
の
は
全
く
誤

躍
で
あ
ろ
う
に
〔
幻
〕
(
一
一
一
九
一
氏
)
と

可

Q
O

ド
ゥ
ル
ジ
ー
ュ
ン
が
そ
の

と
り
あ
げ
て
い
る
批
判
者
の

は
、
川
以
上
の

あ
る
。
こ
れ
に

し
て
ド
ゥ
ル
ジ

l
ニ
ン
は

- 34ー

に
次
の
ご
と
く
反
批
判
持
す
る
。

の
科
学
、
と
し
て

る
こ
と
は
、
統
計
学
を
解
治
ず
る
傾
向
な
も
た
ら
す
も

の
で
は
け
っ
し
て
な
い
。

の
も
つ

を
解
決
、
ず
る
擦
に
用
い
る

つ
の
子
一
段
と
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
し
も
弱
め
ら
れ
は
し
な
い
。
こ
れ
に

し
て
、
統
計
学
合
独
立
の

の
地
訟
に
無
条
件

lこ

せ
よ
う
と
す

み
は

必
然
的
に

て
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。

グ
統
計
通
報
。

立〉

の

し
て
い
る
統
計
学
の
内
容
に
つ
い
て
の

議
礎
の
解
明
に

こ
し
も
役
に
た
ち
え
な
い
」
〔
政
〕
(
四

と

し
た
。

)
 
l
 
(
 

と
の
問
題
以
日
本
で
は
艇
に
亭
く
、
一
戸
坂
潟
、
科
学
方
法
論
、
一
九
一
…
丸
、
に
よ
っ
て
稔
究
さ
れ
て
い
る
。
々
お
、
ド
ワ
ル
ツ
i

エ
ン
令
含
め
て
符
駿

に
お
け
る
捻
殺
の
捻
惑
の
形
式
主
義
的
綴
向
に
つ
い
て
の
私
見
は
、
紛
稿
「
務
と
裂
の
京
都
中
的
統
計
同
月
削
減
、
一
九
五
…
一
一
六
・
匂
汚
号
、
で

の
べ
火
。



(2) 

ス
ト
ル
ミ
リ
ン
は
統
計
学
と
経
済
学
の
差
異
を
、
前
者
の
よ
り
大
き
い
兵
体
性
に
み
て
い
る
。
つ
ま
り
両
者
の
区
別
を
拍
象
段
階
の
区
別
に
よ
っ
て
い

る
〔
日
〕
(
一
三
ニ
頁
)
。
な
ほ
こ
の
点
は
ス
ト
ル
ミ
リ
ン
他
一
納
「
統
計
学
」
〔
日
〕
に
お
い
て
も
現
わ
れ
る
。

、
オ
報
告
前
の
統
計
学
U
社
会
科
学
方
法
論
説
批
判

統
計
学
H
H
社
会
科
学
方
法
論
説
に
対
す
る
批
判
が
、
前
節
提
示
の
論
点
か
ら
、
深
さ
と
広
さ
に
お
い
て
そ
の
後
ど
れ
だ
け
進
展
し
た
か

こ
れ
が
こ
こ
で
の
問
題
で
あ
る
。
便
宜
上
、
論
点
は
前
節
か
ら
の
通
し
番
号
で
整
理
す
る
。
な
お
、

主
要
と
思
わ
れ
る
批
判
者
の
論
文
を

大
体
に
お
い
て
発
表
順
に
拾
っ
て
ゆ
く
。

ホ
ル
シ
ジ
ー
は
統
計
学
U
普
遍
科
学
説
の
見
地
か
ら
ド
ゥ
ル
ジ

I
ニ
シ
説
に
反
対
す
る
。

そ
の
云
、
っ
と
こ
ろ
は
、

「
統
計
に
よ
っ
て
確

定
さ
れ
た
同
じ
事
実
は
、
社
会
科
学
に
よ
っ
て
も
自
然
科
学
に
よ
っ
て
も
研
究
さ
れ
る
場
合
が
き
わ
め
て
多
い
。

そ
の
同
一
の
事
実
を
、

民
ノqJ
 

あ
る
場
合
に
は
統
計
学
と
呼
び
、
他
の
場
合
に
は
数
学
と
呼
ぶ
の
は
論
理
的
で
な
い
。
し
た
が
っ
て
ド
ゥ
ル
ジ

l
ニ
シ
の
提
案
の
よ
う
に

統
計
を
数
学
と
社
会
科
学
に
分
割
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
と
思
う
。
そ
れ
は
不
可
避
的
に
、
自
然
科
学
に
お
け
る
統
計
の
形
式
・
数
理

的
取
扱
い
と
な
る
か
ら
で
あ
る
」
〔
沼
〕
(
五
九
貫
)
と
。
そ
し
て
ホ
ル
シ
ジ
ー
は
、
社
会
科
学
に
お
け
る
無
対
象
な
統
計
方
法
論
の
内
容

む
し
ろ
冨

E
E
g
m円
安
と
津
田
巴
在
日
向
の
聞
に
ら
る
統
計
学
の
基
本
的
な
中
間

が
ど
う
な
る
か
を
心
配
し
、

「
確
率
論
は
数
学
で
な
く
、

形
態
で
あ
り
、

自
然
に
お
け
る
(
も
ち
ろ
ん
機
械
的
運
動
に
お
け
る
)
事
物
の
必
然
的
な
関
係
に
対
応
し
て
い
る
も
の
だ
ハ
六
O
貰
)
と

主
張
し
て
い
る
。

自
然
科
学
の
領
域
に
お
け
る
統
計
の
形
式
・
数
理
的
取
扱
い
の
検
討
は
、
原
則
と
し
て
自
然
科
学
者
の
問
題
で
あ
る
、
と
私
は
考
え
る
。

わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
統
計
学
の
基
礎
に
確
率
論
を
お
き
う
る
か
密
か
に
つ
い
て
考
え
を
確
定
し
て
お
け
ば
足
り
る
。

は
す
で
に
検
討
ず
み
と
し
て
い
る
か
ら
、
ホ
ル
シ
ジ

1
の
批
判
を
こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
必
要
は
な
い
。

そ
し
て
そ
の
こ
と

経
済
学
研
究



統
計
・
学
日
社
会
科
学
方
法
論
説
の
擁
護

大
橋

ピ
サ
レ
ブ
も
ま
た
ド
ゥ
ル
ジ

l
ニ
ン
が
「
研
究
対
象
の
な
い
科
学
の
概
念
を
構
成
す
る
と
い
う
明
ら
か
に
望
み
の
な
い
努
力
を
試
み
て

い
る
」
〔
お
〕
ハ
六
四
頁
)
と
し
て
い
る
が
、
ラ
ピ
ノ
ピ
ッ
チ
の
同
様
な
批
判
〔
部
〕
ハ
一
一
一
二
三
貝
)
と
共
に
、

〔
論
点
二
〕
と
同
じ
と
考
え
う
る

か
ら
、
改
め
て
と
り
あ
げ
る
必
要
は
な
い
。

こ
こ
で
特
に
と
り
あ
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
チ
エ
ル
メ
シ
ス
キ
ー
の
ド
ゥ
ル
ジ

I
ニ
シ
批
判
〔
但
〕
で
あ
る
。

こ
れ
は
チ
エ
ル
メ
シ
ス

キ
ー
の
「
ソ
同
盟
中
央
統
計
局
統
計
技
術
学
校
用
の
統
計
理
論
に
か
ん
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
」
〔
1
〕
に
対
す
る
ド
ゥ
ル
ジ

I
ニ
ン

の
批
判
の
反
批
判
で
あ
る
。

テ
エ
ル
メ
シ
ス
キ
ー
は
、
統
計
学
の
第
一
の
課
題
は
ソ
同
盟
の
単
一
国
民
経
済
計
算
機
構
と
統
計
観
察
法
の

研
究
で
あ
り
、
第
二
の
課
題
は
統
計
資
料
の
分
析
方
法
の
研
究
で
あ
る
、

と
す
る
。

そ
し
て
ド
ゥ
ル
ジ

l
ニ
ン
が
、
統
計
学
は
そ
れ
自
身

の
対
象
を
も
た
な
い
社
会
科
学
の
特
殊
方
法
論
と
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
。

カ1
ら

同
時
に

「
ド
ゥ
ル
ジ

I
ニ
ン
は
統
計
学
を
方
法
の
科
学
に
転
化
し
な

こ
の
方
法
は
対
象
か
ら
切
り
離
さ
る
べ
き
で
は
な
い
と
言
明
し
て
い
る
。
こ
れ
は
統
計
学
が
、
同
時
に
対
象
を
研
究
す
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る
こ
と
な
し
に
は
、
方
法
論
で
あ
り
え
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
云
い
か
え
れ
ば
、
統
計
学
は
自
己
の
方
法
を
も
っ
と
共
に
自
己
の

対
象
を
も
も
つ
こ
と
を
意
味
す
る
。

し
た
が
っ
て
統
計
学
は
社
会
諸
科
学
の
た
め
の
方
法
で
は
あ
り
え
な
い
、
け
だ
し
そ
の
方
法
は
史
的

唯
物
論
だ
か
ら
で
あ
る
。
統
計
学
は
自
己
の
対
象
を
も
ち
、

っ
て
こ
れ
ら
の
資
料
を
集
め
る
。
統
計
学
は
方
法
の
科
学
で
は
あ
り
え
な
い
、

し
た
が
っ
て
ま
た
自
己
の
資
料
を
も
っ
。
統
計
学
は
統
計
観
察
と
調
査
に
よ

な
ぜ
な
ら
ば
統
計
学
は
方
法
を
そ
れ
自
体
の
た
め
に
研
究

す
る
の
で
は
な
く
、
社
会
諸
現
象
を
分
析
す
る
た
め
に
、
現
実
の
一
定
の
側
面
を
研
究
す
る
た
め
に
方
法
を
研
究
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ

る
」
〔
出
〕
(
八
八
頁
)
と
。

こ
こ
に
〔
論
点
二
・
一
一
己
が
表
明
さ
れ
て
い
る
が
、

チ
エ
ル
メ
ン
ス
キ
ー
の
見
地
自
体
が
、

わ
れ
わ
れ
の
概
念
を
も
っ
て
す
れ
ば
統
計

学

1
社
会
科
学
方
法
論
の
見
地
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
統
計
方
法
が
そ
の
適
用
対
象
(
社
会
集
団
)
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
い
う
正
し
い

命
題
を
強
調
し
、
方
法
が
問
題
と
な
る
実
践
的
動
機
を
指
摘
し
て
い
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。



〔払珊古川四〕

統
計
学
U

社
会
科
学
方
法
論
説
は
統
計
資
料
を
含
み
え
な
い
。

チ
エ
ル
メ
ジ
ス
キ
ー
は
「
統
計
学
を
社
会
科
学
の
方
法
で

あ
る
と
す
る
考
え
方
は
、
統
計
学
が
自
分
自
身
の
資
料
、
自
分
自
身
の
(
統
計
的
)
事
実
を
も
つ
こ
と
の
否
定
で
あ
る
」
〔
剖
〕
(
八
七
頁
)

と
し
て
い
る
。
統
計
資
料
を
統
計
学
に
お
い
て
い
か
に
位
置
づ
け
る
か
は
論
者
の
統
計
学
観
の
性
格
を
決
定
す
る
も
の
と
云
い
う
る
。

チ

エ
ル
メ
シ
ス
キ
ー
は
次
の
ご
と
く
主
張
す
る
。

「
統
計
資
料
は
統
計
学
の
資
料
で
あ
る
。
も
し
統
計
学
が
方
法
論
に
す
ぎ
な
い
と
す
れ
ば

統
計
学
は

ρ
そ
の
対
応
す
る
統
計
資
料
u

を
提
供
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
ら
ば
こ
の

H

対
応
す
る
統
計
資
料
d

は
い
か
な
る
科
学

に
帰
属
さ
す
べ
き
か
?
・
も
し
統
計
学
さ
え
そ
の
作
成
・
加
工
を
拒
否
す
る
と
せ
ば
、
他
の
社
会
科
学
が
拒
否
し
う
る
の
は
当
然
で
あ
る
」

〔
鎚
〕
(
九
O
頁
)
と
い
う
。

チ
エ
ル
メ
シ
ス
キ
ー
は
統
計
結
果
た
る
統
計
資
料
を
統
計
学
の
中
核
に
据
え
る
こ
と
を
主
張
す
る
。

そ
し
て
統
計
学
を
ま
さ
に
「
統
計

資
料
に
よ
っ
て
社
会
現
象
を
研
究
す
る
学
問
」
と
し
℃
い
る
。

(
チ
エ
ル
メ
シ
ス
キ
ー
の
統
計
学
の
特
質
規
定
は
次
の
〔
論
点
五
〕
の
項

- 37-

で
示
す
。
〉
こ
れ
は
チ
エ
ル
メ
ン
ス
キ
ー
を
は
じ
め
と
し
、
中
央
統
計
局
の
著
者
集
団
に
認
め
ら
れ
る
一
般
的
傾
向
で
あ
る
。
た
と
え
ば

中
央
統
計
局
著
者
集
団
(
パ
ス
ト
リ
コ
パ

P
Z・
編
)
の
「
統
計
理
論
」
〔
釘
〕
は
初
版
も
再
版
も
そ
の
ま
え
が
ぎ
で
、

(

a

)

統
計
資

料
の
実
践
的
意
義
、

(

b

)

ソ
同
盟
に
お
け
る
統
計
資
料
の
公
表
、

(

C

)

科
学
的
に
組
織
さ
れ
た
系
統
的
な
調
査
、

(

d

)

資
本
主
義
社
会
で

の
統
計
資
料
の
意
義
と
役
割

(ω
ブ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
に
と
り
、

ω強
占
資
本
に
と
り
、

て
、
資
本
主
義
社
会
で
も
統
計
資
料
の
意
義
は
大
き
い
が
、

ω労
働
者
階
級
に
と
り
、
)
を
の
ベ
、
結
論
と
し

社
会
主
義
社
会
に
お
い
て
は
じ
め
て
全
面
的
発
展
の
条
件
が
作
ら
れ
る
〔
釘
〕

(詔
-
a
l
d
と
し
て
い
る
。
統
計
資
料
を
統
計
概
念
の
中
核
に
据
え
て
統
計
学
日
実
質
社
会
科
学
論
を
支
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

な
お
、
チ
エ
ル
メ
シ
ス
キ
ー
の
考
え
も
同
様
で
あ
る
が
、
中
央
統
計
局
著
者
集
団
の
「
統
計
理
論
」
は
次
の
ご
と
く
の
べ
て
い
る
。

「
十
分
な
科
学
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
統
計
資
料
の
創
造
の
も
っ
と
も
重
要
な
条
件
は
、

統
計
的
研
究
の
正
し
い
組
織
で
あ
る
」
〔
釘
〕

(∞
-E)
と。

つ
ま
り
、
統
計
局
自
体
が
科
学
研
究
機
関
で
あ
り
、
統
計
調
査
活
動
は
科
学
的
研
究
活
動
(
経
済
活
動
や
行
政
活
動
と
異
な

経
済
学
研
究



統
計
学
H
社
会
科
学
方
法
論
説
の
擁
護

大
橋

る
認
識
活
動
)
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
資
本
主
義
諮
問
に
お
け
る
統
計
局
の
活
動
目
的
は
専
ら
行
政
目
的
に
あ
る
に
対
し
、

ソ
同
盟
で
は

そ
れ
が
科
学
目
的
に
従
属
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
中
央
統
計
局
と
そ
の
機
構
は
、

、.、.、.

た
独
立
の
科
学
研
究
機
関
・
機
構
で
あ
る
、
と
の
こ
の
芳
え
に
は
注
目
を
要
し
よ
う
。
そ
し
て
そ
の
「
統
計
資
料
」
は
、

査
研
究
結
果
H
統
計
結
果
た
る
と
共
に
、
進
ん
だ
研
究
の
た
め
の
研
究
資
料
な
の
で
あ
る
。
統
計
学
日
社
会
科
学
方
法
論
は
、

な
「
統
計
資
料
」
を
含
み
え
な
い
、

「
統
計
理
論
」
と
「
統
計
実
務
」
を
体
現
し

そ
の
科
学
的
調

こ
の
重
要

と
チ
エ
ル
メ
ン
ス
キ
ー
は
主
張
す
る
。

〔
払
制
点
五
〕

統
計
学

1
社
会
科
学
方
法
論
説
は
現
実
の
分
析
に
当
り
え
な
い
。

チ
エ
ル
メ
ン
ス
キ
ー
に
よ
れ
ば
、

「
方
法
の
科
学
は
い

か
な
る
仕
方
で
種
々
の
時
期
、
種
々
の
国
土
に
お
け
る
事
実
分
析
に
た
ず
さ
わ
る
だ
ろ
う
か
。
方
法
論
は
事
実
分
析
に
た
ず
さ
わ
り
え
な

い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
事
実
分
析
に
た
ず
さ
わ
り
う
る
も
の
は
言
葉
の
本
来
の
意
味
の
科
学
、
す
な
わ
ち
、
自
己
の
対
象
と
自
己
の
方

法
を
も
っ
科
学
の
み
で
あ
る
。
統
計
学
は
こ
の
よ
う
な
科
学
で
あ
る
。
こ
れ
が
統
計
学
の
第
一
の
特
賀
で
あ
り
、
経
済
学
と
の
第
一
の
ち

が
い
で
あ
っ
て
、
統
計
学
の
本
質
は
、
経
済
学
に
基
づ
き
、
種
々
の
時
期
、
種
々
の
国
に
お
け
る
所
与
の
経
済
現
象
を
分
析
す
る
点
に
あ

- 38ー

る
」
〔
剖
〕
(
九
一
頁
)
と
主
張
す
る
。

そ
し
て
統
計
学
の
第
二
の
特
質
代
、
現
実
分
析
の
最
も
重
要
な
形
式
の
一
つ
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
現
象
の
標
識
の
決
定
と
研
究
で
る
つ

て
、
本
質
的
な
標
識
を
選
定
し
そ
れ
を
表
現
す
る
た
め
対
応
す
る
指
標
を
定
め
る
こ
と
で
あ
る
。
第
三
の
特
質
は
、
任
意
の
数
列
や
指
標

を
提
供
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
諸
現
象
の
実
際
の
型
に
、
つ
ま
り
経
済
的
諸
現
象
の
裂
の
形
態
に
表
現
を
与
え
ね
ば
な
ら
ぬ
と

い
う
点
に
あ
る
。
第
四
の
特
質
は
、
経
済
過
程
が
そ
れ
を
通
じ
て
実
現
さ
れ
る
い
ろ
い
ろ
な
諸
形
態
も
研
究
す
る
点
に
あ
り
、
第
五
の
特

質
は
、
経
済
学
の
対
象
よ
り
広
く
、
若
千
の
上
部
構
造
の
問
題
の
研
究
を
も
含
む
点
に
あ
る
。
問
題
の
統
計
的
研
究
は
さ
ら
に
進
ん
で
全

面
的
な
分
析
に
よ
っ
て
定
立
さ
れ
た
社
会
・
経
済
諸
関
係
の
数
字
的
措
写
に
発
展
す
る
〔
出
〕
(
九
一

l
九
四
頁
)
と
っ

以
上
が
チ
エ
ル
メ
シ
ス
キ
ー
の
統
計
学
の
特
質
規
定
で
あ
る
が
、

わ
れ
わ
れ
の
概
念
を
も
っ
て
せ
ば
、
統
計
学
U
社
会
科
学
方
法
論
の



に
ほ
か
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
も
ま
た
、

は
成
立
し

な
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
略
ノ
エ
ル
メ
ン
ス
キ
ー
の
反
論
段
、

の
鈍
か
ら
の

の

構
造
分
析
・

に
と
ち
こ
め
る
ド
ゥ
ル
ジ
ー
ュ
ジ
や
プ
ロ
リ
V
ュ

コ
に
対
す
る
批
判
と
し
て

を
も
お
う
る
。

し
か
し

の

〈
社
会
築
山
間
〉

-w量
一
読
す
る
こ
と
は

せ
ね
ば
な
ら
ね
こ
と

し
な
し、

と
私

る。

ブ

は

t主

に
お
け

る
思
想
に
根
ざ
じ
て
い
る
。

コ
ズ
ロ

の
問
問
題
に
つ
い

〔
鈎
〕
に
お
い
て
ド
ゥ
ル
ル
ジ

i
ユ
γ
を
政
批
判
す
る
。

ド
ゥ
ル
ジ

1
ニ
シ
は
そ
の

文
で

っ
た
構
想
か
ら
の
が
れ
る
唯
}
つ
の

lくt

ハ
客
観
的
一
現
実
の
合
法
副
知
性
を
磁
定
す

の
〉
の
地
位
に
無
条
件
に
昇
格
さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み

と
み
な
す
こ
と
で
あ
る
」
〔
況
〕
。

の
研
究
に
当
っ
て

科
学
が
照
い
る
方

の
科

し
た
の
で
あ
っ
た
。

コ
ズ
ロ
フ
は
こ
れ
を
引
用
し
て
公

- 39 

フ

「
ド
ゥ
ル
ジ

l

〉ノ

は

の
方
法
の
問
題
に
お
い
て

主
張
し
て
い
る
。
彼
は
統
計
合
方
法
と
公
い

に
そ

の

認
す
る
。

か
く
し
て
彼

の

の
し
容
続
的
性
絡
な
も
答
認
す
る
ο
:
:
:
科
俗
的
方
法
は
そ
の

の

み
還
元
ざ
る
べ

な
い
。
:
:
:
レ
;
ニ
シ
は

Q

認
識
郁
位
打

そ
し
て

必
ぬ
?
:
:
:
不
可
知
議

!
u
と

い

て
い
る
で
は
な
い
か
。
ド
ゥ
ル
ジ
ー
ニ
ジ
の
こ
の
沼
慌
梁

之
、
ミ

チ
ん
し
カ

べ
き
で
あ
る
。
な
お
こ
の
提
案
は
、
役

e 

、
質
的
側
部

つ
い
た

は
他
の

て
い
る
こ
と
か
ら
J

し
て

る
ベ
品
C

で

を
研
究
し
て
い
る
こ
と
は

コ
ズ
ロ
フ
は
ド
ク
ル
グ

l
ニ
ン
の

の

の

の
対
象
え
な
り
え
な
い

な
ら
そ
れ
は
つ
ま
り

経
淡
学
研
究



統
計
学
日
社
会
科
学
方
法
論
説
の
擁
護

大
橋

は
、
対
象
の
質
的
規
定
性
と
量
的
規
定
性
の
不
可
分
の
統
一
と
い
う
弁
証
法
的
唯
物
論
の
基
本
命
題
に
矛
盾
す
る
か
ら
で
あ
る
」
〔
幻
〕

(一二
O
頁
)
と
い
ふ
主
張
に
反
対
し

こ
の
よ
う
な
根
拠
に
立
つ
な
ら
「
数
学
」
も
認
め
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
け
だ
し
数
学
は
対
象
か
ら

具
体
性
と
質
的
規
定
性
を
捨
象
し
て
、
対
象
の
空
間
的
諸
形
態
と
量
的
諸
関
係
の
研
究
に
た
ヴ
さ
わ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
、

と
し
て
い

る。

コ
ズ
ロ
フ
に
よ
れ
ば
、

ド
ヲ
ル
ジ

l
ニ
シ
が
統
計
学
を
独
立
科
学
に
昇
格
さ
せ
る
こ
と
を
拒
否
す
る
基
礎
と
な
っ
て
い
る
思
想
は
、

社
会
生
活
の
客
観
的
合
法
則
性
を
否
認
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
統
計
家
の
思
想
で
あ
る
と
す
る
。

そ
れ
は
、
社
会
は
自
然
と
同
じ
く
偶
然
の
無
秩
序
な
推
積
で
あ
る
と
み
な
し
、
人
間
の
意
識
の
み
が
そ
こ
に
一
定
の
規
則
性
を
持
ち
込

ん
で
そ
れ
を
整
序
し
う
る
と
み
る
思
想
で
あ
る
。
統
計
学
を
自
然
発
生
的
・
偶
然
的
諸
過
程
の
科
学
と
み
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
統
計
家
は
、

内

的
・
客
観
的
合
法
則
性
な
し
で
す
ま
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
の
対
象
・
現
象
の
無
秩
序
な
混
雑
の
中
に
、

人
間
意
識
が
い
わ
ゆ
る
規
則
を

し
か
も
三
な

- 40ー

持
ち
込
む
助
け
と
な
る
用
具
(
手
段
・
操
作
)
に
、
ま
さ
に
こ
の
用
具
に
、
統
計
学
の
役
割
を
割
り
振
る
、

コ
ズ
ロ
フ
に
よ
れ
ば
「
統
計
学
の
対
象
に
つ
い
て
の
こ
の
種
の
見
解
は
根
拠
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、

と
コ
ズ
ロ
ス
は
み
る
。

お
二
、
一
二
の
ソ
グ
ェ
ト
統
計
家
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て
い
る
。

ま
さ
に
ド
ゥ
ル
ジ

l
ニ
シ
も
ま
た
こ
の
よ
う
な
根
拠
に
基
づ
い
て
、
統
計

学
を
独
立
科
学
に
昇
格
さ
せ
る
こ
と
を
拒
否
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
実
に
存
在
し
も
し
な
い
架
空
の
抽
象
的
な
H

統
計
的
合
法
則
性
d

な
る
も
の
に
迷
わ
さ
れ
て
、
彼
は
事
実
を
否
認
し
、
統
計
学
は
客
観
的
現
実
性
を
研
究
す
る
と
こ
ろ
の
独
立
の
科
学
で
は
な
い
、

と
い
う

誤
っ
た
結
論
に
達
し
た
」
〔
鈎
〕
(
∞
・
血
∞
〉
と
す
る
。

つ
ま
り
ド
ゥ
ル
ジ

l
ニ
シ
は
、

ω客
観
的
合
法
則
性
を
予
め
実
質
科
学
(
経
済
学
)

の
側
に
移
し
て
お
き
、
ゆ
同
一
の
対
象
に
つ
い
て
幾
つ
も
の
科
学
が
成
立
す
る
こ
と
は
な
い
と
し
、

ゆ
現
実
に
存
在
し
も
し
な
い
架
空
の

抽
象
的
H

統
計
的
合
法
則
性
μ

な
る
も
の
を
押
し
立
て
、

ωこ
の
架
空
の
H

統
計
的
合
法
則
性
d

と
社
会
諸
科
学
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
る

H

方
法
の
科
学
。
を
間
じ
比
重
で
二
者
択
一
の
関
係
に
お
き
、

同
架
空
の
統
計
的
合
法
則
性
を
否
認
す
る
と
み
せ
か
け
「
方
法
の
科
学
」

を
承
認
し
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
独
立
の
実
質
社
会
科
学
と
し
て
の
統
計
学
を
否
認
し
去
る
。

コ
ズ
ロ
フ
は
か
く
の
ご
と
き
も
の
と
し
て



ド
ゥ
ル
ジ

I
ニ
シ
の
思
想
と
論
理
の
カ
ラ
ク
リ
を
指
摘
す
る
。

こ
の
コ
ズ
ロ
フ
の
ド
ゥ
ル
ジ
l
ニ
シ
批
判
は
、
統
計
学
日
社
会
科
学
方
法
論
説
を
統
計
学

1
普
遍
科
学
説
の
変
型
と
み
る
〔
論
点
一
〕

の
内
容
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

コ
ズ
ロ
フ
は
論
敵
を
結
局
は
、
社
会
生
活
の
合
法
則
性
と
は
別
個
の
「
統
計
的
合
法
則
性
」

の
承
認
・
否
認

へ
追
い
つ
め
て
行
く
法
論
を
と
っ
て
い
る
。
オ
ス
ト
ロ
ワ
モ
フ
は
ス
ト
ル
ヲ
ミ
リ
シ
を
カ
ワ
ブ
マ
ン
説
へ
追
い
込
み
〔
路
〕
(
∞
∞
-
S
!お)、

V
ヲ
リ
ギ
ン
は
ド
ゥ
ル
ジ

1
ニ
γ
を
「
統
計
学
死
滅
の
理
論
」
へ
追
い
込
む
〔
お
〕

(ω
・
品
∞
)
が
、
こ
れ
ら
は
何
れ
も
コ
ズ
ロ
フ
以
下
の

単
純
な
〔
論
点
一
〕
裂
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

〔
払
酬
占
小
包
〕

統
計
学
リ
社
会
科
学
方
法
論
は
未
決
な
問
題
を
議
題
か
ら
外
し
て
い
る
。

-X
グ
V
エ
シ
ゴ
は
方
法
論
説
は
未
解
決
な
問
題

を
廻
避
す
る
も
の
だ
と
い
う
。

オ
グ
V
エ
シ
コ
の
い
う
未
解
決
な
問
題
と
は
彼
に
よ
れ
ば
、

「
も
し
統
計
学
に
研
究
対
象
が
な
い
と
し
た

ら
、
そ
れ
に
定
義
を
与
え
る
こ
と
も
、

そ
の
特
殊
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
、

そ
れ
と
他
の
科
学
の
研
究
客
体
と
を
限
界
づ
け
る
こ
と

一-41ーー

も
、
す
べ
て
い
ら
な
く
な
る
わ
け
だ
」
〔
担
〕
(
一
四
七
頁
〉
と
。

こ
の
よ
う
な
一
般
的
命
題
を
前
置
き
す
る
こ
と
は
、
問
題
点
を
見
あ
や

ま
ら
す
お
そ
れ
が
あ
る
が
、

オ
ヴ

ν
エ
シ
コ
の
い
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
先
づ
第
一
に
、
方
法
論
で
は
「
統
計
指
標
の
本
質
」
に
つ
い

て
の
問
題
が
除
か
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

オ
グ
ジ
エ
ジ
ゴ
は
次
の
ご
と
く
云
う
。

「
ド
ゥ
ル
ジ

I
ニ
シ
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
統
計
学
に
つ
い
て
は
指
標
計
算
の
仕
方
・
操
作
だ
け

が
問
題
で
あ
り

こ
れ
ら
の
指
標
が
何
を
表
現
し
て
い
る
か
、
現
実
に
ど
ん
な
内
容
が
そ
れ
に
対
応
し
て
い
る
か
、

そ
れ
を
客
観
的
に
算

出
し
て
い
る
か
ど
う
か

と
い
っ
た
こ
と
は
解
明
し
な
い
」
〔
担
〕
ハ
一
四
七
真
)
と
。

つ
ま
り
対
象
規
定
を
捨
象
し
た
統
計
方
法
過
程
そ

れ
自
体
の
形
式
的
規
定
だ
け
で
は
、
指
標
計
算
の
仕
方
・
操
作
だ
け
で
は
、
統
計
結
果
の
現
実
反
映
の
正
確
性
と
信
頼
性
の
吟
味
批
判
の

基
準
が
与
え
ら
れ
な
い

と
い
う
の
で
あ
る
。
全
く
オ
グ

ν
エ
シ
コ
の
云
う
と
お
り
で
あ
る
と
私
も
考
え
る
が
、
対
象
規
定
の
方
法
規
定

に
お
け
る
規
定
性
の
問
題
こ
そ
、

ま
さ
に
統
計
方
法
の
基
礎
論
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。

経
済
学
研
究



統
計
学
H
社
会
科
学
方
法
論
説
の
擁
護

大
橋

オ
ヴ
シ

ν
エ
ゴ
が
心
配
す
る
点
は
、
統
計
学
が
社
会
諸
科
学
に
よ
っ
て
使
わ
れ
る
単
な
る
方
法
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

ま
り
特
別
の
科
学
部
門
と
し
て
存
存
し
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
「
統
計
実
践
と
げ
の
必
要
に
対
し
て
誰
が
科
学
的
に
奉
仕
す
る
か
、
誰
が

そ
の
経
験
を
一
般
化
し
、
そ
の
前
途
を
科
学
的
に
明
示
す
る
か
?
・

第
二
に
、

つ

経
済
学
も
そ
の
他
の
社
会
科
学
も
、
統
計
的
実
践
の
具
体
的
な
特
殊

な
諮
問
題
を
解
決
す
る
の
は
そ
の
任
務
で
な
く
、
各
自
の
任
務
を
も
っ
て
い
る
」
〔
詔
〕
(
一
五
二
頁
)
と
。

そ
し
て
オ
ヴ

ν
エ
シ
コ
は

統
計
指
様
で
あ
る
」
(
一
五
一
一
一
頁
〕
と
し
、

り
、
総
計
で
お
る
と
同
時
に
、

「
統
計
学
の
課
題
は
、
実
践
的
な
統
計
活
動
を
一
般
化
す
る
点
に
あ
る
。
:
・
そ
し
て
実
践
活
動
の
第
一
の
直
接
の
結
果
は
、
統
計
数
字
、

認
識
の
結
果
で
あ

ま
た

「
統
計
学
の
概
念
は
、

科
学
の
概
念
一
般
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

そ
れ
は
今
後
の
認
識
、
科
学
の
前
進
の
た
め
の
用
具
と
し
て
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。
多
く
の
論
者
が
こ
の

こ
と
を
理
解
し
て
い
な
い
」
(
一
五
五
頁
)
と
い
う
。

オ
グ
ジ
エ
シ
コ
は
、

ド
ゥ
ル
ジ

l
ニ
シ
が
統
計
学
の
研
究
対
象
の
存
存
を
否
定
す
る
場
合
、

「
幾
つ
か
の
科
学
が

同
一
の
客
体
を
研

- 42ー

究
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

と
い
う
誤
っ
た
見
解
か
ら
出
発
し
て
い
る
」
ハ
一
五
八
頁
)
と
云
う
。

そ
し
て
オ
グ

vv
エ
シ
コ
は
間
一
の
対
象

で
も
、
異
な
る
側
面
を
異
な
っ
た
仕
方
で
研
究
す
る
他
の
科
学
が
あ
り
う
る
と
す
る
。
結
局
そ
の
い
う
と
こ
ろ
は
、

「
統
計
学
は
社
会
生

活
現
象
・
過
程
の
数
字
的
解
明
を
与
え
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
「
数
字
的
解
明
」

の
意
味
で
あ
る
が
、

オ
グ

ν
エ
ン
コ
に
よ
れ
ば
、

「
ド
ゥ
ル
ジ

1
ニ
シ
は
統
計
学
の
も
っ
と
も
本
質
的
な
特
質

の
一
つ
を
み
て
い
な
い
の
だ
。

そ
れ
は
統
計
学
に
は
、
抽
象
的
な
数
は
な
く
、
数
一
般
の
概
念
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
統
計
数
値

は
つ
ね
に
、
具
体
的
で
あ
り
、

一
定
の
質
と
結
び
つ
い
て
い
る
」
(
一
五
九
頁
)
と
し
、
統
計
指
標
の
質
的
内
容
を
強
調
す
る
。
以
上
要
す

オ
グ
ジ
エ
シ
コ
自
身
が
、
わ
れ
わ
れ
の

る
に
内
容
的
に
は
既
に
出
た
論
点
の
く
り
か
え
し
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
こ
と
は
、

概
念
を
も
っ
て
す
れ
ば

統
計
学

1
社
会
科
学
方
結
論
の
見
地
に
立
つ
て
発
言
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ド
ヲ
ル
ジ

l
ニ
シ
批
判
は
こ
の
ほ
か

た
と
え
ば
ニ

l

v
チ
イ
「
統
計
学
の
対
象
と
方
法
の
問
題
に
よ
せ
て
」
〔
出
〕
ハ

m
・
8
)
た
ど



に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
が
、

い
づ
れ
も
既
出
の

に
隠
し
う
る
。

よ
っ
て

誌
こ
れ
で
打
ち
切
る
。

回
、
ブ
ロ
シ
ユ
コ
の
晃
解
と
私
見
の
饗
約

るム閉山は、

な
お
プ
ロ
U
V

ユ
ゴ
の
見
解

お
く
の
が

あ
る
。
け
だ
し
プ
ロ

ν
ユ
字
も
ま

の
翠

会
一
主
張
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
論
文

し
て
い
る
ο

役
に
よ
れ
ば
統

2こ

義
す
る
の
が
正
し
い
と
主

の

い
て
」

に
お
い
て
、
統
計

「
統
計
的
計
算
の

対
象
は
、
社
会
約
労
儀
の
特
別
加
の

し
て
分
離
独
立
し
た
統
計
的
計
算
通
経
H
H
社
会
認
識
を
目
的
と
す
る
入
院
の
組
織
的
活
動
議
程

(
わ
れ
わ
れ
の

っ
て
す
れ
ば
、

の
人
的
・
物
的
側
面
)
で
あ
る
と

ラ-

'-

は
ぺ
つ
だ
ん
新
し
い
も
の

晴子岡崎、、。

マチ
h
L

し
か
し
こ
の

か
ら
の
統
計
学
日
実
費
社
会
科
学
説
批
判
刊
は
、

ド
ゥ
ル
ジ

1
ユ
シ
批
判
に
対
す
る
反
批
判
と
し
て
の
意
味
合
}

も
ち
う
る
も
の
と
思
う
。

よ
っ
て
以
下
に
そ
の
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彼
に
よ
れ

競
争
過
程
で
統
計
学
の
対
象
に
つ
い
て
の

L念

〕
つ
ら
ら
わ
れ
た
と
い
う
。

て〉

は

、
そ
れ

は
、
自
然
現
象
と
社
会
現
畿
の
多
く
の
も
の
に
み
ら
れ

に
し
て
い
る
‘
も
の
で

トま

運
動
形
態
、

そ
の
藷

だ
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
ピ
サ
レ
ブ
、

、
糸
ム
チ
ノ
ブ
、

あ
る
が
m
で
は
ス
ト
ル
ミ
ヨ
シ

れ

る
と
い
う
。
プ
U
U
V

ユ
コ
は
こ
れ

統
計
学
の
基
礎
念
大
数
法
制
問
と
織
率
議

め

の
現
代
的
変
抱

ぬ
と
み
る
〔
引
出
ハ
mw
・朗自)

一〕。

も
う
一
つ
の
一
見
解
は
、

の

の
合
法
則
性
と
す
る
克
解
マ
あ
る
。
プ
ロ

vv
ユ
コ
に
よ
れ
ば
、
統
計
学
の
対
象

と
し
て
社
会
な
部
留
に
お
し

脳
部
持
し
て
か
な
ら
ず
解
決
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
問
問
題
が
あ
る
と
す
る
。
そ
れ
は
、

と

史
的
唯
物
論

そ
の
他

と
の
区
間
部
合
例
経
に
も
と
め
る
か
の
問
題
で
あ
る
Q

こ
の
問
題
で

こ
の

二
つ
の
グ

経
済
学
研
究



統
計
学
uu
社
会
科
学
方
法
論
説
の
後
議

大
橋

ル
ー
プ
に
わ
か
れ
る
と
い
う
。

二
々
は

の
離
に
露
出
加

る
グ
ル
ー
プ

七
あ
り
、
他
方
は
対

象
の
総
会
』
蟹
と
撃
に
わ
け
〈
露
関

ド
ミ
ト
リ
J

ザ
ム
ブ
、
デ
ブ
ネ
ル
、
ソ
;
ポ
リ
、

φ

め
る
立
で
は
オ
ス
ト
0

・
ッ
モ
ブ
、
で
↓
め
る
と
し
(
既
に
み
た
ご
と
く
オ
グ
ジ
エ
シ
コ
も
当
然

に
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
は
い
る

i
i
l筆
者
〉
、
後
者
の
代
表
者
は
ゴ
ズ
ロ
ブ
で
あ
る
、
と
い
う
。

め
る
グ
ル
ー
プ

で
あ
戸
る
。

る
も
の
は
チ
エ
ル
メ
シ
ス
今
}

の
見
閥
解
に
対
十
J

る
グ
ロ

vv
ユ
ゴ
の
批
判
か
ら
み
る
。
プ
ロ

ν
ユ
ゴ
は
先
づ
叫
ノ
エ
ル
メ
ン
ス
キ
ー
の
「
ソ

の

論
プ
ロ
グ
ラ
ム

〔1
〕
に
お
い
て
与
え
ら
れ

の

に
つ
い
て
の

と
り
あ
げ
る
。
そ
の
定
義

は
「
統
計
学

!
l社
会
科
学

i
ー
は
、
社
会
・
総
務
現
象
と
過
程
、

そ
れ
ら
の

お
よ
び
形
態
を
窃
究
し
、

そ
れ
ら
を
数
字
資
料
て

い
や
。
そ
の

の
全
一
則
的
分
析
に
捺
，
つ
い
て
、
所
定
の
ら
れ
加
工
さ
れ
る
い
〔
1
〕
〈
予
思
と

、
，
、
.
，
、
.
、
，
、
.
、
.
、
，
、
P

、.. 

、.

と
龍
一
の
対
象
を
、
別
機
に
研
究
す
る
と
い
う
こ
と
で
為
っ
て
、
区
別
を
対
象
傑

で

し
て
い
る
。
こ
れ

純一

め
て
い
る
の
で
は
な
く

め
て
い
る

と
ん
1
J
V
G

。

プ
ロ

V
ユ
コ
に
よ
れ
ば

の
独
立
性
に
義
づ
く
も
の
で
ら
り

":i 
Tこ

の

は
研
究
対
象
自
体
の

?こ
え1

ざ
し
て
い
る
と

-
同
一
法
州
出
に
つ

の
存
立
は
考
え
得
な
い
。
毘

そ
う
だ
と
す
れ
ば
時
一

、，、.‘，、，、，、.、，

学
、
と
統
計
学
が
別
様
に
時
間
究
す
る
と
い
う
こ
と
に
基
づ
い
て

る
権
利
は
な
い

と
し
て
い
る
。

ソ
ー
ボ
ヲ
は

議
の

み
点
、

!
r
e
M
h
e

、

M
U
M

ム

AL7iz

の
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
・

あ
り

こ
れ
ら
の
政
治

吃
あ
る
い
門
口
〕
(

m

戸
時
間
)
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
プ
ロ
ジ
ユ
コ
は
、

ソ
ー
ボ
リ
は

を
中
心
議
題
と
し
て
い
る

。
と
こ
ろ
が

こ
の
ソ

l
ボ

p

チ
エ
ル
メ
ン
ス
ム
吋

1
等
の
グ
ル

l

プ
は

て
押
し

る
こ
と
な
く
、

ら

に
区
別

に
移
っ
て
行
く
と

プ
ロ

vv
ユ
ゴ
は
そ
の
移
行
宏
指
摘
す
る
〔
滋
〕
窃
ふ
♂
。



そ
こ
ぐ

の
グ
ル
ー
プ

は
結
局

二
の
グ
ル
ー
プ

に
合
流
し
て
し
ま
う
0

・第二

グ
ル
ー
プ
は

の
質
と
蚤
の

の

コ
ズ
ロ
フ
に
対
し
、
プ
ロ
リ
V

ユ
コ
は
次
の
ご
と
く
批
判
す
る
。

ユ
ズ
ロ
ブ
の

に
よ
れ
ば

々
の
段
階
に

係
お
よ
び
水

あ
る
」
〔
初
〕
〈
九
頁
)
G

i最

徴
てフ そ
具
体
的
な
数
学
的
な
抑
制
瓦

と
か
に
よ
る
解
明
」
と
か
い
ろ
い
ろ
あ
る

統
計
学
に
例
制
り
振
る

$
め
る
、

間

対
象
の

と
量
的
関
磁
を
、

に
他
方
合
統
計
学
に
割
り
採
る
こ
の

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
外
見
だ
け
で
、
実
は
問
題
は
未
解
決
だ
。

2二

る
こ
と
は
、

そ
れ
は
偽
の

し
そ
の
龍
の

ハ
大
き
さ
〉
に
関
す間
じ
で
あ
っ
て
、

、
社
会
現
象
・
過
程
の

言ど

と
ブ
ワ

V
ユ
コ
は
指
擁
す
る
c

i'c. 

合
一
解
法
し

な
ら
ば

の
対
象
が
社
会
過
仰
視
の

に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
ず
、

ま
た
訴
究
き
れ
な
い
こ
と

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

も

- 45-

る
な
ら
ば
、

ま
な
ぺ
;
乙

E
7
1
w
 

ん
で
い
る
α

社
会

のに
つ
い
て
云
え
ば

い
h

起
す
だ
け
で
充
分
だ
。

し
た
が
っ
て

と
プ
ロ

V
ユ
コ
は
い
w

フ。

に
お
し
出
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ

な
り
え
な
い
〔
滋
〕
ハ
伊

m
d

そ
れ
た
区
別
す

と
こ
ろ
が
経
済
学
は

の
法
則
自
体
が

必
要
要
件
、
と
し
て

つ
り
あ
い
の
と
れ
た

つ
い
て
云
え
ば
、
平
海
利
潤
率
の
法
問
問
を

の
法
問
則
合

で
は
社
会
生
活
の

が
、
特
別
加
の
社
会
科
学

i
統
計
学
の
対
象
と
は

取
の
意
味
で
あ
る
な
ら
ば
、

対
象
の
物
的
中
小
賞
、
な
あ
ら
わ
し
て
い
る
法
則
と
は
ち
が
っ

、
よ
馬
町
ノ
ヂ
P
0

7
1
t
 
と
こ
ろ
が
コ
ズ
ロ
フ

に
諮
問
に
押
し
出
す
か
ら
に

し
量
的
側
面

経
淡
学
研
究

の
対
象
と
し
て
社
会
議
程
のの
合
法
剣
憶
に

こ
の
よ
う
な
「
統
計
的
」

し
カミ

が
し
た
が
、
つ
と
い

に
お
い
て
で
2
V

め
る

る
見
解
に
い
く
ど
も
反
対
し
て
き
た
。

と
、
そ
の
震
か
ら
の

大
数
法
制
問
に
議
づ
く
対
象
の

「
独
立
性
」
と
い



統
計
学
H
社
会
科
学
方
法
論
説
の
擁
護

大
橋

ふ
命
題
が
保
持
さ
れ
て
い
ね
ば
な
ら
ね
筈
で
あ
る
。

つ
ま
り
大
数
法
則
が
秘
め
ら
れ
た
形
で
統
計
学
の
定
義
の
底
に
お
か
れ
て
い
る
、

と

プ
ロ

ν
ユ
コ
は
指
摘
す
る

G
・聞の。

プ
ロ

ν
ユ
コ
に
よ
れ
ば
、

コ
ズ
ロ
フ
等
の
考
え
は
結
局
に
お
い
て

「
統
計
的
」
合
法
則
性
を
認
め
る
考
え
方
の
裏
が
え
し
に
過
ぎ
ぬ

も
の
と
な
る
。
こ
れ
は
統
計
学
の
問
題
全
般
の
解
決
に
当
っ
て
重
大
な
あ
や
ま
り
を
伴
な
う
。
プ
ロ

ν
ユ
ゴ
に
よ
れ
ば
、

「
統
計
学
の
基

本
的
課
題
は
、
統
計
分
析
法
論
の
検
討
で
あ
る
。

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
〔
剖
〕

S
-
g
)
が

そ
れ
は
統
計
的
計
算
資
料
の
信
頼
性
を
確
保
し
、
科
学
的
有
意
義
性
を
保
証
す
る
も
の

コ
ズ
ロ
フ
等
の
見
解
は
、

こ
の
課
題
の
重
要
性
を
見
う
し
な
い

統
計
学
に
よ
っ
て
経
済
学

を
代
行
せ
し
め
、
統
計
学
に
と
っ
て
力
量
不
相
応
な
「
歴
史
的
に
具
体
的
な
社
会
現
象
過
程
の
量
的
変
化
」
の
中
に
あ
ら
わ
れ
る
「
社
会

発
展
の
合
法
則
性
」
を
確
定
す
る
〔
却
〕
ハ
七
真
)
と
い
う
課
題
に
す
り
か
え
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、

統
計
学
は
、
他
の
社
会
科
学
の
代

用
品
に
転
化
し
、
独
立
の
存
存
理
由
の
な
い
一
つ
の
経
済
学
に
転
化
す
る
。

か
く
し
て
、
第
二
グ
ル
ー
プ
の
コ
ズ
ロ
フ
等
の
、
統
計
学
の

- 46ー

対
象
規
定
も
失
敗
に
帰
し
て
い
る
〔
紅
〕
包
・
町
∞
)
、

と
プ
ロ

ν
ユ
コ
は
批
判
す
る
。

プ
ロ

vv
ユ
ゴ
に
よ
れ
ば
、
統
計
学
の
対
象
規
定
に
成
功
す
る
要
件
は
、
統
計
(
統
計
的
計
算
)
と
統
計
学
の
概
念
を
理
論
的
に
正
確
に

定
義
す
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
こ
れ
は
日
本
に
お
い
て
は
す
ゼ
に
論
じ
っ
く
さ
れ
て
い
る
の
で
特
別
に
紹
介
し
な
い
。
し
た
が

っ
て
以
下
、
プ
ロ
ジ
ユ
コ
の
見
解
を
批
判
し
つ
つ
私
見
を
要
約
す
る
。

× 

〉く

〉く

統
計
と
統
計
学
を
区
別
す
べ
き
は
、

プ
ロ

ν
ユ
ゴ
の
指
摘
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
当
然
で
あ
っ
て
、
学
問
の
領
域
に
外
国
語
の
混
乱
や
常

識
用
語
の
混
乱
を
持
ち
込
む
べ
き
で
は
な
い
。
統
計
の
対
象
と
統
計
学
の
対
象
は
当
然
区
別
す
べ
ぎ
で
あ
る
。
プ
ロ

V
ユ
コ
に
よ
れ
ば
、

" 

統
計
と
は
「
統
計
的
計
算
」
と
規
定
す
べ
き
だ
と
い
う
。
そ
し
て
「
統
計
的
計
算
い
と
は
、
印
研
究
さ
る
べ
き
す
べ
て
の
事
実
を
あ
ま
す

と
こ
ろ
な
く
把
握
す
る
こ
と
、

ω晴
報
蒐
集
だ
け
で
な
く
加
工
を
も
ふ
く
む
、
ゆ
統
計
活
動
の
全
過
程
は
組
織
的
に
統
一
さ
れ
て
い
る
、

弘、



と
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
社
会
過
程
の

そ
の
課
題
と
す
る
人
間
の
組
織
的
鴻
動
で
あ
り
、
統
計
的
計
算
の
対
象
と
し
て
は

社
会
が
前
面
に
出
て
く
る

〕

〈

∞

ω
-
m
w
m
w
i
U
〉
と
し
て
い
る
。

し
か
し

が
何
故
に

か
は
あ
き
ら
か
で
な
い
。

プ
ロ
シ
ユ
ゴ
の

し
て
い
る

ωの

ダ
シで
ノ、'あ
ムる
のが
詣
摘
し
て

い
る
L. 

と

く5

と
れ
は

と
統
計
校
前
的
意
味
、
ど
な
わ
け

ね

ば
な
ら
ぬ
。

の
た
め
の
必
要
条
件
マ
る
る
。

レ

ニ
ン
も
「
関
係
占
め
る
す
べ
て
の
デ
ー
タ

〉

L. 

7う1

そ
れ
は
単
な
る
統
計
校
講
的
意
味
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
な

ぃ
。
統
計
技
術
的
意
味
で
は

「
悉
皆
築
揺
観
察
」

の
悉
皆
憾
の
要
求
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る

プ
ロ
ジ
ユ
コ
の
い
う
「
統
計
的
計

の
悉
皆
性
と

な
く
い
と
い

の

あ
ろ
う
。
統
計
的
計
算
が
め
「
加

を
含
み
、
勝
「
組
織
的

続
こ

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
出
窓
に
す
ぷ
ぜ
な
い
。
ど
に
か
く
プ
ロ
ジ
ユ
コ
の
い
う
蕊
計
的
計
算
と
夜
、

わ
れ
わ
れ
の

な
も
っ
て
L

す
れ
ば

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
問
問
題
は
こ
の

の
内
容
規
定
の
仕
方
に

ブ
ロ
ジ
ユ
コ
に
よ
れ
ば
統
計
学
会
統
計
的
計
算
の
理
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の

こ
と
に
よ
り
、
∞
統
計
方
法
論
、
統
計
的
分
析
の
と
方
法
の

し
て
措
え
る
こ
と
が
で
ぎ
る
、
ゆ
援
史
的
に
形
成
さ
れ
統
計
機
関
*
機
構
、
統
計
活
効
の
組
織

つ
ま
り
統
計
学
は
「
統
計
的
計
算
い
み
い

と
し
う
る
。

と
し
得
、
ゆ
統
計
的
計
算
の

に
お
け
る
実
践
的
活
動
4

の

う
研
究
対
象
を
、

の
寸
ノ
べ
て
の

に
誌
別
さ
れ

の
一
定
の
掛
究
対
嫁
い
と
し
て
も
っ
て
い
る
、

と
プ

ロ
プ iI
ロニL
V コ
ユは
つい
にう
よの
れで
ばあ
、る
ま，f，:

言i-f 31 
を
ハ∞
m
w
-
a
M
l
M
〉。

と

る
の
は
e

「
正
確
な
も
の
と

め
が
た

と
す
る
。
統
計
方
法
で
は
な
く

と

る
の
も
一
つ
の
見
解
で
あ
ろ
う
。

，

込

J

、

L
カ
ー
し
し

に
金
よ
、
内
容
的
に
は

選
程
の
諸
規
定

る
い
は
山
に
お
い

に
過
ぶ
ぜ
な
い
。

の
特
別
加
な
形
態
と
し
て
歴
史
的
に
分
離
独
立
し

経
済
学
研
究



統
計
学
H
社
会
科
学
方
法
論
説
の
擁
護

大
橋

過
程
」
「
歴
史
的
に
特
殊
な
形
態
を
も
つ
に
至
っ
た
人
間
の
実
践
的
活
動
・
機
構
」
と
す
る
考
方
は
、

た
し
か
に
経
済
活
動
や
行
政
活
動

と
は
質
的
に
目
的
を
異
に
す
る
統
計
的
認
識
活
動
を
、
統
計
学
の
独
自
の
対
象
領
域
に
指
定
し
え
た
や
う
に
見
え
る
。

し
か
し
そ
の
活
動

認
識
対
象
側
か
ら
の
規
定
性
を
捨
象
し
た
活
動
形
態
の
み
に
蒼
目
す
る

な
ら
ば
、
方
法
の
技
術
過
程
の
分
析
論
ま
た
は
制
度
論
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
問
題
は
、
統
計
方
法
論
を
こ
の
よ
う
に
活
動
形
態

も
結
局
は
認
識
対
象
の
知
的
反
映
活
動
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
、

払
酬
に
と
ど
め
る
か
、

そ
れ
と
も
、
統
計
方
法
の
基
礎
規
定
と
し
て
の
社
会
集
団
論
か
ら
統
計
ー
方
法
論
を
う
ち
立
て
る
か
、

に
あ
る
。
私
見

に
よ
れ
ば

ド
ゥ
ル
ジ

I
ニ
シ
や
プ
ロ
レ
ユ
コ
の
ご
と
き
規
定
の
仕
方
で
は
前
者
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
考
え
る
。

い
わ
ゆ
る
旧

来
の
ド
イ
ツ
統
計
学
書
は
一
般
に
、
社
会
集
団
論
に
つ
守
つ
い
て
、
集
団
観
察
過
程
を
、

ω統
計
調
査
問

-
E
Eロ
m
(調
査
主
体
、
調
査
機

関
、
調
査
客
体
、
調
査
方
法
、
調
査
菜
、
調
査
票
の
運
用
・
機
関
・
方
法
)
、
問
整
理
加
工
回

g号
巳

E
D
m
(分
類
、

台
長
十
l

、

生
フ
圭
ロ

比
較
、

平

均
、
比
率
、
系
列
、
各
種
の
表
示
法
)
に
わ
か
っ
て
説
く
が
、
社
会
集
団
諭
の
欠
除
し
た
プ
ロ

ν
ユ
コ
の
考
え
方
で
は
、

そ
の
論
理
構
造
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か
ら
当
然
に
、

わ
ず
か
に
こ
の
方
法
の
技
術
・
機
構
を
扱
う
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
ま
い
。

こ
れ
に
対
し
、

同
じ
く
統
計
学
の
対
象
を
「
統
計
方
法
」
と
す
る
見
地
に
立
つ
も
、
統
計
方
法
過
程
を
規
定
す
る
も
の
と
し
て
の
そ
の

内
容
的
契
機
た
る
統
計
方
法
の
成
立
基
盤
日
適
用
対
象
を
重
視
す
る
考
え
方
は
、
統
計
結
果

1
統
計
指
標
・
統
計
数
値
・
統
計
資
料
・
一

円

4
V

般
化
統
計
指
標
ハ
統
計
法
則
)
の
問
題
、
を
統
計
学
の
中
心
課
題
と
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
見
地
を
と
っ
た
と
し
て
も
、
統
計
対
象
た

る
い
わ
ゆ
る
社
会
集
団
過
程
は
、
他
の
実
質
社
会
科
学
の
対
象
に
他
な
ら
な
い
か
ら
、
統
計
学
を
実
質
的
意
味
で
の
独
立
の
社
会
科
学
と

主
張
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
統
計
学
は
、
社
会
科
学
方
法
論
の
従
属
的
な
一
つ
の
特
殊
形
態
と
し
て
位
置
づ
け
る
よ
り
ほ
か
な
い
。

私
は
こ
の
意
味
の
統
計
学
H
H
社
会
科
学
方
法
論
の
見
地
を
と
る
。

× 

× 

〉く

統
計
学
、
統
計
方
法
、
統
計
に
つ
い
て
の
私
見
は
、
最
も
簡
単
に
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。



(l) 

統
計
学
の
研
究
対
象
は
統
計
方
法
で
あ
る
。

(2) 

統
計
方
法
と
は
、
社
会
認
識
の
目
的
の
下
に
、
統
計
対
象
を
統
計
結
果
と
し
て
捉
え
る
過
程
の
方
法
的
諸
規
定
の
特
殊
な
結
合
形

態
で
あ
る
。
統
計
方
法
は
統
計
対
象
と
統
計
目
的
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。

(3) 

統
計
対
象
(
統
計
方
法
の
成
立
基
盤
で
あ
る
統
計
方
法
の
適
用
対
象
)
は
社
会
集
団
の
運
動
過
程
(
社
会
集
団
過
程
ま
た
は
社
会

集
団
現
象
と
略
称
)
で
あ
る
。

統
計
目
的
(
統
計
方
法
の
適
用
目
的
)
は
、
社
会
の
具
体
的
・
数
量
的
認
識
目
的
と
い
う
以
上
に
、

困
難
で
あ
る
。
け
だ
し
、
統
計
主
体
の
お
か
れ
て
い
る
立
場
と
条
件
に
よ
っ
て
そ
の
課
題
は
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。

(4) 

一
般
的
に
規
定
す
る
こ
と
は

統
計
結
果
(
統
計
方
法
の
適
用
結
果
)
は
一
般
に
統
計
と
呼
ば
れ
る
。
統
計
は
そ
の
生
産
過
程
た
る
統
計
方
法
過
程
の
段
階
経
過

に
よ
っ
て
加
工
度
と
性
格
を
異
に
す
る
。
し
か
し
社
会
集
団
過
程
を
数
量
的
に
反
映
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
い
づ
れ
も
統
計
で
あ
る
。

し
か
し
、
統
計
結
果
は
統
計
対
象
を
反
映
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
統
計
対
象
か
ら
独
立
で

(5) 
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統
計
は
社
会
認
識
の
千
段
・
用
具
で
あ
る
。

あ
り
、
統
計
対
象
な
し
に
も
存
在
し
う
る
。

こ
こ
に
統
計
結
果
が
統
計
対
象
と
無
関
係
に
、
単
な
る
数
値
と
し
て
、

ひ
と
り
歩
き
し
う
る

必
然
性
が
あ
り
、
社
公
認
識
を
誤
ら
し
め
う
る
必
然
性
が
あ
る
。

プ
ロ

V
ユ
ゴ
は
コ
ズ
ロ
フ
批
判
に
お
い
て
、
客
観
的
に
存
存
す
る
対
象
ま
た
は
客
体
の
認
識
・
研
究
様
式
が
方
法
と
よ
ば
れ
、
す
べ
て

の
科
学
に
と
っ
て
の
共
通
な
方
法
が
弁
証
法
的
唯
物
論
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

そ
し
て
こ
う
し
た
基
礎
的
・
共
通
的
研
究
様
式
と
研

以
上
の
か
ぎ
り
プ
ロ

V
ユ
コ
の
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
、
と
私
も
単
行

究
手
段
・
用
具
を
混
同
し
て
は
な
ら
ぬ
と
す
る
〔
担
〕
ハ
m
・
2
は

え
る
。
統
計
方
法
は
、
唯
物
弁
証
法
が
「
方
法
」
で
あ
る
と
い
う
意
味
の
「
方
法
」
で
は
な
い
。
統
計
方
法
は
、
断
片
的
な
個
々
の
用
具
・

手
段
・
操
作
の
特
殊
な
結
合
形
態
で
あ
る
。
統
計
方
法
は
す
で
に
諸
手
段
の
特
殊
な
結
合
形
態
を
備
え
る
に
至
つ
て
は
い
る
が
、
史
的
唯

物
論
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、

そ
れ
自
体
が
史
的
唯
物
論
の
床
の
中
に
定
着
さ
れ
て
初
め
て
方
法
的
機
能
を
発
揮
し
う
る
用
具
に
過
ぎ
な

経
済
学
研
究



統
計
学
H
社
会
科
学
方
法
論
説
の
擁
護

大
橋

ぃ
。
統
計
方
法
は
、
研
究
様
式
と
し
て
の
方
法
で
は
な
い
。
こ
の
点
の
確
認
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
、

と
私
は
考
え
る
。

統
計
方
法
は
、

そ
の
構
成
要
素
か
ら
み
る
と
、

(

a

)

概
念
手
段
・
操
作
(
抽
象
方
法
、
論
理
的
方
法
と
も
呼
ば
れ
る
)
、

(

b

)

記
号
子

段
・
操
作
(
計
算
手
段
・
操
作
・
方
法
も
こ
れ
だ
が
、
数
理
解
析
手
段
・
操
作
)
、

れ
る
)
、

(

d

)

実
験
手
段
・
操
作
、
(

e

)

記
述
、
表
示
、
伝
達
の
手
段
・
操
作
、

(

C

)

観
察
手
段
・
操
作
(
集
団
観
察
も
当
然
ふ
く
ま

と
い
っ
た
断
片
的
な
個
々
の
用
具
・
手
段
・
操
作
の
特

殊
な
結
合
形
態
で
あ
る
。
統
計
方
法
に
お
い
て
い
ず
れ
の
手
段
・
操
作
に
中
心
的
役
割
を
認
め
る
か
に
よ
り
、
論
者
の
統
計
方
法
の
性
格

こ
こ
で
は
、

も
異
な
っ
て
く
る
(
観
察
操
作
中
心
の
集
団
観
察
法

l
lド
イ
ツ
系
、

記
号
操
作
中
心
の
統
計
解
析
法

l
l英
米
系
)
が
、

断
片
的
な
手
段
・
操
作
が
特
定
の
結
合
様
式
(
史
的
唯
物
論
、
機
械
的
物
論
、
各
種
の
形
態
を
も
っ
観
念
論
)
の
中
に
定
着
さ
せ
れ
て
初

め
て
具
体
的
に
そ
の
方
法
的
機
能
を
発
揮
し
う
る
こ
と
を
注
意
し
う
れ
ば
足
り
る
。

統
計
方
法
の
構
成
要
素
、
統
計
方
法
の
研
究
様
式
と
し
て
の
方
法
に
対
す
る
関
係
、

に
つ
い
て
の
私
見
は
一
応
示
し
え
た
と
思
う
が
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な
お
統
計
対
象
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
私
見
を

こ
こ
で
明
ら
か
に
し
て
お
く
の
が
便
利
ぐ
あ
ろ
う
。
統
計
学

1
社
会
科
学
方
法
論
に
は

次
の
ご
と
き
攻
撃
が
む
け
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
オ
グ

ν
エ
シ
コ
は
云
う
、

「
統
計
学
を
方
法
の
科
学
と
み
る
論
者
た
ち
は
お
そ
ら
く
い
う

だ
ろ
う
。
彼
等
は
統
計
指
標
の
実
質
内
容
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
、

対
象
は
そ
れ
白
身
(
客
観
的
に
)
存
存
せ
ず
、
方
法
を
適
用
し
た
結
果
と
し
て
の
み
存
存
す
る
。
方
法
が
対
象
を
生
み
だ
す
。
:
:
:
社
会

と
。
:
:
:
は
じ
め
に
方
法
が
あ
り

つ
ぎ
に
指
標
、
対
象
と
。

科
学
と
し
て
の
統
計
学
の
内
容
を
解
決
す
る
場
合
に
も
客
観
的
で
は
な
く
主
観
的
な
立
場
か
ら
出
発
し
て
い
る
。

そ
し
て
統
計
学
は
そ
の

目
的
、
課
題
、

な
ら
び
に
研
究
す
べ
き
現
象
へ
の
接
近
に
お
い
て
社
会
科
学
で
あ
る
、

と
主
張
す
る
。
こ
れ
は
重
大
な
誤
解
で
ゐ
る
。
研

究
目
的
の
よ
う
な
主
観
的
な
も
の
を
科
学
の
内
容
規
定
の
基
礎
に
お
い
て
は
な
ら
な
い
。
統
計
学
が
社
会
科
学
で
あ
-
る
の
は
、

そ
れ
が
客

観
的
社
会
生
活
現
象
お
よ
び
過
程
を
研
究
す
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
の
解
決
の
み
が
唯
物
論
的
で
あ
る
」
〔
岱
〕
(
一
五
七
|

八
頁
)
と
。

つ
ま
り
オ
グ

ν
エ
ン
コ
は
統
計
学
日
社
会
科
学
方
法
論
説
を
は
じ
め
か
ら
観
念
論
的
な
も
の
と
し
て
性
格
づ
け
よ
う
と
し
て



い
る
の
で
あ
る
。

私
克
は
、

目
的
・
課
題
、

な
る
も
の
が
す
べ
て
「
主
観
的
」
で
あ
り
、

存
存
す
る
対
象
が
す
べ
て
「
客
観
的
」
で
あ
る
、

と
い
う
よ
う

な
お
題
闘
を
信
じ
な
い
。
目
的
・
課
題
は
主
観
的
で
も
客
観
的
で
も
あ
り
う
る
。

わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
を
客
観
的
に
規
定
す
べ
く
努
め
て
い

る
だ
け
で
あ
る
。
方
法
に
対
す
る
目
的
の
関
係
は
し
ば
ら
く
お
き
、
方
法
に
対
す
る
対
象
の
関
係
に
つ
い
て
私
見
を
明
ら
か
に
す
る
の
が

こ
こ
で
の
問
題
で
あ
る
。

-
一
般
に
わ
れ
わ
れ
は
対
象
を
、

ωわ
れ
わ
れ
の
意
識
と
は
独
立
に
、
客
観
的
に
存
存
す
る
対
象
、

ωわ
れ
わ
れ
の
方
法
に
対
し
て
与
え

ら
れ
た
対
象
、
ゆ
わ
れ
わ
れ
の
方
法
に
よ
っ
て
成
立
せ
し
め
ら
れ
た
対
象
、
に
区
別
し
て
問
題
と
ナ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
統
計
方
法
の
対
象

と
し
て
問
題
と
し
て
い
る
対
象
は
、
そ
の
内
客
的
側
面
、
形
式
的
側
面
、
質
的
側
面
、
量
的
側
面
の
何
れ
を
重
視
す
る
に
せ
よ
、
何
よ
り

、.、.、.、.、.

も
ま
づ
、

ωの
意
味
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
そ
の
対
象
は
、
特
定
の
方
法
ー
ー
ま
だ
そ
の
内
容
・
性
格
は
問
わ
な
い
、

、.、
... 
、.、.

任
意
で
も
唯
一
で
も
な
い
一
定
と
い
う
意
味
で
特
定
の
方
法

l
lに
対
し
て
与
え
ら
れ
た
特
定
の
対
象
な
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
仰
の
意
味
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な
の
で
あ
る
。

統
計
学
に
即
し
て
問
題
と
す
る
な
ら
ば
、

ブ
グ
エ
ト
の
多
く
の
論
者
は
統
計
学
の
対
象
と
し
て
「
具
体
的
な
集
団
的
社
会
現
象
」
を
考

え
て
い
る
。

そ
の
対
象
は
私
見
に
よ
れ
ば
、
統
計
対
象
で
あ
っ
て
統
計
学
の
対
象
で
は
な
い
。

品
ノ
エ
ル
メ
シ
ス
キ

l
、

ソ
l
ボ
リ
等
は
プ

は
じ
め
は
統
計
方
法
を
統
計
学
の
対
象
と
考
え
て
い
た
(
言
葉
の
上
で
の
主
張
は
と
も
か
く
、
実
質
上

の
内
容
か
ら
し
て
〉
。
彼
等
は
統
計
対
象
た
る
社
会
集
団
過
程
を
、
統
計
方
法
の
基
礎
規
定
と
し
て
統
計
方
法
論
内
で
追
求
す
る
こ
と
な

ロ
V
ユ
ゴ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

く
、
(
プ
ロ

ν
ユ
コ
の
指
摘
の
通
り
)
、
次
の
段
階
で
は
統
計
学
の
対
象
と
し
て
扱
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
統
計
学
を
方
法
論
か
ら
実
質
科
学

に
昇
格
さ
ぜ
た
。
私
見
は
か
か
る
対
象
の
転
位
は
誤
り
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

統
計
対
象
(
統
計
や
の
対
象
で
は
な
い
)
が
具
体
的
な
社
会
集
団
過
程
の
量
的
側
面
で
あ
る
と
い
う
場
合
、

そ
れ
は
経
験
的
知
識
ま
た

経
済
学
研
究



統
計
学
H
社
会
科
学
方
法
論
説
の
擁
護

大
橋

は
社
会
科
学
理
論
を
前
提
・
方
法
と
し
た
対
象
規
定
で
あ
る
。

そ
れ
は
特
定
の
方
法
た
る
統
計
方
法
を
前
提
・
予
想
せ
ず
し
て
可
能
な
対
象

規
定
で
あ
る
。

つ
ま
り
「
統
計
方
法
」

の
意
識
と
は
無
関
係
に
、
客
観
的
に
存
在
す
る
対
象
の
規
定
な
の
で
あ
る
〔
川
の
意
味
の
対
象
〕
。

し
か
し
そ
の
よ
う
な
意
味
に
と
ど
ま
る
か
ぎ
り
、
社
会
集
団
過
程
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
統
計
方
法
に
対
し
て
も
、

統
計
学
に
対
し
て

し
た
が
っ
て
他
国
、
対
象
を
具
体
的
な
社
会
集
団
過
程
の
量
的
側
面
と
規
定
す
る
か
ら
に
は
、

必
然
的
に
要
求
す
る
特
定
の
方
法
を
予
想
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。

も
、
無
関
係
に
と
ど
ま
る
。

そ
の
構
造
が

つ
ま
り
社
会
集
団
過
程
は
特
定
の
方
法
に
対
し
て
与
え

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
未
だ
そ
の
特
定
の
方
法
の
内
容
を
問
わ
ぬ
に
し
て
も
、
特
定
の
方
法
と
の
関
係
に
お
い
て
与
え
ら
れ
て
い
る
で

あ
る
〔
ゅ
の
意
味
の
対
象
〕
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
は
、
社
会
集
団
過
程
は

ωか
ら
仰
の
意
味
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

そ
れ
は
二
重
の
意

味
の
対
象
の
運
動
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

一
つ
は
、

わ
れ
わ
れ
の
意
識
か
ら
独
立
に
客
観
的
に
存
在
し
て
い
る
対
象
が
、
既
成
の
社
会

科
学
の
理
論
に
よ
っ
て
、
意
識
に
反
映
さ
れ
た
対
象
に
な
っ
た
、

と
い
う
意
味
に
お
い
て
で
あ
り
、
他
は
特
定
の
方
法
(
統
計
方
法
)
に
無

- 52ー

関
係
の
対
象
が
、
特
定
の
方
法
(
統
計
方
法
)
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
対
象
に
な
っ
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。

こ
れ
を
統
計
方
法
過
程
に
即
し
て
い
う
な
ら
ば
、
統
計
対
象
は
先
ず
社
会
科
学
理
論
(
概
念
分
析
操
作
)
に
よ
っ
て
理
論
的
・
抽
象
的

に
規
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

(ω
の
意
味
)
こ
と
を
意
味
す
る
。

し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
対
象
の
内
容
理
論
的
・
抽
象
的
規
定
が
与
え
ら
れ
た
だ
け
で
あ
る
。

そ
れ
が
統
計
対
象
た
る
た
め
に
は
、
集
団

の
構
成
形
式
た
る
単
位
と
標
識
の
規
定
、

そ
の
存
在
形
式
た
る
時
と
場
所
の
規
定
が
与
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

つ
ま
り
社
会
集
団
過
程
の

ωか
ら
ゆ
へ
の
運
動
は
、
統
計
対
象
の
単
位
、
標
識
、
時
、
場
所
の
四
要
素
の
規
定
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
・
予
想
す
る
。

社
会
築
団
過
程
の
四
要
素
の
規
定
は
、

理
論
的
・
抽
象
に
規
定
す
れ
ば
足
り
、
未
だ
観
察
の
た
め
の
規
定
を
含
ま
な
い
。

そ
れ
は
ま
だ

観
察
以
前
の
規
定
で
あ
る
が
、
観
察
の
た
め
に
は
、
さ
ら
に
そ
れ
を
技
術
的
・
具
体
的
規
定
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
す
な
わ
ち
、
社
会
集
団

、.、.

過
程
の
四
要
素
の
規
定
は
さ
ら
に
、
社
会
集
団
観
察
の
四
要
素
と
し
て
規
定
し
直
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
統
計
対
象
は
以
上
の
ご
と
き
諸
規
e



、

、

、

、

、

内

do

一
v

は
じ
め
て
築
関
観
察
の
対
象
と
し
て
与
え
ら
れ
た
も
の
と
な
る
。

は
ゆ
寸
ら
に

れ
、
そ
の

と
し
て

に
よ
っ

〔効

に
な

る
の
で
お
る
が

私
が
こ
こ
に

せ
ん
と
す
る
こ
と
は
、

る
に
、
対
的
総
(
潔

r-、
理

と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り

ま

そ
う
し
た
方
法

論
)
が
研
究
の

と
な
る
と
い
う

と
で
あ
っ

か
か
る
一
見
地
か
ら
以
下
、
統
計
学
日
社
会
科
学
方
法

議
に
対
し
提
示
さ
れ
て
い
る
批
判
論
点
に
対
す
る
私
見
を
の
ベ
る
。

× 

× 

× 

(l) 

社
会
科
学
方
法
論
は

は

そ
の
形
式
的
要
件
ハ
単
位
、

お
よ
び
解
析
的
祭
器
と
こ
と
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
常
に
形
式
が
擾
伎
で
る
る
か
の
如
く
思
い
な
す
形
式
数
理

の

に
過
夕
、
ぬ
と
す
る
批
判
は
、
私
見
に
よ
れ
ば
二
閥
的
で
あ
る
。
ガ
法
論
は
先
ず
何
よ
り

も
対
毅
の
形
式
に
擦
係
す
る
。

い
え
ど
も

が
集
部
た
る
以
上
、

時
、
場
一
例
)の

必
然
山
性
は
と
こ
に
あ
る
。

し
か
し
、

わ
れ
わ
れ
は
ま
さ
に
そ
の
反
対
に
、
社
会
的
内
容
の
罷
伎
を
主
張
し
た
答
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か

一日

か
わ
ら
ず
、
形
式
的
裁
国
の
み
な
と
り
立
て
て
放
っ
こ
の
よ
う
な
批
判
刊
は
当
ら
な
い
。

は
社
会
経
済
的
内
容
を
抹
消
す
る
と
い
う
批
判
も
、
私
見
に
よ
れ
ば
引
と
信
じ
く

ん
方
法
過
詮
そ
の
も
の
は
、
対
象
か
ら
切
り
離
し
て
そ
れ
自
体
と
し

(2) 

と
し
う
る
。

常
?こ
方
法
そ
まも部

践的
体で
をあ
続、る
粋、
に、も
方ち
法ろ

と
し
て
の
み
問
題
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
の
ご
と
く
思
い
な
す
方
法
論
主
義
の
必
然
性
は
こ
こ
に

わ
れ
わ
れ
は

は
な
く
、
方

法
は

に
対
象
の
う
ち
に

さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
し

あ
っ

(3) 

は
統
計
方
法
を
ひ
そ
か
に
唯
物
弁
続
法
に
お
さ
か
え
る
と
す
る
批
判
は
当
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
綜
片
的
な

a

手
段
e

操
作
‘
と
し
て
の
方
法
と
研
究
の

:てこ

し
た
。
統
計
方
法
は
史
的
喰
物
論
ま
た
は
-
唯

の

と
し
て

し
う
る
。

の

の

は
唯
物
弁
一
忍
法
の
否
定
た
患
球
す
る
も
の
で
な

経
済
学
研
究



統
計
学
誌
社
会
科
学
方
法
裁
殺
の
綴
笈

大
綴

く
司
ま
た
、
唯
物
弁
柾
法
令
唯
一
の

と
認
め
る
こ
と
は
、
統
計
方
法
の
科
学
的
検
討
の

る
も

の
で
も
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、

プ
ロ
リ
V

ユ
コ
の
持
摺
し
て
い
る
〔
幻
〕
ハ
mw
・
2
〉
と
ほ
り
ゼ
あ
る
。

は
統
計
資
料
を
含
み
え
な
い
と
す
る
批
判
は

ぃ
。
け
だ
し
わ
れ
わ
れ
は
既
に
の
ベ

(4) 
一
見
地
を
と
っ
て
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
統
計
資
料
は
集
団
組
祭
過
読
の
終
点
・

あ
J
‘
と
ん
や

I
5羽
司
法
室
、
J

ムロー

浅
i

j

去
三
浮
丹
、
3
z
f
u
を
F
A

の
の
で

あ
る
。

ま
さ
に
統
計
方
法
過
程
の
や
心
に
位
し
て

の
形
態
で
民
的
状
す
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。

ゆ
社
会
科
学
方
法
論
説
で
は
説
実
分
析
に
当
り
え
な
い
と
す
る
批
判
は
、
統
計
資
料
に
よ
る
現
実
の
総
諸
学
的
分
析
は

事
で
、
統
計
学
の
仕
事
で
は
な
い
も
の
で
あ
る
う
。
私
見
は
、
研
究
が
統
計
資
料
に
よ
る

し
て
こ
そ
、

の

の
と
考
え
る
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
方
法
は

tこ

関
脇
と
な
っ
た
そ
の
本
来
の
実
践
的
織
機
に

(6) 

が
客
観
的
合
訟
関
投
杏
認
思
懇
に
根
ざ
し
て
い
る
と
す
る
批
料
は

に
必
ず
し
も
当
ら
な
い
。
け
だ
し
、
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も
の
で
あ
り

の
本
来

を
と
り
か
え
す
も
の
で
あ
る

と

る。

方
法
論
説
は
正
し
く
は
客
観
的
合
法
劉
性
の
存
在
の

の
上
に
こ
そ
う
ち
立
て
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
、
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
方
法

が
、
図
的
意
識
的
な
実
践
の
知
的
活
動
の

の

さ
す
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
常
に

の

を
伴
な

っ
て
い
る
こ
と
令
否
認
し
な
い
。

(7) 

の

ら
外
す
と
い

が
あ
る
。
米
解
決
の
問
問
題
と
は
符
か
が
問
題
ゼ
+
め
る
が
、
最

も
決
定
的
な
問
題
は

の

と
の
繋
的
区
別
の
鍔
題
で
あ
ろ
う
。

可
俗
な
ら
ば
、

、ー
の

は
一
足
解
決
し
え
た
か
の
ご
と
く
見
え
る
。

ド
ゥ
ル
ジ

l
ニ
ン
や
プ
ロ
リ
V

コ
の
ご
と
く
、

は

?乙
+す

の
活
動
形
態
を
統
計

の

ず
る
な
ら
ば
と
も
か
く
、

わ
れ
わ
れ
の
ご
と
く
、
社
会
集
窃
論
を
統
計
方
法
論
の

と
す
る

つ
ま
り
外



見
的
主
張
の
か
ぎ
り
ド
ゥ
ル
ジ

l
ニ
シ
・
プ
ロ
v
v
z

コ
と
閉
じ
く
方
法
論
を
主
張
す
る
が
、
内
容
的
に
は
ゴ
ズ
ロ
フ
等
の
実
質
科
学
論
と

異
な
ら
ぬ
主
張
を
し
て
い
る
場
合
、
果
し
て
問
題
を
解
決
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
問
題
を
社
会
集
団
論
に
転
位
せ
し
め
た
に
過
ぎ
ぬ
の

で
は
な
い
か
。
社
会
集
団
論
は
私
に
と
っ
て
も
未
解
決
の
問
題
と
し
て
今
後
に
残
る
。

(1) 

プ
ロ
シ
ユ
コ
は
見
地
の
移
行
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
、
個
々
に
具
体
的
に
は
あ
げ
て
い
な
い
。
し
か
し
た
と
え
ば
ソ
1

ボ
り
に
つ
い
て
み
れ
ば
次
の
ご

と
く
で
あ
る
。
ソ
l
ポ
リ
は
一
九
五
三
年
に
、
統
計
学
の
研
究
対
象
は
具
体
的
な
社
会
現
象
・
過
程
で
あ
る
。
統
計
学
は
そ
れ
ら
の
大
い
さ
、
拡
が
り
、

発
展
テ
ン
ポ
、
具
体
的
関
係
を
確
定
す
る
。
統
計
的
研
究
方
法
|
!
統
計
観
察
、
観
察
資
料
の
総
括
と
分
類
、
平
均
・
指
数
等
の
算
定
|
!
は
、
社
会

科
学
と
し
て
の
統
計
学
の
対
象
に
よ
っ
て
、
統
計
学
が
研
究
す
る
社
会
的
現
象
・
過
程
の
本
質
に
よ
っ
て
、
全
面
的
に
規
定
さ
れ
る
」
〔
出
〕
(
一
七
|

一
八
頁
)
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
一
九
五
四
年
一
ニ
月
会
議
で
は
「
統
計
学
の
対
象
は
具
体
的
な
社
会
現
象
・
過
程
で
あ
る
。
統
計
学
は
そ
の
量
的
側

面
を
質
的
側
商
と
の
不
可
分
の
関
係
に
お
い
て
研
究
し
、
社
会
発
展
の
量
的
な
合
法
則
性
を
研
究
す
る
」
〔
鈎
〕
(
一
七
六
頁
)
と
す
る
に
至
っ
て
い

る。地
川
虎
一
一
一
、
統
計
の
基
礎
概
念
、
統
計
利
用
の
基
本
問
題
、
第
一
章
、
一
九
三
二
、
岡
、
統
計
学
概
論
、
一
九
三
四
。

パ
ロ
ウ
ズ
・
ダ
ン
ハ
ム
、
マ
ル
ク
ス
主
義
認
識
論
、
国
際
資
料
、

Z
0・
g
一
九
五
七
年
六
月
。

経
済
統
計
論
に
お
け
る
技
術
組
織
論
的
万
向
と
対
象
反
映
論
的
方
向
の
一
一
つ
の
方
向
の
理
論
的
性
格
に
つ
い
て
は
、
〈

-
P・
寸
目
。
口
問
点
。

σ由
可
色
。
ロ

の
由
同
由
同
岡
田
け
回
出
品
品
。
吋

S
5
0司
山
田
品
目
司
書
丘
町
田

a
w
w
m
g広
田
注
目
ロ
『
由
可
門
田
岡
山
田
宮
町
4
・一回け品、

m
-
S・
の
指
摘
が
あ
る
。

熔
川
虎
三
、
大
量
観
察
の
理
論
の
過
程
と
統
計
の
批
判
(
統
計
利
用
に
お
け
る
基
本
問
題
、
一
九
一
三
一
、
一
四
六

l
一
六
六
頁
〉
閥
、
大
量
一
観
察
の
理

論
的
過
程
ハ
統
計
学
概
論
、
一
九
三
回
、
六
四
|
七
四
頁
)
。
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(4) (3) (2) (5) 

五
、
オ
報
告
稜
(
一
九
五
五

t
一
九
五
六
)
の
方
法
論
説
批
判
と
実
質
科
学
説

オ
報
告
に
ょ
っ
て
統
計
学
論
争
は
表
面
上
終
了
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
普
遍
科
学
説
の
代
表
者
ネ
ム
チ

1
ノ
ブ
は
一
九
五
五
年
に
「
社

会
学
と
統
計
学
」
〔
幻
〕
を
公
表
し
、

そ
の
運
動
形
態
論
を
恭
礎
に
、
統
計
的
合
法
則
性
の
堅
持
を
主
張
し
て
い
る
。

ま
た
、
社
会
科
学
方

経
済
学
研
究



統
計
学
nu
社
会
科
学
方
法
稔
綴
の
銭
後

大
橋

ら
ぬ
、

と の
代
表
者
ド
ゥ
ル
ジ

i
ニ
γ
は、

簡
の

涯一一一酬い門抑制〕

の

科
学
誌
の
見
地
を
と

〔M
W

〕
ム
ゲ
}
公
判
し

し
て
い
る
。
こ
れ
に
対

九
五
六

t乙

中

者

〔
ほ
〕
合
作
成
公
刊
し

の
ス
ト
ル
ミ
リ
ジ

モ
ス
フ
l

そ
の
テ
キ
ス
ト
も

こ
こ
で
は
議
数
の

法
統
計
研
究
一
世
著
者
集
訟
は
そ
の
・

ド
ゥ
ル
ジ

1
ニ
シ
の

ン

の
以
下
考
察
の

〔
鑓
〕
を
出
版
し
た
。

ト

ι
内ノ、

と
そ
の
コ
ズ
ロ
フ
に
よ
る
批
判
〔
必
〕
、
お
よ
び
ス
ト
ル
ミ
リ

を
ご
く
鰐
単
に
と
り
あ
げ
、

の
補
足
的
説
明
に
利
用
す
る
。

は
次
の
ご
と
く
勺
あ
る
。

ω統
計
対
象
た
る

る
統
計
の
正
体
は
何
か

と
は
何
か
、
掛
持
殊
な
方
法
で
あ
る
と
す
る

と
は
何
か
、
ゆ
総
計
結
果
と

ハ
統
計
指
様
、

一
般
化
統
計
指
標
、

と
体
系
、
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統
計
法
則
、
統
計
約
経
済
法
制
問
)

る

で
あ
る
。

と
い
ν

フ

と
く
に
経
済
学
之
の
関
係
、

い
か
に
考
え
て
い
る
か

さ
ら
に
し
ぼ
れ

議
一
計
学
と
経
済
学
の
質
的
庶
山
加
を
ど
こ
に
求
め
る
か
、

の
桟

ミル
£ω 

し
ぼ
り
う
る
。

(I) 

ド
ゥ
ル
ジ

l
ニ
ジ
「
続
許
学
講
議
」
ハ
一
九
笈
五
年
)
〔
持
制
〕
と

そ
れ
に
対
す
る
コ
ズ
ロ
フ
の
批
判
〔
制
的
〕

そ
の
見
地
合
維
持
し
て
、
そ
の
テ
キ
ス

計
学
H
H
社
会
科
学
方
法
論
会
主
張
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
正
し
い
と
私
は
考
え
る
。

統
計
学
日
社
会
科
学
方
法
論
説
の

ヮ
ル
ジ

l
ニ
シ
は
、

と
し
て
、

オ

ト
〔
M
W

〕
を
書
い
て
い
る
。
そ
の
見
地
に
つ
い
て

2こ

し
か
し
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
で

る

与
え
て
い
る
内
容
は
、
数
灘
統
計
学
の
見
地
の
も
の
で
る
る
。

に
よ
れ
ば
、

し
た
が
っ
て

そ
の

3斗

¥'J... 

し
て
い
る
。
統
計
学
昨
日
社
会
科
学
方
法
論
設
は

、
ま
こ
と
に
よ
い

i'l二

し、

2こ

の

実
認
材
料
を
提
供
し
て
い
る
。
私
は
統
計
学
日
社
会
科
学
方
法
論
説
の
ド
ゥ
ル
グ

i
ユ
γ
の
ご
と
き
彰
式
数
理

に
反
対
す
る



が
、
先
ず
わ
れ
わ
れ
の
論
点
に
し
た
が
っ
て
そ
の
主
張
を
み
よ
う
。

)
 

-
t
A
 
(
 
論

ト
i
ふ

1

・く。

土
小
寺
ロ
み
メ
両
足

ド
ゥ
ル
ジ

I
ニ
シ
に
お
け
る
統
計
対
象
の
把
握
は
き
わ
め
て
貧
弱
で
あ
る
。

「
方
法
を
、

そ
の
方
法
に
よ
っ
て
研
究

さ
れ
る
対
象
か
ら
切
り
は
な
し
て
は
な
ら
ず
、

ま
た
統
計
資
料
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
現
象
の
量
的
側
面
を
こ
れ
ら
の
現
象
の
質
的

側
面
か
ら
切
り
離
し
て
は
な
ら
な
い
。
方
法
に
つ
い
て
の
学
説
に
は
、
か
な
ら
ず
、

こ
の
方
法
の
適
用
対
象
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
学
説

も
あ
る
程
度
ふ
く
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
〔
必
〕
(
八
四
賀
)
と
し
て
い
る
が
、

ド
ゥ
ル
ジ

1
ニ
シ
に
は
「
方
法
の
成
立
基
盤
リ
適
用
対
象

そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
内
容
理
論
(
統
計
対
象
論
日
社
会
集
団
論
)

は
ま
る
で
な
い
。

こ
こ
に
ド
ゥ
ル
ジ

I
ユ
ン
が
単
な
る
方
法
過
程
の

分
析
論
な
い
し
数
現
手
続
論
へ
転
落
す
る
必
然
性
が
あ
る
、

と
私
は
考
え
る
。

(2) 

統
計
方
法
。
統
計
観
察
組
織
、

(
第
二
講
)
、
総
括
と
グ
ル
ー
プ
わ
け
(
第
ゴ
了
四
講
)
、
平
均
(
第
五
講
)
、
相
対
量
(
第
六
詩
)
、

勤
態
系
列
(
第
七

入
、
九
講
)
、
指
数
(
第
一

O

一
一
講
)
、
変
異
指
標
(
第
一
二
詰
)
、
相
関
計
算
(
第
一
三
講
)
、
抽
出
観
察
(
第

一
四
講
)
、

グ
ラ
ブ
(
第
一
五
講
)
、
(
つ
い
で
に
つ
け
加
え
て
お
け
ば
、

一
七
講
は
統
計
学
史
に
当
て
ら
れ
て
い
る
)
で
あ
る
か
ら
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
統
計
学
書
の
統
計
方
法
の
説
明
と
異
な
る
と
こ
ろ
は

第
一
講
は
統
計
学
の
本
質
と
意
義
〔
邦
訳
あ
り
〕
〔
必
〕
で
あ
り
、
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第
二
ハ
、

亡
、
。

ヂ
ん
、
L
V

と
い
う
よ
り
は
、
統
計
資
料
分
析
と
く
に
相
関
計
算
の
ご
と
き
は
完
全
に
数
理
統
計
学
の
見
地
か
ら
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

コ
ズ
ロ
フ
も
指
，
摘
し
て
い
る
ご
と
く
、

ド
ゥ
ル
ジ

I
ニ
シ
は
「
統
計
学
の
基
礎
は
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
と
史
的
唯
物
論
だ
」
〔
必
〕
(
八

九
一
員
)
と
正
し
い
命
題
を
の
べ
な
が
ら
、

こ
の
よ
う
な
形
式
・
数
理
主
義
的
取
扱
い
に
、
そ
の
「
講
議
」
で
は
そ
れ
ら
が
基
礎
と
し
て
す
こ
し
も
役
立
っ
て
い
な
い
〔
必
〕
。
統
計
方
法
の

私
は
反
対
で
あ
る
。

制
統
計
結
果
。
集
団
観
察
の
結
果
が
統
計
資
料
で
あ
り
、
統
計
資
料
の
分
析
・
加
工
結
果
が
、

統
計
対
象
論
の
貧
弱
さ
は
統
計
結
果
論
の
貧
弱
さ
を
必
然
な
ら
し
め
て
い
る
。
し
か
し
、
実
質
社
会
科
学
説
と
異
な
っ
て
、
統
計
結
果
の

一
般
化
諾
指
様
で
あ
る
わ
け
だ
が

最
終
的
な
も
の
と
し
て
の
統
計
的
合
法
則
性
を
必
要
と
し
な
い
。
こ
の
点
ド
ゥ
ル
ジ

l
ニ
シ
は
論
理
的
に
一
貫
し
て
い
る
。
方
法
論
説
を

経
済
学
研
究



統
計
学
司
教
会
科
学
方
法
紛
糾
艇
の
擁
護

大
橋

と
り
な
が
ら
「
統
計
波
町
い
を
た
て

も
、
理
想
的
到
達
点
と
し
て
の

ハ
例
え
ば
崎
山
博
士
)
は

そ
の

の

の
意
味
し
か
持
た
必
ぬ
と
し
て

追
放
し
て
い
る
ド
ゥ
ル
ジ

1
ニ
γ
の

を
立
て
て
い
る
と
み
ね
ば
な
ら
ぬ
。

そ
れ
に
比
す
る
と

カミ

て
い
る
。

}
 

毛
@
初
、
病
i
 (
 
総
計
学
と
経
請
学
。
ド
ゥ
ル
ジ

1
ニ
γ
は

lぐ主

l玄

と
み
な
さ
れ

的
出
現
の
研
究
方
法
〈
乎
続
お
よ
ひ
様
式
〉
に
つ
い
て
の
学
裁
と
み
な
さ
れ
て
い
る
い
門
必
〕
(
八
五
災
〉
と
し
、

設
に
反
対
し
て
い
る
。
そ
し
て

ぐ》

":J: 

よ
び
数
字
資
料
の
加
工
の
仕
方
に
か

の

あ
る
い
〔
抑
制
〕
〈
八

ち
ら
に
詳
し
く
は
爪
八
頁
〉
と
す

な
か
で
も
ま
ず
第

十こ

の
合
法
関
投
の
具
体
的
出
現
を
研
究

た
と
え

に
科
学
的
役
現
笑
認
識
は
、
す
べ
て
事
実
の
統
究
に
窓
際
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
'

C
持
法
則
測
を
知
っ
て
い
て
も
、
統
計
資
料
の
形
で
事
実
安
も
っ
て
い
な
け
れ
ば
、

の
で
あ
る
。

ラ8-

す
る
と
き
に
も
ち
い

の
あ
る
時
期
の
経
済

詩
、
法
則
の
作
用
を
泌
を
ら
か
に
し

こ
れ
な
し
め

こ
と
は
で
さ
な

門
付
師
〕
(
八
…
…
…
箆
〉
と
し
て
い
る
。

以
上
の
ご
と
を
が
ド
ヮ
ル
ジ

l
ニ
ジ
の

の
概
絡
で
あ
る
。
と
れ
に
対
す
る
コ
ズ
ロ
フ
の
批
判
砕
い
次
の
ご
と
く
で
あ

の

た
る
か
ら
に
は

る
。
コ
ズ
ロ
フ
は
先
ず
こ
の

の

め
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、

商

ω理
論
水
準
は
高
く
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し

理
解

い
形
態
た
る
こ
と
、
都

て
い
る
こ
と
、

mw
潔
論
上
mw

の
成
泉
、
実
践
上
の
進
歩
的
経
験
に

う
る
よ
う
に
し
て
あ
る
こ
と
、

ω余
分
な
細
部
に
入
り
込
ん
だ
り
、

部
じ
こ

と
の

し

ぬ
こ
と
、
隣
接
分
科
の
教
投
プ
ラ
シ
と

ぬ
こ
と

み
し
て
い
る
。
こ
の

照
し
て
み
る
と
ド
ゥ
ル
ジ

ー
ニ
ン
教
授
の

は

カミ

あ
る
、

と
コ
ズ
ロ
フ
は

W
Q

〔
必
)
ハ
m
w
-

∞ぎ。

コ
ズ
ロ
フ
に
よ
れ
ば
、

にー

の

は
大
体
に
お
い
て
、
一
九
五

の

数
理
論
教
設
の

〔
沼
〕
ハ
ζ

の
批



制
怖
は
〔

mwz…コ一一
i
一一一…一一一一災〉に

し
て
い
る
が
、
統
計
解
析
は
、
数
理
絞

の
見
地
か
ら
の
べ
ら
れ
て
い
る

と
し
て
い
る
。
そ

し
て
ド
ゥ
ル
ジ

l
ニ
γ

も
っ
て
い

か
に
ぜ
ず

む
し
ろ

の
解
明

立〉

に
比
較
的
多
く
の

づ
て
い
る

と
。
以
上
が
ゴ
ズ
ロ
ア
の
こ
の
テ
キ
ス
ト
に

対
す
る
滋
括
的
批
判
モ
あ
る
。
以
下
、

の

に
し
た
が
っ
て
コ
ズ
ロ
フ
の
批
判
な
簡
単
に
み
る
。

(l) 

に
つ
い
て

全
く
不
満
足
で
あ
る
と
、
す
る
。

そ
の

b主

とこ

の

の
内
容
が

ド
ウ

ル
ジ

1
ユ
ン
の

議」

一
九
五
回
ハ
商
議
学
校
周
参
考
書
〉
〔
市
町
国
語
訳

一
九
五
五
〕
の
宮
内

ド
ヮ
ル
ジ

1
ニ
ジ
の

そ
の
前
の
著
「
統
計
恕

一
九
間
九
と

一
致
し
て
い
る
。
古
河
惑
の

の
水
準
で
は
な
く
、

そ
の
名
の
示
、
す

と
お
り

に
過
M
d
h制

と
い
う
わ
け
で

(2) 

の
主
要
内
容
に
つ
い
て
は

?と二

7:J>. 

を
ド
ゥ
ル
ジ
ー
ニ

γ
が

の
自
民
地
か
ら
の
べ
て
い

る
こ
と
に
対
し
、

コ
ズ
ぴ
ブ
は
反
対
す
る
。
反
対
の
論
拠
は
、
ハ
&
〉

域
全
は
ド
ゥ
ル
ジ

1
ニ
ジ
め
よ
う
に
ぺ
一
統
計
方
法
」
之
の

- 59 

み
解
す
べ
き
で
は
な
く
、

す
る
に
し
て
も
、

そ
の

レ

ン

な
めど
ざの
~ょ
をう
え¥'c
-んふ ー「
い続
こ 言十
と資
o 料
?と」

と
為

;z. 

べ
き
だ
と
い
う
こ
と
、
ハ
L
U

〉
統
計
学
が
絞
計
方
法
を
問
題
に

?ま

組
祭

説

宅と

〈

m
m
-
E
i
M制帽

M4冶

an'〉、

の
総
体
、
な

2
・
品
∞
〉
等
。

に
コ
メ
ロ
プ

の
対
象
砕
い
、
統
計
方

は
な
く

そ
の

の
適
湾
対
象
た

の
量
的
側
認
だ
と

ド
ゥ
ル
ジ
1
ユ
シ
の

の

方
法
論
だ
け
に
な
っ
て
い

る
が

コ
ズ
ロ
フ
に
よ
れ
ば
、

の
対
象
と
な
っ
て
、

の
対
象
論
を
構
戒
し
、

の

な
る
べ
き

だ
と
す
る
の
で
あ
る
。

(3) 

広
お
け
る
理
論
上
の
最
新
の
成
果
と

の

mw
ド
ゥ
ル
ジ
1
ニ
シ
の
と
り
入
れ
方
に
コ
ズ
ロ
フ
は
反
対

す
る
。
つ
ま
り
一
九
五
回

三
月
の

で-

の

と
方
法
が
定
式
化
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ド
ゥ
ル
ジ
ー
ニ

γ

経
淡
学
研
究



Vi:: 、つ1:* 
でj-"

読
の

大
橋

の
捺
談

の
一
つ
に
し
た
が
え
ば
、

か
ら
ド
ゥ
汐
ジ

l
ニ
シ
は
ロ
ジ
ア
に
お
け

し

てコ
と

}土

:、
川

4

2

V

〔
必
〕
ハ
人

と
し、

で
否
と 1 主乏
しし
て去
えっ
カEνC
し、

Q 
Q 

こ
v

っ
し

し
て
い
る
。

と
コ
ズ
ロ
ブ
は
不
穏

し
か
し
こ
う
し
た
あ
く
家
で
尽
己
の
見
地
の

う
と
し
て
い
る

保
持
に
つ
と
め
る
ド
ゥ
ル
ジ

i
ニ
シ
の
態
震
に
つ
い
て
は

党

Vヱのて
い
る
。

そ
の
五

コ
ズ
ロ
メ
と
反
対
の
評
価
も
成
立
し
え
よ
う
。

の

の
散
り
入
れ
方
に
つ
い
て
コ
ズ
ロ
フ
は

の
重
大
欠
陥
と
し
て
、
蕊
計

が
す
こ
し
も
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
と
批
判
し
て
い
る
。

と
っ
て
統
計
法
援
な
ど
は

過
ぎ
ぬ

あ
ろ
う
。

(4) 

コ
ズ
ロ
フ
段
、
硲
率
論
の

つ
い
て

の
く
り
か
え
し
ゃ

と

の

翠
時
聞
の
ム
口
頭
犯
を

60ー

の
テ
キ
ス
;
で
み
る
か
ら
〉
を
担
論
し

学
生
の

日
フ
シ
と
の

。
る

一戸γ4
h

問、

γハ
~
庁
間
旧
子
供

4
J
1
τ
吋

手

ノ

w
u
e
、C電

む
プ
ラ
ス
簡
と
し
て
は
、

し
て
綿
密
に
な
っ
た
点
が
あ
げ
ら
れ

て
い
る
が

しe・

の

々

し
か
し
そ
れ

の

あ
っ
て

二
ミ
訳
、
刀

な
し
と
げ
ら
れ

こ
の
デ
ム
ヤ
ス
L
t

に
か
ん
ナ
る

い
て
作
り
な
お
さ
れ

や
め
る
。
銃
計
学
の

lZニ

と
す
る
の
が
コ
ズ
ロ
フ
の

な
ら

と
も
か
く
と
し
て

の
読
者
も
ジ
カ
と
う
け

と
や
な
が
っ
て
い
る
。
と
の
占
山
と

わ
れ
わ
れ
自

と
む
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

の

(~手

ス
ト
ト
y
i
ミ
ヲ
ン
、

キ

1
、
ソ
ー
ボ
ワ
、

一
九
五
六
年
と
そ
れ
に
対
す

サ
ピ
ン
ス

コ
ィ
ハ
官
フ

ぺ
統
計
学
い

と
の

九
五
閉
山

立〉

決

た

門

川

淵

〕

〈

に
し
た
が
っ
て
作
成
さ
れ
出

月
の

に
つ
い
て
の



二
三
四
頁
、
二
四
二
l
l
ご四一一一頁)。

c
の
書
の
ソ
グ
エ
ト
統
計
学
論
争
に
対
す
る
評
価
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
「
こ
の
討
議
過
程
で
、
ま
た

会
議
の
席
上
で
、
統
計
学
の
対
象
を
規
定
す
る
領
域
で
の
誤
り
が
最
終
的
に
克
眼
さ
れ
た
。
統
計
学
を
独
立
の
社
会
科
学
と
み
る
見
解
が

勝
利
し
た
」
〔
必
〕
(
∞
-
m
g
)
と
し
て
い
る
。

そ
し
て

ω統
計
学
の
若
千
の
手
法
を
他
の
諸
部
門
で
手
段
と
し
て
利
用
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
統
計
学
を
普
遍
科
学
ま
た
は
普
遍
的
方
法
論
と
す
る
広
す
ぎ
る
解
釈
を
正
当
化
す
証
拠
に
な
ら
ぬ
。

ω統
計
学
を
社
会
科
学
と
す
る

解
釈
は
、
統
計
学
に
お
け
る
大
数
法
則
の
位
地
を
正
し
く
評
価
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。

ω「
一
般
統
計
理
論
」
と
「
経
済
統
計
理
論
」

を
分
離
し
て
お
く
か
一
緒
に
し
て
お
く
か
と
い
う
論
議
は
意
義
を
失
な
っ
た
。
統
計
学
の
普
遍
主
義
的
解
釈
か
ら
校
別
す
れ
ば
、
そ
の
時

の
実
際
に
応
じ
て
解
決
さ
れ
う
る
。

ω会
議
は
経
済
家
も
数
理
統
計
学
の
知
識
を
増
す
必
要
を
指
摘
し
た
が
、
原
理
上
は
、
数
理
統
計
学

を
統
計
理
論
か
ら
明
確
に
区
別
し
た
。
前
者
と
後
者
の
転
置
は
普
遍
主
義
の
再
生
を
意
味
す
る
〔

ω〕
(
m
・
8
0
と
し
て
い
る
。
そ
し
て

会
議
は
、
共
産
主
義
社
会
建
設
の
現
段
階
で
の
ソ
グ
エ
ト
統
計
の
一
般
的
諸
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
、
統
計
家
の
主
力
を
そ
の
解
決
に
集

中
す
る
方
向
に
む
け
た
と
し
、

「
ソ
ヴ
エ
ト
統
計
学
に
と
っ
て
大
き
な
積
極
的
役
割
合
}
は
た
し
、

な
が
く
ソ
グ
エ
ト
統
計
学
の
発
展
と
完

- 61ー

成
に
影
響
す
る
だ
ろ
う
」
〔
鈎
〕
(
∞
-
m
m
む
と
評
価
し
て
い
る
。

こ
の
テ
キ
ス
ト
の
作
成
に
は
、

ス
ト
ル
ミ
リ

γω
・
の
・
サ
ピ
シ
ス
キ
ー
ロ
・
〈
・
ソ

I
ボ
リ
〈
-kr
・
コ
ズ
ロ
フ
吋
-
H

・
の
四
人
の
責
任
編

集
者
の
ほ
か
に

ポ
ス
ト
リ
コ
パ

kr-V向
・
。
へ
ト
ロ
フ

kr
・H
・
ズ
プ
vv
エ
シ
コ
〈
-
H
W
-

ス
ミ
ル
シ
ス
キ
I

J

H

・
一
ガ
ズ
I

ロ
ブ
〉
-
H

・リ

ヤ
ヲ
ゾ
フ

Z
-
Z
・
ボ
ヤ
ル
ス
キ
l
k
r
・H
・
が
執
筆
者
集
団
に
加
わ
り
、

チ
エ
ル
メ
シ
ス
キ

l
〈・
0
・
が
、
協
力
し
て
い
る
。

そ
し
て

ω科
学
会
議
の
決
議
〔
加
〕
(
二
一
三
一
laa--
一一一一一一一頁、二四一
l
l
二
四
一
ニ
頁
)
、

開
ソ
同
盟
中
央
統
計
局
著
者
集
団
の
「
統
計
理
論
」
〔
釘
〕
、

(3) 

モ

ス
ク
ワ
経
済
統
計
研
究
所
著
者
集
団
の
「
統
計
学
一
般
理
論
」
〔
回
〕
、

ω上
述
の
誇
著
に
つ
い
て
の
会
議
で
表
明
さ
れ
た
批
判
的
注
意

〔
卸
〕
が
、
利
用
さ
れ
た
〔
日
〕
(
明
M
V
m
・
8
と
し
て
い
る
。
ソ
グ
エ
ト
統
計
学
の
動
向
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
も
の
に
と
っ
て
は
、
こ

れ
だ
け
で
既
に
こ
の
書
の
性
格
は
ほ
ぼ
推
測
で
き
よ
う
。
こ
の
書
の
全
体
の
構
成
は
、
わ
れ
わ
れ
の
言
葉
を
も
づ
て
す
れ
ば
、
前
篇
が

経
済
学
研
究



総
計
学
芸
社
会
科
学
万
法
論
説
の
燦
護

大
橋

で

の

と

(
思
懇
)

で
あ
る
。

そ
し
て

音E
t主

の

と
環
論
的
議
礎
、

と
そ
の
他
の

統
計
学
の
方

は

か
ら
成
っ
て
い
る
。
以
下
わ
れ
わ
れ
の

に
し
た
が
っ
て

じ
の
テ
キ
ス
ト
の

を
紹
介
す
る
と
共
に
私
見
を
の
ベ
る
。

こ
の
テ
キ
ス
ト
曇
の
む
ず
え

の

し
て
お
く
。

そ
れ
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

「
説
計
学
i
l
aと

れ
は

に
間
有
の
方
法
に
よ
っ
て
、
国
民
経
溝
、
文
信

お

よ

の
政
治
生
活
の

種
の
部
門
に
お
け
る

の

の
具
体
的
な
水
端
午
、

テ
ン
ポ
お
よ
び
つ

い
を
研
究
す
る
。

の

す
べ
て
の

よ
び
相
互
関
係
に
お
い
て
研
究
す
る

の
方
法
と
し
て
は

と

の

そ
の

に
よ
る
グ
ル

i

と
が
、
役
立
つ
α

の
最
も
有
力
な
用
具

- 62-

研
究
さ
れ
る
・
そ
れ
ら
の

と
し
て
の
ソ
グ
エ
ト
統
計
の

ソ

に
お
け
る
富
民
経
済
の

に
役
立
つ
こ
と
で
あ
る
」

am・
M
m
j
H
a
〉
と
。

と
の

ス
ト
ル
ミ
ル
ジ
が

九
五
四

0.) 

し

時
じ
で
あ
り
、

ま
た
ス
ト

ル
ミ
ヲ
シ
の

の

に
か
ん
す
る
問
題
に
よ
せ
て
い
門
知
〕
に
お
け

本
繋
的
に
は

っ
て
い
な
い
。
こ
の
定
義
切
に
つ

J
A

報
告
の
会
式
定
義
を
採
渇
し
て
い
な
い
こ
と

い
て
注
目
す
べ
き
は

〔
釘
〕
な
ど
と
異
な
っ
て
、

で
あ
る
。

そ
の
理
滋
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
が

ス
ト
ル
ミ
ヲ
シ
な
れ
ば
こ
そ
こ
れ
だ
け
の
修
正
念
加
え
う
る
の
で
あ
ろ
う
。
何
れ
に
ぜ

ト
J
日

の

理
由
は
内
容
を
み
て
具
体
的
に
知
る
よ
り
他
は
な
い
。

)
 

今

2
4{
 
統
計
対
象
。

は

に
、
統
計
対
象

の
対
象
を
問
視
し
て
い
る
が
、

こ
の
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
も
両

の

は
明
白
で
な
い
。
し
か
し
彼
等
は
い
ず
れ
も
、

の

と
し
て
の
統
計
対
象
の

よ
ャ
っ
と
し
て
い
る
。

こ
の
い
燃
は

の

に
と
ご
ま
る
方
法
論
派
ハ
ド
ゥ
ル

?
i
ン
-
プ
口
シ
ユ
コ
)
よ
り
勝
れ
て
い
る
点
で
る
お

と



は
考
え
る
。

こ
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
統
計
対
象
は
「
具
体
的
な
集
団
的
社
会
現
象
・
過
程
の
量
的
側
面
」
〔
日
〕
(
器
-
m
1
1
3
で
あ
る
。

こ
の
規

定
の
内
容
的
把
握
に
当
つ
て
は
史
的
唯
物
論
と
経
済
学
が
統
計
学
の
基
礎
で
あ
る

(
m
・
3
と
す
る
が
、

そ
れ
は
経
済
学
的
規
定
が
統
計

学
的
規
定
に
先
行
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
以
下
こ
の
こ
と
に
つ
き
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
解
説
を
み
る
。

(

a

)

 

統
計
対
象
は
集
団
的
社
会
現
象
で
あ
る
。
集
団
現
象
で
あ
る
か
ぎ
り
、

そ
れ
は
そ
の
構
成
要
素
と
し
て
個
別
現
象
を
も
っ
。
と

の
個
別
現
象
の
数
が
集
団
現
象
の
大
き
さ
で
あ
る

(
m
・
8
。
集
団
現
象
は
個
別
現
象
と
異
な
っ
た
特
性
を
も
っ
。
そ
の
質
的
側
商
が
確
定

さ
れ
な
け
れ
ば
量
的
側
面
も
確
定
さ
れ
な
い
。
質
的
側
面
と
は
あ
る
現
象
を
他
の
現
象
か
ら
区
別
す
る
と
こ
ろ
の
「
内
在
的
本
質
お
よ
び

外
在
的
標
識
の
総
体
」
(
∞
・

8
で
あ
る
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
が
集
団
現
象
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
を
拾
い
集
め
る
と
以
上
の
ご
と
く

な
る
。
こ
れ
を
わ
れ
わ
れ
の
言
葉
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
集
団
現
象
の
形
式
的
構
成
要
件
は
、
個
別
的
存
在
(
単
位
)
と
集
団
性
(
標
識
〉

だ
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。

と
こ
ろ
で
集
団
的
社
会
現
象
も
社
会
現
象
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
現
象
だ
け
を
統
計
学
は
研
究
す

ーのー

る
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
で
は
社
会
現
象
と
白
然
現
象
と
の
現
象
的
区
別
を
ほ
と
ん
ど
の
べ
て
い
な
い
(
こ
の
区
別
は
、

ネ
ム
テ

l
ノ
ブ
「
社

会
学
と
統
計
学
」
〔
抑
制
〕
に
詳
し
い
。
)
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
「
社
会
現
象
発
展
の
本
質
と
性
格
は
、

そ
れ
を
決
定
す
る
法
則
の
側
か
ら
の
べ
て
い
る
。

所
与
の
社
会
構
成
体
の
客
観
的
法
則
に

よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
」

(∞・
4
〉
と
、

こ
の
よ
う
に
そ
れ
を
決
定
す
る
社
会
(
構
成
体
の
)
法
則
の
側
か
ら
集
団
的
社
会
現
象
を
み
る
な
ら
ば
、

当
然
に
、
統
計
対
象
に
対
し

そ
こ
で
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
大
数
法
則
の
役
割
安
}
次
の
ご
と

て
大
数
法
則
が
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
か
を
一
般
的
に
規
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

く
み
て
い
る
。

「
統
計
学
に
対
す
る
大
数
法
則
の
意
義
は
、

そ
の
作
用
に
依
拠
し
て
、
実
際
に
ゆ
る
し
う
る
範
囲
で
、
対
応
す
る
統
計
指

擦
を
偶
然
の
影
響
か
ら
解
放
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
け
だ
し
大
数
法
則
の
作
用
に
よ
っ
て
一
定
の
条
件
の
下
で
の
集
団

的
過
程
の
一
般
的
結
果
が
、
実
際
に
偶
然
の
影
響
か
ら
解
放
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
大
数
法
則
は
け
っ
し
て
、
社
会
現
象
の

経
済
学
研
究



統
計
学
H
社
会
科
学
方
法
論
説
の
擁
護

大
橋

発
展
水
準
を
も
変
動
を
も
、
決
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
れ
は
た
だ
、
偶
然
的
偏
り
の
相
殺
の
条
件
を
明
ら
か
に
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て

社
会
集
団
の
現
象
に
お
い
て
客
観
的
な
作
用
を
明
る
み
川
に
出
す
こ
と
を
可
能
に
す
る
」
〔
何
回
〕

(
m
・
3
と。

つ
ま
り
大
数
法
則
の
統
計
学

に
お
け
る
副
次
的
役
割
を
か
な
り
強
く
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

(

b

)

 

統
計
対
象
は
具
体
的
な
集
団
的
社
会
現
象
で
あ
る
。

「
統
計
学
は

一
定
の
国
、

一
定
の
時
の
、
現
実
の
歴
史
的
な
過
程
の
な

か
に
あ
る
集
団
的
社
会
現
象
の
大
き
さ
を
研
究
す
る
。
具
体
的
な
社
会
現
象
は
、

そ
の
大
き
さ
と
そ
の
他
の
特
性
と
が
、
異
な
っ
た
国
で

ま
た
異
な
っ
た
年
で
、

か
な
り
に
ち
が
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
:
:
:
統
計
学
は
具
体
的
な
集
団
現
象
を
研
究
し
つ
つ
、
時
間
と
空
聞
に

お
け
る
現
象
の
変
化
の
具
体
的
な
合
法
則
性
を
研
究
す
る
」

(∞・

8
と
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
述
べ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
言
葉
を
も
っ
て

す
れ
ば
、
客
観
的
存
在
の
根
本
形
式
た
る
時
空
的
規
定
は
、
統
計
対
象
が
客
観
的
存
在
で
あ
る
か
ぎ
り
当
然
の
規
定
で
あ
る
。

そ
れ
を
こ

の
テ
キ
ス
ト
も
述
べ
て
い
る
ま
で
で
あ
る
が
、

以
上
に
よ
り
、
社
会
集
団
規
定
の
形
式
的
要
件
た
る
、
単
位
、
標
識
、
時
、
場
所
、

と
し、

- 64ー

う
要
素
が
与
え
ら
れ
た
。

そ
の
説
く
内
容
は
、

わ
れ
わ
れ
の
諸
規
定
と
実
質
的
に
異
な
る
も
の
で
は
な
い
(
む
し
ろ
わ
れ
わ
れ
の
諸
規
定

の
方
が

理
論
的
に
は
る
か
に
整
理
さ
れ
て
い
る
と
思
ふ
)
。

問
題
な
の
は
、
具
体
的
合
法
則
性
の
概
念
で
あ
る
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
「
統
計
学
は
時
空
に
お
け
る
現
象
の
具
体
的
な
合
法
則
性
会
-
研

究
す
る
」
と
し
て
い
る
が
、
時
空
的
規
定
を
は
ず
す
こ
‘
と
の
で
き
な
い
具
体
的
合
法
則
性
と
は
何
か
で
あ
る
。

一
定
の
時
空
内
に
お
け
る

事
実
の
要
約
結
果
を
合
法
則
性
と
呼
ぶ
場
合
、
事
実
と
法
則
の
関
係
は
ど
う
な
る
か
、

で
あ
る
。

か
り
に
事
実
の
要
約
結
果
を
合
法
則
性

の
概
念
に
含
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
も
、

そ
う
し
た
合
法
則
性
は
社
会
(
構
成
体
の
)
法
則
と
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
か
が
明
か
に
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。
(
ネ
ム
チ

1
ノ
フ
「
社
会
学
と
統
計
学
」
〔
抑
制
〕
は

こ
れ
に
つ
い
て
の
見
解
を
詳
論
し
て
い
る
が

そ
の
正
否
は
別
と

し
て
、
問
題
に
切
り
込
ん
で
い
る
点
で
高
く
評
価
す
き
べ
で
あ
ろ
う
。
)

(

C

)

 

統
計
学
は
社
会
現
象
の
量
的
側
面
を
質
的
側
面
と
の
き
り
離
し
が
た
い
結
合
に
お
い
て
研
究
す
る
、

と
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は



当
然
の
規
定
で
あ
ら
う
。

し
か
し
な
が
ら
「
質
的
側
面
と
量
的
側
面
が
切
り
離
し
が
た
い
結
合
に
お
い
て
研
究
さ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
と

「
質
的
側
面
を
扱
う
経
済
学
と
量
的
側
面
を
扱
う
統
計
学
が
、

そ
れ
ぞ
れ
別
個
独
立
の
実
質
科
学
で
ゐ
る
」
と
い
う
こ
と
と
は
、

、
当
亡

、ν
4
μ
φ
U
H

る
関
係
に
あ
る
の
か
論
理
的
説
明
を
要
す
る
。
参
考
ま
で
に
ネ
ム
チ
l
ソ
フ
は
次
の
ご
と
く
控
史
的
説
明
会
」
与
え
て
い
る
。

「
自
然
の
研
究
過
程
で
は
両
側
面
は
わ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
社
会
現
象
の
研
究
で
は
、

な
に
よ
り
も
先
ず
現
象
の

そ
の
量
的
側
面
を
規
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
涯
史
学
、
経
済
学
、
法

し
か
し
社
会
生
活
が
発
展
す
る
に
つ
れ
て
、
社
会
現
象
、
過
程

性
質
を
質
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、

学
、
等
の
社
会
科
学
は
社
会
現
象
の
質
的
な
性
賢
を
対
象
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
集
団
的
社
会
現
象
の
量
的
側
面
は
特
別
の
科
学

l
i統
計
学
1

1

の
対
象

と
な
る
」
〔
抑
制
〕
(
一
五
六
・
七
頁
)
と
。
な
お
そ
の
ほ
か
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
統
計
学
が
社
会
現
象
む
量
的
変
化
に
お
よ
ほ
す
自
然
的
要
素

の
量
的
側
一
山
の
認
識
が
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
く
る
。

や
技
術
的
要
素
の
影
響
を
研
究
す
る
、
等
の
こ
と
を
の
べ
て
い
る
が
、
「
統
計
理
論
」
〔
釘
〕
(
再
版

m
・
8
お
よ
び
「
統
計
学
一
般
理
論
数

一日一

程
」
〔
招
〕
(
留
・
ロ
l
H
m
)

の
諸
規
定
と
異
な
る
も
の
で
な
い
。

(2) 

統
計
方
法
。
統
計
方
法
に
つ
い
て
の
ソ
グ
エ
ト
学
者
の
説
明
は

い
ず
れ
も
大
同
小
異
で
あ
る
。

そ
の
方
法
の
経
済
学
の
方
法
に

対
す
る
関
係
、

お
よ
び
史
的
唯
物
論
さ
ら
に
は
唯
物
弁
証
法
に
対
す
る
関
係
、

も
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
。
先
ず
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
云
う

と
こ
ろ
を
み
る
。

こ
の
テ
キ
ス
ト
は
「
統
計
的
研
究
の
一
般
的
方
法
」
と
し
て
次
の
ご
と
く
い
う
。

「
祉
会
現
象
は
人
と
人
と
の
あ
い
だ
の
関
係
を
表
現

す
る
。
そ
れ
は
け
っ
し
て

'H然
科
学
の
諸
方
法
に
よ
っ
て
は
研
究
し
え
な
い
。
商
品
価
値
は
、
化
学
反
応
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
え
な
い

し
、
物
理
的
用
具
に
よ
っ
て
も
測
定
し
え
な
い
。
価
値
の
測
定
は
、
社
会
的
な
価
格
形
成
過
程
の
な
か
で
実
現
さ
れ
る
。
統
計
学
は
、
社
a

こ
れ
ら
の
現
象
の
本
質
と
性
格
か
ら
出
発
し
て
実
行
す
る
。
統
計
学
は
、
す
べ
て
の
歪
曲
を
ま
ぬ
が
れ

会
現
象
の
量
的
側
面
の
研
究
を

た
充
分
な
結
果
を
う
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
よ
う
な
、

研
究
方
法
を
つ
く
り
だ
す
」

(
m
-
H
∞
)
と
。

(
こ
の
解
説
よ
り
も
、

一
般
的

経
済
学
研
究



統
計
学
日
社
会
科
学
方
法
論
説
の
擁
護

大
橋

研
究
様
式
と
方
法
・
手
段
の
関
係
を
示
し
た
中
央
統
計
局
の
「
統
計
理
論
」

の
初
版
〔
釘
〕
の
解
説
|
|
再
版
で
除
去
さ
れ
た
ー
ー
ー
が
は

る
か
に
勝
れ
て
い
る
よ
う
に

私
に
は
思
わ
れ
る
。
)

こ
の
研
究
方
法
の
具
体
的
な
内
容
は
、

ω集
団
的
・
統
計
的
・
観
察
、
防
総
括
と
グ
ル
ー
プ
わ
け
、
ゆ
そ
の
他
の
方
法
と
子
段
、

っ
て
い
る
。

ωの
内
容
は
「
一
般
化
指
標

l
l平
均
と
相
対
量

l
lの
算
出
、
指
数
の
計
算
、
動
態
系
列
の
作
成
と
分
析
、
呉
な
っ
た
統

計
的
現
象
の
あ
い
だ
の
関
係
の
指
標
の
計
算
、
等
が
も
っ
と
も
重
要
な
、
統
計
的
研
究
の
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
分
析
手
段
は

と

な

研
究
さ
れ
る
材
料
の
性
質
に
応
じ
て
利
用
さ
れ
る
」

定
式
化
さ
れ
る
統
計
方
法
過
程
に
お
け
る
諸
問
題
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
「
分
析
手
段
」
は
わ
れ
わ
れ
の
言
葉
を
も
っ
て
す
れ
ば

(∞・

Mg
と
さ
れ
、

い
わ
ゆ
る
普
通
の
「
統
計
調
査
↓
統
計
↓
統
計
解
析
」
と
し
て

断
片
的
な
研
究
子
段
・
操
作
・
手
続
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
特
定
の
研
究
様
式
・
方
法

l
l綬
史
的
唯
物
論
、
機
械
的
唯
物
論
、
観
念
論

の
各
種
の
諸
形
態
|
|
‘
の
局
部
的
過
程
に
定
着
さ
れ
、
一
般
理
論
的
過
程
の
な
か
で
は
じ
め
て
方
法
的
機
能
を
莱
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。

い
か
な
る
手
段
・
操
作
・
手
続
を
も
っ
て
「
統
計
方
法
」
を
構
成
す
る
か
は
見
解
を
異
に
し
う
る
。
ま
た
統
計
方
法
と
い
っ
て
も
そ
の

- 66ー

組
織
・
機
構
の
側
面
と
認
識
過
程
と
し
て
の
側
面
と
が
あ
る
。
後
者
の
側
面
に
つ
い
て
の
み
問
題
と
し
て
も
、
種
々
な
る
子
段
・
操
作
・

そ
の
実
施
の
た
め
に
は
、
実

手
続
が
あ
る
。

「
統
計
的
観
察
操
作
」

一
つ
を
と
っ
て
み
て
も
(
「
グ
ル
ー
プ
わ
け
」
を
と
っ
て
も
間
じ
)
、

施
前
に
社
会
集
団
過
程
の
理
論
的
分
析
操
作
の
問
題
が
あ
り

(m-
ロl
H∞)、

そ
れ
は
統
計
的
観
察
に
と
っ
て
不
可
欠
の
操
作
で
あ
る
。

す
で
に
み
た
ご
と
く

こ
の
操
作
に
よ
っ
て
統
計
対
象
は
統
計
方
法
に
対
し
て
与
え
ら
れ
る
の
だ
か
ら
で
あ
d

る。

こ
の
テ
キ
ス
ト
も
「
統
計
的
観
察
に
は
、
研
究
せ
ら
れ
る
現
象
の
政
治
経
済
学
的
分
析
が
先
行
す
る
」

(
m
-
H
M
〉
と

正
し
い
命
題
を

の
べ
て
い
る
が
、

そ
れ
を
集
団
観
察
過
程
に
つ
い
て
い
え
ば
、
統
計
対
象
の
規
定
に
際
し
て
、
概
念
分
析
操
作
が
集
団
観
察
操
作
に
先
行

す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

れ
ば
な
る
ま
い
。
と
こ
ろ
が
、

し
か
し
そ
れ
は
、
統
計
方
法
内
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
対
象
規
定
の
た
め
の
概
念
分
析
操
作
で
な
け

こ
の
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
も
、
統
計
対
象
の
理
論
的
分
析
操
作
は
統
計
方
法
外
に
追
い
だ
さ
れ
、
統
計
方



法
の
対
象
で
は
な
く
、
統
計
学
の
対
象
に
転
位
せ
し
め
ら
れ
、
統
計
方
法
論
と
は
別
個
独
立
の
統
計
学
の
対
象
理
論
で
あ
る
か
の
ご
と
く

考
え
ら
れ
て
い
る
。
‘
し
た
が
っ
て
「
統
計
方
法
」
論
に
は
、
統
計
観
察
以
下
の
外
見
的
に
捉
え
う
る
操
作
形
態
の
み
が
残
さ
れ
て
い
る
に

過
ぎ
な
い
。
紹
撒
的
な
集
団
観
察
操
作
が
統
計
方
法
の
決
定
的
要
素
で
あ
る
こ
と
を
疑
わ
な
い
が
、

そ
の
他
の
記
述
・
整
理
操
作
と
と
も

に
概
念
分
析
操
作
は
統
計
方
法
か
ら
除
外
し
う
る
も
の
で
あ
る
ま
い
。
史
的
唯
物
論
や
済
経
学
が
統
計
学
の
基
礎
だ
と
い
う
こ
と
は
、
統

計
方
法
に
お
い
て
概
念
分
析
操
作
が
集
団
観
察
操
作
の
基
礎
だ
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
統
計
方
法
か
ら
概
念

分
析
操
作
部
分
を
除
外
す
る
傾
向
の
あ
る
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
統
計
方
法
概
念
に
、

私
は
疑
問
を
も
つ
わ
け
で
あ
る
。

(3) 

統
計
結
果
。
統
計
結
果
は
一
般
に
「
統
計
」
と
呼
ば
れ
、

そ
の
対
象
か
ら
も
方
法
か
ら
も
相
対
的
に
独
立
の
生
産
物
で
あ
る
。
し

か
し
そ
れ
ば
そ
の
経
過
し
た
統
計
方
法
過
程
の
段
階
に
よ
っ
て
加
工
度
を
異
に
し
、
何
れ
も
、
具
体
的
な
集
団
的
社
会
現
象
過
程
の
量
的

側
面
を
な
ん
ら
か
の
形
態
で
反
映
し
て
い
る
。

(

a

)

 

統
計
指
標
と
統
計
資
料
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
統
計
結
果
の
記
述
形
式
は
統
計
指
標
と
呼
ば
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

ーっ
統
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計
指
標
は
、
統
計
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
る
社
会
現
象
の
量
的
側
面
を
表
現
す
る
諸
概
念
で
あ
る
」

(
m
・M
M
)
、

形
で
記
述
さ
れ
る
」
(
m
-
M
∞
)
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
「
統
計
指
標
」
と
そ
の
内
容
た
る
数
値
「
統
計
数
値
」 「
統
計
指
標
は
通
常
、
表
の

を
区
別
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

と
し
、
統
計
指
標
の
数
値
は

「
統
計
資
料
」

と
呼
ば
れ
る

(
ω
-
M
g
と
し
て
い
る
。

「
統
計
指
標
の
数
値
の
時
間
的
変
化
(
ま
た
は
空
間

的
変
化
)
は
対
応
す
る
社
会
現
象
の
発
展
な
い
し
ひ
ろ
が
り
の
合
、
法
則
性
を
あ
ら
わ
す
」
と
し
「
統
計
学
は
、
史
的
唯
物
論
と
マ
ル
ク
ス
・

レ
l
ニ
γ
主
義
経
済
学
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
統
計
指
標
の
内
容
を
検
討
・
作
成
す
る
」

(
m
・
日
目
)
と
し
て
い
る
。

こ
こ
に
統
計
指
標
の
内
容
の
検
討
・
作
成
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
テ
キ
ス
ト
の
一
般
的
考
え
方
に
よ
れ
ば
、

そ
れ
は
「
統
計
数
値
」

と
考
え
ら
れ
る
。
け
だ
し

の
検
討
作
成
と
い
う
よ
り
も
、
統
計
指
標
と
い
う
記
述
形
式
(
表
示
形
式
)
そ
の
も
の
の
質
的
規
定
、

「
統
計
理
論
の
課
題
は
、
社
人
公
主
義
経
済
の
内
的
可
能
性
を
反
映
す
る
統
計
指
標
を
し
め
し
、
科
学
的
に
基

つ
ま
り
枠
作
り
を
意
味
し
て
い
る

経
済
学
研
究



統
計
学
H
社
会
科
学
方
法
論
説
の
擁
護

大
橋

礎
，
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
」
と
し
、

「
実
際
統
計
は
、

こ
れ
ら
の
諸
指
標
を
必
要
な
信
頼
性
と
正
確
性
を
も
っ
て
、
計
算
を
実
施
す
る
こ
と

だ」

(m-
白
血
〉
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
言
葉
を
も
っ
て
す
れ
ば
こ
の
テ
キ
ス
ト
は

そ
の
各
項
の
統
計
値
が
未
知
数
で

与
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
構
成
的
統
計
系
列
の
作
成

(
3
3
3
:
:
:
Nと
ま
で
を
統
計
理
論
の
問
題
と
し
、

そ
の
未
知
数
と
し
て
残
さ
れ
た

統
計
系
列
の
各
項
を
既
知
数
と
す
る
過
程

(
3
3
s
i
-
-
-
む
と
は
実
際
統
計
の
問
題
だ
、

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
に

こ
の
テ
キ
ス
ト
の
統
計
資
料
に
対
す
る
態
度
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
般
化
統
計
指
楳
。
集
団
観
察
結
果
つ
ま
り
、

形
式
た
る
構
成
的
統
計
表
だ
け
で
は
、

(

b

)

 

わ
れ
わ
れ
の
言
葉
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
構
成
的
統
計
系
列
な
ら
び
に
そ
の
表
示

「
社
会
現
象
の
発
展
の
具
体
的
合
法
則
性
を
み
つ
け
出
す
に
不
充
分
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
統
計

学
は
社
会
現
象
の
若
干
の
特
質
を
特
徴
づ
け
る
誘
導
値
を
算
出
す
る
。
:
:
:
こ
の
よ
う
な
一
般
化
に
よ
っ
て
具
体
的
な
合
法
則
性
が
発
見

さ
れ
る
。
個
々
の
統
計
資
料
を
一
般
化
し
、
合
則
法
性
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
の
よ
う
な
統
計
指
標
は
、

一
般
化
統
計
指
標
と
呼
ば
れ
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る」

(
m
-
N
S
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
一
散
化
指
標
は
「
法
則
」
と
い
う
言
葉
を
表
面
に
出
し
て
い
な
い
が
、
内
容
と
し
て
は
上
述
の
ご
と
く
、

発
展
の
具
体
的
合
法
則
性
」
の
表
示
形
式
な
の
で
あ
る
。
然
り
と
す
れ
ば
そ
れ
は
形
式
数
理
主
義
の
意
味
で
な
い
か
ぎ
り
、
不
ム
テ
l
ノ
ブ

「
社
会
現
象
の

と
士
一
ハ
に
「
統
計
的
合
法
則
性
」
と
呼
ぴ
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
内
容
的
に
み
る
と
社
会
性
の
稀
薄
化
し
た
こ
の
穫
の
「
合
法
則
性
」
を
、

統
計
学
を
数
学
と
経
済
学
と
か
ら
わ
か
っ
そ
れ
自
体
の
支
柱
と
す
る
考
え
方
に
は
難
点
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
言
及
し
た

;う2

こ
の
テ
キ
ス
ト
で
も
問
題
は
依
然
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る

と
私
は
考
え
る
。

(

C

)

 

統
計
指
標
体
系
。

「
社
会
生
活
の
す
べ
て
の
現
象
は
、
相
互
に
連
関
し
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
一
つ
が
あ
る
現
象
の
結
果
で
あ
る

と
住
ハ
に
他
の
現
象
の
原
因
で
も
あ
る
よ
う
な
有
機
的
な
全
一
体
を
な
し
て
い
る
。
統
計
学
は
こ
の
全
面
的
な
相
互
制
約
性
会
」
反
映
し
て
、

た
ん
に
個
々
の
現
象
だ
け
で
な
く
て
、

そ
れ
ら
の
関
連
と
相
互
制
約
性
を
も
同
時
に
反
映
す
る
と
こ
ろ
の
、
統
計
指
標
体
系
を
つ
く
り
出



す
」
〈
m
w
-
M
∞
〉
と
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
の
べ
て
い
る
。

こ
う
し
た
指
探
体
系
は
、

の
計
融
花
と
閣
の

の
指
導
の
必
婆
に

こ
た
え
る
と
し
て
、

こ
の
テ
キ
ス
ト
ば

の

こ
の
よ
う
な
指
議
体
系
は

タ
ン
ス
と

ま

で

あ
る
。

し
か
し

の
ス
ト

ル
ミ
ヲ
ジ
の
「
富
民
付
総
務
パ
ラ

γ
ス

〈
体
系
論
)
が
ん
寸
や
一
向
び
老
ス
ト
ル
ミ
リ
ジ
に
よ
っ
て

ハ
方
法
論
〉
に
お
い

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
織
す
る
。

(必

ど
の
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る

の
定
義
は
既
に
み
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て

が
い
か
な
る
内
容
と

体
系
を
も
っ
て
組
織
さ
れ
、
他
m
w

に
対
し
て
い
か
な
る
関
係
・
地
位
に
あ
る
か
の
綾
絡
は
知
り
う
る
。
が
こ
こ
で
は
他
の
誇

の
関
係
な
少
し
く
立
ち
入
っ
て
み
る
。

は
次
の
ご
と
く
の
べ
て
い
る
。

と
の
関
係
か
ら
み
る
。
数
理
統
計
学
と

客
説
的
役
界
の
ら
v
Q

倒
々
の
部
門
の

立〉

の

こ
の
テ
々
ス
?

69 -

の

し、

と
は
無
関
係
に
、
抽
象
的
総
体
お
よ

び
そ
れ
ら
を
構
成
す
る
客
体
の
分
布
を
研
究
す
る
と
こ
ろ
の

す
る
事
象

し
て
、

の
生
起
の
抽
象
的
能
率
を
考
察
す
る
。

の
あ
る
部
門
に
た
い

お
よ
び
有
機
的
自
然
と
は
根
本
的
に

の
対
象
は
、
客
観
的
殻
界
の
対
象
領
域
と
抽
象
段
附
慨
を

に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
る
客
観
的
法
即
日
u
、

の

あ
る
。

区
別
冬
れ
る
社
会
現
象
だ
け
む
量
的
銭
面
も
研
究
す
る
」
ハ

m-
お)。

つ
ま

に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て

に
あ
ら
わ
れ
は
す
る

し
カミ

し
そ
こ
で

な
い
」
と
し
、
多
く
の
ブ
ル
グ
3

の
認
で
は
、
数
現
蕊
計
学
が
統
計
学
の

の

J¥  

の

と

し
て
い

(∞・
M
M〉

と
非
難
し
て
い
る
。
と
の
か
ぶ
ぐ
り
、
私
と
し
て
も
と
く
に
異
論
は
な
い
。

こ
の
ア
キ
ス
ト
は
次
の
ご
と
く
み
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

の

の
P

込
山
加
に
つ
い
て
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「
経
済
現
象
に
か
ん
し
て
い
え
ば
、
統
計
学
は
経
済
学
が
研
究
し
な
い
側
面
を
研
究
す
る
。

こ
の
問
題
を
統
計
学
お
よ
び
経
済
学
が
研

究
す
る
賃
銀
の
例
で
考
え
よ
う
。
経
済
学
は
、
種
々
の
社
会
・
経
済
構
成
体
に
お
け
る
賃
銀
の
本
質
と
発
展
法
則
を
研
究
す
る
。
た
と
え

ば
、
社
会
主
義
経
済
学
は
社
会
主
義
社
会
の
賃
銀
の
本
質
を
確
定
し
、
社
会
主
義
社
会
の
発
展
過
程
に
お
け
る
賃
銀
の
変
動
の
法
則
を
明

ら
か
に
し
、
社
会
主
義
社
会
の
他
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
賃
銀
と
の
関
係
と
相
互
作
用
を
確
定
す
る
。
統
計
学
は
具
体
的
現
実
に
お
い
て
、

い

か
に
賃
銀
が
形
成
さ
れ
た
か
、

そ
し
て
そ
の
発
展
の
具
体
的
合
法
則
性
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
研
究
す
る
」

(
m
・
5
)
と。

そ
し
て
統
計

学
と
経
済
学
の
対
象
の
ち
が
い
の
正
し
い
理
解
に
は

マ
ル
ク
ス
の
教
え
が
役
立
つ
と
し
て
、
例
の
マ
ル
ク
ス
の
地
代
の
理
論
を
引
き
合

い
に
出
し
、
経
済
学
に
「
可
能
性
」
を
、
統
計
学
に
「
現
存
性
」
を
割
り
当
て
る
。

な
お
「
国
民
経
済
史
、
経
済
地
理
学
、

及
び
国
民
経
済
の
個
々
の
部
門
の
経
済
論
の
よ
う
な
社
会
科
学
は
、
経
済
学
と
密
着
し
て
い
る
。

(∞
-
H
H
)

と
L
て
い
る
。

こ
の
云
う
と
こ
ろ
は
結
局
、

統
計
学
と
経
済
等
の
対
象
は
同
一
で
あ
る
が
、

そ
の
ち
が
い
は
、
対
象
の
質
的
区

-70ー

統
計
学
と
こ
れ
ら
の
諸
科
学
と
の
差
異
は
統
計
学
だ
け
が

具
体
的
社
会
現
象
の
大
き
さ
を
独
立
に
確
定
す
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
」

射
に
あ
る
の
で
は
な
く

む
し
ろ
研
究
の
仕
方
に

つ
ま
り
具
体
・
抽
象
の
程
度
・
段
階
の
差
別
に
あ
る

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
れ
は
、
統
計
学
に
「
対
象
の
量
的
側
面
と
具
体
的
統
計
方
法
」
を
、
経
済
学
に
「
対
象
の
質
的
側
面
と
抽
象
的
分
析
方
法
」
を
割
り

ゅ
当
て
て
割
り
切
る
オ
報
告
〔
必
〕
、
中
央
統
計
局
の
「
統
計
確
論
」
〔
釘
〕
、
モ
ス
コ

l
経
済
統
計
研
究
所
の
「
統
計
学
一
般
理
論
教
程
」
〔
回
〕

こ
の
テ
キ
ス
ト
の
割
り
切
り
方
は
ア
イ
マ
イ
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
統
計
学
の
実
質

の
割
り
切
り
方
に
比
べ
れ
ば
、

科
学
性
を
強
調
し
な
い
こ
の
テ
キ
ス
ト
が
、

む
し
ろ
正
し
さ
に
一
歩
近
づ
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
私
は
考
え
る
。

す
で
に
し
ば
し
ば
言
及
し
た
ご
と
く
、
「
抽
象
的
分
析
方
法
」
は
研
究
様
式
と
し
て
の
方
法
で
は
な
く
、
断
片
的
な
研
究
子
段
・
操
作
・

手
続
の
一
形
態
に
す
ぎ
な
い
。
概
念
分
析
法
が

い
か
に
重
要
な
基
礎
的
な
研
究
手
段
で
あ
ろ
う
と
も
、

そ
れ
は
経
済
学
の
研
究
様
式
と

し
て
の
方
法
に
と
っ
て
代
り
う
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。

そ
れ
と
同
様
に
、
統
計
方
法
は
統
計
学
の
方
法
で
は
な
く
、
統
計
学
の
研
究
対



象
で
あ
っ
て
、

そ
れ
は
一
迎
の
研
究
手
段
・
操
作
・
手
続
の
特
殊
な
結
合
形
態
で
あ
る
、

と
す
る
の
が
私
見
で
あ
る
。

(1) 

ス
ト
ル
ミ
リ
ン
他
、
「
統
計
学
」
〔
日
〕
の
目
次
の
大
見
出
し
の
み
あ
げ
る
、
第
一
部
、
社
会
科
学
と
し
て
の
統
計
学
(
第
一
|
ご
箪
¥
第
二
部
、
統

計
学
の
一
般
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
万
法
ハ
第
一
一
一
|
一
一
章
)
、
第
三
部
、
人
口
、
保
険
、
文
化
統
計
(
第
一
一
一
1
1
一
回
章
)
、
第
四
部
、
国
民
経
済
統
計

(
第
一
五
|
一
二
章
)
、
第
五
部
、
祖
国
統
計
史
か
ら
の
若
干
の
情
報
(
第
一
一
一
一

l
二
四
章
)
。

ス
ト
ル
ミ
リ
ン
「
国
民
経
済
バ
ラ
ン
ス
論
」
計
画
経
済
誌
一
九
三
六
年
九
、
一

O
号
(
邦
訳
、
政
治
経
済
研
究
所
、
ソ
同
盟
計
画
経
済
の
方
法
論
、

一
九
四
八
、
な
お
、
乙
の
関
係
・
文
献
は
、
木
原
正
雄
編
、
再
生
産
と
国
民
経
済
バ
ラ
ン
ス
論
、
一
九
五
七
0

マ
ル
ク
ス
か
ら
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
の
手
紙
、
一
八
六
二
年
、
八
月
九
日
、
附
、
邦
訳
、
岡
崎
次
郎
訳
。

マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
「
資
本
論
に
関
す
る
手
紙
片
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
五
四
、
一
二
ハ
|
一
一
七
頁
。

(2) (3) 

む

す

び

- 71ー

統
計
学
H
社
会
科
学
方
法
論
の
見
地
は
、

川
経
済
学
と
の
質
的
差
別
を
明
確
に
し
う
る
点
に
お
い
て
理
論
的
整
合
性
を
確
保
し
え
、

ゆ
社
会
集
団
過
程
の
具
体
的
数
量
的
認
識
過
程
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
実
反
映
性
を
確
保
し
え
、
倒
社
会
認
識
の
有
力
な
実
際

的
お
よ
び
理
論
的
用
具
の
提
供
に
よ
り
、
実
践
指
導
性
を
確
保
し
う
る
も
の
、

と
私
は
考
え
る
。

か
か
る
見
地
に
お
い
て

私
見
は
経
済

統
計
論
会
-
次
の
ご
と
く
構
成
す
る
。

統
計
方
法
の
意
義
と
限
界

(1) 

統
計
学
者
の
経
済
学
的
問
題
意
識
の
検
討
。

。)
各
派
経
済
学
書
に
お
け
る
統
計
資
料
と
統
計
方
法
の
検
討
。

日
本
に
お
け
る
経
済
統
計
論
の
発
展
・
現
状
・
課
題
。

(3) 

統

方
法
の
適
用

経
済
学
研
究
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(4) 

戦
後
独
占
資
本
の
状
態
と
政
策
の
研
究
に
お
け
る
統
計
資
料
と
統
計
方
法
の
検
討
。

戦
後
労
働
者
階
級
の
状
態
と
運
動
の
研
究
に
お
け
る
統
計
資
料
と
統
計
方
法
の
検
討
。

日
本
資
本
主
義
の
運
動
法
則
の
研
究
に
お
け
る
統
計
資
料
と
統
計
方
法
の
検
討
。

(5) 以勺)

上

護
理
の
ゆ
を
と
ど
か
な
い
草
稿
の
提
出
と
な
っ
た
。
論
理
的
整
序
作
業
は
読
者
と
批
判
者
に
一
任
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

ー

ll松
岡
孝
児
先
生
追
憶
の
た
め
に

l
l

ソ

ヴ

エ

ト

統

計

学

論

争

関

係

論

文

・

著

書

・

報

告

・

等

・

覧

至自

一
九
五

O
年
J

一
九
五
六
年
~

ζ

の
目
録
は
「
統
計
通
報
」
(
〈

-
m
・
)
誌
、
「
経
済
学
の
諸
問
題
」
(
ぐ
・
回
・
)
誌
、
「
そ
の
他
」
に
つ
き
、
発
表
時
順
K
配
列
し
て
ゐ
る
。
拙
稿
中
の
引
用

は
こ
の
頭
部
の
番
号
で
示
し
た
u

拙
稿
で
は
ζ

の
審
且
す
の
次
に
頁
を
一
示
す
が
、
邦
訳
ゐ
る
も
の
は
、
邦
訳
の
頁
に
よ
っ
た
。
た
だ
し
、
引
用
文
は
必
ず
し
も

邦
訳
に
よ
っ
て
い
な
い
。
な
お
邦
訳
の
な
い
も
の
は
論
文
・
著
書
・
の
原
文
の
頁
で
あ
る
。

l
i
-
-九
五

O
(〈・

ω・
誌
の
み

Y
lー

〔
1
〕
チ
エ
ル
メ
ン
ス
キ

i

ぐ
・
ソ
同
盟
中
央
統
計
局
統
計
技
術
学
校
用
の
統
計
理
論
に
か
ん
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
ぐ

-
m
-
g
g
w
Z
0・
H・

〔
独
訳
(
抄
)
、

m
g江
田
江
田
白
宮
市

S
H
E
-
H
U
E
-
悶仲

JHW
∞-
U〕・

ミ
ハ
イ
ロ
フ
、

2
・
統
計
学
に
か
ん
す
る
マ
ル
ク
ス
・
レ
l
ニ
ン
主
義
学
説
の
歪
曲
に
反
対
し
て
、
〈

-
m
・
5
8・
Z
0・同・

無
署
名
巻
頭
論
文
、
マ
ル
ク
ス
・
レ

1
ニ
ン
主
義
統
計
理
論
の
た
め
に
、
ぐ

-m-
忌

g・
2
0・悶・

ド
ミ
ト
リ
エ
フ
、

P
統
計
学
の
対
象
と
方
法
に
か
ん
す
る
問
題
に
よ
せ
て
、
ぐ

-
m
-
H
U
m
o
u
z
o
-
M・

パ
ル
テ
イ
グ
ル
、

m
・
マ
ル
ク
ス
・
レ

i
ニ
ン
主
義
統
計
理
論
の
歪
曲
に
反
対
し
て
、
〈

-
m
・
5
8・
2
。・
M
-

雑
報
、
ソ
同
盟
中
央
統
計
局
に
お
け
る
方
法
論
会
議
、
〈

-
m
-
H
u
g
-
-
L。・

H・
〔
邦
訳
、
経
済
統
計
研
究
会
訳
編
、
ソ
ヴ
エ
ト
の
統
計
理
論
区
、
一

九
五
三
年
刊
、
二
ハ
一
一

l
一
七
八
頁
、

P
5
2目
白
田
口

P
E山
田
江
口

S
F
2
0・
P
一
九
五
一
一
よ
り
の
重
訳
、
独
訳
は
、

4
Z
2
2広
島
由
の

E
E
}品
-B

品

2
8
4司
]
丘
町
田
ロ

v
g
m
g立
与
野
崎

m
g
a国
立
回
目
V
O
司
円
由
同
町
田

u
H
u
g
-
出骨
-u
口
"mω-H4mlH4由・

〔

2
〕

〔

8
L

〔

4
〕

〔

5
〕

〔

6
〕
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雑
報
、
統
計
学
の
対
象
と
方
法
に
か
ん
す
る
問
題
に
つ
い
て
の
協
議
会
、
(
一
九
五

O
、

5
8・
Z
0・∞-

i
l
l
-
九
五
一
ハ
〈
・

ω・
誌
の
み
)
|
i

〔8
〕
デ
ブ
ネ
ル
、

Z
・
ソ
ヴ
エ
ト
統
計
学
の
対
象
と
方
法
に
つ
い
て
、
ぐ

-
m
-
g
m
F
2
0・
P
(
邦
訳
(
抄
)
、
経
済
統
計
研
究
会
、
東
ド
イ
ツ
の
統
計
理

論
証
、
一
九
五
回
、
七
、
四
六

l
四
九
頁
、
独
訳
よ
り
の
重
訳
、
独
訳
は
∞
g
a注目印ロ
F
o
p
-但阿佐・

5
g
-
出
け
・
口
"ωω-HUU180)・

〔9
〕
ミ
ハ
イ
ロ
フ
、

Z
・
統
計
理
論
の
一
一
、
三
の
問
題
に
つ
い
て
、

5
日・

2
0・
9
〔
独
訳
(
抄
)
、
ロ

2
喫
w
田白山宮白
E
P
H
r
F守
C
}内
申
出

o
g同
盟
各
自
の
g
g
a

日
向
け
由
司
会
活
∞
g
a由民
F
p
w
ω
g江
田
江
田
口
町
四
町

E
阿
佐
同
泊
目
N-
国
?"mwmω
・由∞
l
E〕・

i
i
F
九
五
ニ
(
〈
・

ω・
誌
と
、
〈
・
開
・
誌
と
あ
リ
)

|

|

l

〔
印
〕
ス
ト
ル

1
2
リ
ン
、
∞
・
科
学
と
し
て
の
統
計
学
の
定
義
に
関
す
る
問
題
に
よ
せ
て
、
〈

-
m
-
S詔
w
Z
0・
F

〔
邦
訳
(
抄
)
、
科
学
と
し
て
の
統
計

学
の
地
位
、
経
済
統
計
研
究
会
、
東
ド
イ
ツ
の
統
計
理
論
江
一
九
五
回
、
七
、
一
一
一
六

l
四
六
真
、
独
訳
よ
り
の
霊
訳
、
独
訳
(
抄
)
、

ω
g
a丘町田口町四

市

g岡山田]{由回
MW
出
け
・
少

ωω
・同町間
I
H
∞∞〕・

ソ
l
ボ
リ
、
〈
・
統
計
理
論
の
ご
、
三
一
の
問
題
、
〈

-
m
・
5
m
M
W
Z
0・
M-

ミ
ハ
イ
ロ
フ
、

m-
統
計
学
の
ご
、
一
ニ
の
問
題
、
ぐ

-
m
-
H
U
S岨一
Z
。・∞・

宥
ス
ト
ロ
ウ
モ
フ
、

ω
・
ソ
ヴ
エ
ト
統
計
学
の
対
象
と
万
法
に
か
ん
す
る
問
題
に
よ
せ
て
、
〈

-
m
・
]{UmMiZ0・
ω・

ス
ス
ロ
フ
、
同
・
統
計
学
の
対
象
と
方
法
に
つ
い
て
、
〈

-
m
・
区
間
凶
1
Z
0・品・

シ
ウ
リ
ギ
ン
、
同
・
統
計
学
の
対
象
と
方
法
に
か
ん
す
る
問
題
に
よ
せ
て
、
〈

-
m
-
H泊四回
-
Z
0・
AH・

ス
タ
ロ
フ
ス
キ
l
、
ぐ
・
共
産
党
第
一
九
回
大
会
と
ソ
ヴ
エ
ト
統
計
の
任
務
、
〈
-
∞
・
呂
田
凶
・

2
0・町・

カ
ガ
ノ
ヴ
イ
ッ
チ
、

H
i
科
学
と
し
て
の
ソ
ヴ
エ
ト
統
計
学
に
か
ん
す
る
問
題
に
よ
せ
て
、
〈

-
m
-
H
u
g
-
Z
0・
0・

ピ
サ
レ
フ
、
?
同
志
テ
エ
ル
メ
ン
ス
キ
l
、
ミ
ハ
イ
ロ
フ
、
ソ
l
ボ
リ
の
ま
ち
が
っ
た
論
文
に
つ
い
て
、
〈

-
m
-
E
m
N
i
Z
0・
a・

チ
エ
ル
メ
ン
ス
キ

l
、
〈
-
統
計
理
論
に
お
け
る
深
刻
な
あ
ー
や
ま
り
と
混
乱
に
反
対
し
て
、
ぐ

-
m
-
H
u
m
M
w
z。・

H・

コ
ズ
ロ
フ
、
戸
統
計
学
の
対
象
と
方
法
の
問
題
に
つ
い
て
、
〈
・
出

-
H
u
g
-
z。・

AF
〔
邦
訳
、
経
済
統
計
研
究
会
訳
編
、
ソ
ヴ
エ
ト
の
統
計
理
論

五
、
一
九
五
三
、
所
版
〕
〔
独
訳
、
∞
04唱
す
け
三
国
窓
口
田
口
E
3・w
g四回
w凶什
-
N
u
m∞
-
H
4
4
1
5
N〕・

ド
ル
、
ν
l
ニ
ン
、

Z
・
科
学
と
し
て
の
統
計
学
の
内
容
に
つ
い
て
、
〈
-
凶

-
H
u
s
-
z。
・
白
・
〔
邦
訳
、
同
上
〕
〔
独
訳
、

ω。d
之
白
け
名
目
白
血
g
田
S
P
P
-

〔

7
〕

一
て
キ
エ
フ
財
政
経
済
研
究
所
に
お
け
る
も
の
)
〈

-m

〔
江
〕
〔
盟
〕
〔岱〕

〔

M
〕

〔お〕
〔お〕
〔
釘
〕
〔お〕
〔却〕
〔却〕
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H田
町
一
戸
国
什
・
∞

wmm出・∞
Nml臼∞斗〕・

ホ
ル
ン
ジ
l
、
「
科
学
と
し
て
の
統
計
学
の
二
、
三
の
問
題
、
〈
・
回

-
H
u
g
-
Z
0・
4・
〔
邦
訳
、
同
と
〕
〔
独
訳
、
∞
。
唱
す
作
君
吉
田
四
国
田
口
E

3・

5mM-
国け
-A5・

ピ
サ
レ
フ
、
?
統
計
学
の
対
象
と
方
法
の
問
題
に
つ
い
て
‘
〈
・
国
・

5
包
-
Z
0・
∞
・
〔
邦
訳
、
同
上
〕
〔
独
訳
、
∞
04司
」
己
主
回
窓
口
問
与
え
け
・

5mMW

出汁・品〕・

テ
エ
ル
メ
ン
ス
キ
l
、
〈
-
統
計
学
に
つ
い
て
、
ぐ
・
回

-
H
u
g
-
z
o
p
〔
邦
訳
、
向
上
〕
〔
独
訳
、
∞

o三
忠
君
呂
田
出
口
由
ロ
V
E
R
s
a
-
出
け
-
Y
∞
∞
-

品目白品〕・

ヰ
ム
チ
l
ノ
フ
、
〈

-
m
-
科
学
と
し
て
の
統
計
学
、
〈
・
回
・
呂
町
N
u
z
o・
s
・
〔
邦
訳
、
同
上
〕
〔
独
訳

mo三
2
5
2
8由ロ
a
s
p
-
g
a
w
国け
-
M・

mm-
白O
臼i
∞一戸也〕・

ラ
ピ
ノ
ヴ
ィ
，
チ
、

M
V

・
統
計
学
の
対
象
と
方
法
に
つ
い
て
、
」
『
・
凶
・

5
m
N・
2
0・
ロ
・
〔
邦
訳
、
向
上
〕
〔
独
訳
、
∞
q
d
ι

叩
け
さ
田
山
由
口
出
ロ
g
p
-
H
U目白
w

同
け
∞
、
∞
∞
・
品
四
回
ム
巴
〕
・

ペ
ト
ロ
フ
、
k
r
?
経
済
統
計
学
教
程
、
初
版
、
一
九
五
二
、
再
版
、
一
九
五
四
〔
独
訳
は
初
版
よ
り
の

E
昆
立
田
田
宏
司
巧

5
Zロ
E
3由
回
冨
江
田
E

〔
t
F
S
2・
再
版
よ
り
中
国
語
訳
、
一
九
五
七
、
再
版
よ
り
日
本
語
訳
、
一
九
五
七
〕

ー
ー
一
九
五
三
ハ
〈
・

ω・
誌
と
〈
・
肘
・
誌
〉

1
1
1

〔
お
〕
グ
レ
ヴ
イ
，
チ
、
∞
・
統
計
学
の
対
象
の
問
題
に
よ
せ
て
、
呂
町
出
、

Z
0・
F

〔
邦
訳
、
経
済
統
計
研
究
会
討
議
資
料
、

2
0・∞・

5
足
切
二
一
月
刊
〕

〔
却
〕
コ
ズ
ロ
フ
、
日
統
計
理
論
の
二
、
三
の
問
題
に
つ
い
て
、
〈
・
∞

-
H
U
E
J
L
Z
0・
F

(
独
訳
、

ωQ耳」
2
4司広田
S
E
E
P
同伴・

Hug-
出
け
よ
∞
"

町出∞・
A
肝

H
由
i

品斗品)・

ボ
ヤ
ル
ス
キ
!
、

P
統
計
学
の
対
象
の
問
題
に
よ
せ
て
、
〈

-m凶
-
H
u
g
W
2
0・
M-

プ
ロ
ン
ユ
コ
、
切
・
統
計
科
学
の
対
象
に
つ
い
て
、
〈
-
∞
・

5
a
-
Z
G・
M-mω-mmIB-

オ
ヴ
シ
エ
ン
ユ
‘
〈
・
科
学
と
し
て
の
統
計
学
に
か
ん
す
る
問
題
に
よ
せ
て
、
」
ア
∞

-
H
u
a
L
4
0・
∞
・
〔
邦
訳
、
経
済
統
計
研
究
会
訳
編
、
ソ
ヴ
エ

ト
の
統
計
迎
論
、
江
、
一
九
五
一
一
一
、
一
四
六
|
一
六
一
一
民
〕

統
計
学
の
対
象
と
万
法
に
か
ん
す
る
問
題
に
つ
い
て
の
詩
論
文
の
概
観
、

J
h
.

∞・

H出回日
w
Z
0・∞・

ノ
l
ボ
リ
、
〈
・
統
計
学
の
対
象
に
つ
い
て
、
〈

-
m
-
E
E
U
2
0・
AHE
〔
邦
訳
、
経
済
統
計
研
究
会
、
東
ド
イ
ツ
の
統
計
理
論
札
、

統
計
学
H
社
会
科
学
方
法
論
説
の
擁
護

大
橋

〔沼〕
〔お〕

〔担〕
〔お〕

〔部〕
〔釘〕

〔
初
〕
〔担〕
〔担〕

〔部〕
〔
制
〕

一lag-
一
九
頁
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独
訳
、
∞
広
江
田
江
田
口
Z
H
V
S
H
F
同
盟
問
∞
切
出

f
ロ
wmh出・

H44iH∞巴・

ピ
i
サ
レ
フ
、
同
・
経
済
統
計
学
に
か
ん
す
る
新
し
い
教
科
議
、
ベ
ト
ロ
フ
の
経
済
統
計
学
教
程
、
〈
・
白

H
U
E
-
2
0・∞・

ガ
ズ

l
ロ
フ
、
?
?
経
済
統
計
学
、
一
九
五
三
。

中
央
統
計
局
若
者
集
問
、
ハ
ポ
ス
ト
リ
コ
パ
編
)
統
計
理
論
、
初
版
、
一
九
五
一
二
、
再
版
、
一
九
五
六
〔
独
訳
、
オ
ス
ト
ロ
グ
イ
チ
ヤ
ノ
フ
報
告
を

第
一
章
と
し
、
初
版
の
第
三
章
以
下
の
前
編
の
大
部
分
を
合
せ
て
〉
吾
&
g
dロ
ι
吋。

aロゲロ
H
M
m何
回

B
S
Y
O品。口内回目司

ω
E
Z由民
F
H
D
m
m
と
し
て
出

版
し
て
い
る
。
中
国
語
訳
、
統
計
理
論
、
初
版
、
一
九
五
五
増
訂
第
一
一
版
、
一
九
五
七
〕

ー
ー
-
九
五
四
(
〈

ω・
誌
、
〈
-
M
W

・
誌
、
そ
の
他
)
1
1
1

〔
部
〕
巻
頭
論
文
、
統
計
学
の
い
っ
そ
う
の
創
造
的
発
展
の
た
め
に
、
〈
・
∞

-
g
E
w
Z
0・
m-u
〈
・
回

-
g
E
u
z。
・
ロ
・
〔
内
容
は
、
邦
訳
、
オ
ス
ト
ロ
ヴ

イ
チ
ヤ
ノ
フ
、
円
・
〈
・
統
計
学
に
か
ん
す
る
論
争
の
結
果
に
よ
せ
て
(
経
統
研
、
「
統
計
学
」
一
九
五
五
、
九
月
、
第
二
号
)
ソ
同
盟
・
科
学
ア
カ

デ
ミ
ヤ
通
報
、
一
九
五
四
年
、
第
八
号
、
所
収
の
も
の
と
同
じ
。
独
訳
は
伊
恒
三
田
江
田
口
町
四
回
V
E
M
U
-
H
g
A
H
w
同け

H
H
L山∞
-
H
ヨlHaN〕・

〔
羽
〕
統
計
学
の
諸
問
題
に
か
ん
す
る
学
術
会
議
の
概
観
ぐ

-
m
・
5
E
:
Z
0・
T
〈
・
回

-
H
U
E
-
Z
O
H
N
'
〔
邦
訳
.
有
沢
広
巳
編
、
統
計
学
の
対
象
と

方
法
、
二
一
九

l
二回一一一一氏〕

〔
初
〕
イ
エ
ド
キ
l
モ
フ
、
ぐ
・
リ
ヤ
ウ
ゾ
フ
、

2
・
有
益
な
授
業
用
参
考
書
、
ガ
ズ
l
ロ
フ
、

P

H
・
「
経
済
統
計
学
」
、
〈

-
m
-
H
U
E
-
Z
0・品・

〔M
U

〕
ペ
ト
ロ
フ
、

k
r
H
・
編
「
経
済
統
計
学
教
程
の
中
央
統
計
局
に
お
け
る
審
議
」
、

H
U
E
-
2
0・
H・

〔
畑
出
〕
「
統
計
理
論
」
の
モ
ス
ク
ワ
経
済
研
究
所
に
お
け
る
審
議
、
〈
・
∞
・

5
忠
W
2
0・白・

〔
必
〕
オ
ス
ト
ロ
ヴ
イ
チ
ヤ
ノ
フ
、
関
-
J
?
統
計
学
に
か
ん
す
る
論
争
の
結
果
に
よ
せ
て
、
ソ
同
盟
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
通
報
、
第
八
号
、
一
九
五
四
(
独

訳
、
∞
S
広
注
目
白
各
自
句

S
H山田

HUE-
出
け
・
ロ
・
邦
訳
、
経
済
統
計
研
究
会
、
統
計
学
、
第
一
一
号
、
一
九
五
五
年
九
月
、
所
収
〕

I
l
i
-
-九
五
五
(
〈
・

ω・
誌
、
他
)
1
1
1
i

〔
付
制
〕
科
学
的
検
討
を
要
す
る
統
計
学
に
か
ん
す
る
テ

1
7
の
概
括
、
ぐ

-
m
-
H
u
g
-
2
0・
N-
〈
・
回
・
沼
田
町
w
Z
0・
H
(
一
九
五
四
年
五
月
一
一
八
日
の
共
同

決
議
に
基
づ
い
て
準
備
さ
れ
た
実
際
的
な
テ

1
7
1

ド
ワ
ル
ツ

l
ニ
ン
、
統
計
学
講
義
、
一
九
五
五
〔
邦
訳
は
第
一
章
の
み
、
経
済
統
計
研
究
会
「
統
計
学
」
第
四
号
、
一
九
五
六
年
十
月
刊
〕
。
ド
ゥ

ル、
ν
l
ニ
ン
に
は
別
に
、
統
計
理
論
初
歩
教
程
、
一
九
四
九
。
統
計
理
論
、
一
九
五
回
、
〔
中
国
語
訳
、
一
九
五
五
〕
が
あ
る
。

コ
ズ
ロ
フ
、
日
ド
ゥ
ル
ジ

l
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ン

Z
・
民
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授
著
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統
計
学
講
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∞
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〔
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〕
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万
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川
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級
品
協
〉
、
(
第

一
一
巻
、
一
九
五
六
は
ヱ
策
調
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に
お
け
る
統
計
方
法
)
〔
邦
訳
は
第
一
務
、
官
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総
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つ
、
ス
ト
ル
i
ミ
リ
ン
、
ソ
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問
鐙
の
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総
経
済
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ラ
ン
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淡
式
ゐ
h
J
G

中
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総
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雄
潟
、
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漆
と
悶
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、
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五
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、
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〕

〔
川
畑
〕
統
計
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、
経
済
計
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、
経
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組
織
〔
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開
銀
協
滋
年
緩
、
…
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五
五
年
、
鍍
一
巻
、
熊
X
務
、
一
m
タ
さ
)
一
九
双
六
年
制
約
〕
ハ
一
九
五
況
絡
に
つ
い
て

は
第
一
巻
し
か
閑
却
て
い
な
い
が
、

ζ

の
開
問
答
年
鑑
と
、
メ
ラ
・
ク
ニ
ガ
の
「
ソ
ヴ
エ
ト
開
制
緩
」
お
よ
び
〈

-m-
総
織
統
制
の
発
行
問
問
審
問
問
錦
叫
に
よ
り
、

ソ
同
盟
に
お
け
る
統
計
学
品
賛
同
単
行
本
の
刊
行
機
浅
は
、
日
凶
ぱ
阿
見
洛
し
な
く
知
り
え
よ
う
。
)
ハ
抑
協
和
雑
誌
論
文
名
争
知
る
に
は
吋
附
阿
部
巴
茸
静
岡
吋
O
刷
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g
g
"
潔
G
U
S
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掛

け

え

討

議
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同

M
2
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刊
か
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初
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あ
る

J

i
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ア
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大

2
・
ω
誌

、

抽

出

〉

i
l
i

〔
部
〕
ス
タ
ロ
フ
ス
キ
!
、
ぐ
・
ソ
間
同
盟
共
産
党
第
二

O
聞
大
会
と
ソ
グ
エ
ト
統
計
の
課
題
、
〈

-ma
お
蕊
幡
町
4
0
4
N
・
〔
邦
訳
、
統
計
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究
会
、
外
国
統
計

研
究
交
料
、
六
一
一
一
修
、
一
九
五
六
年
一
一
門
月
刊
〕
(
〔
必
〕
と
邸
内
系
統
の
も
の
〉
G

ス
b
p
h
1
ミ
ラ
ン
、
サ
ピ
ン
ス
キ

1
、
ソ

i
ボ
ヰ
¥
コ
ズ
口
フ
、
統
計
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